
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




また、画面が小さい端末の場合、文字サイズの拡大等により稀まれに体裁に違和感が生じることがあります。その際は、通常の文字サイズにお戻しのうえお読みください。
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口絵・本文イラスト／かわく




デザイン／百足屋ユウコ＋ナカムラナナフシ（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ




　その姿、夜を飛ぶ鳥のようだと語る者もいる。

　だが、声色はそれぞれだ。

　うっとりと語る者もいれば……。

「黒こく衣いっ！」

　語気荒く、そう呼び捨てる者もいる。

　それは瓦が斯す灯とうの外にいた。

　夜を押しのける光がぼんやりとした円を作っている。

　たなびくマントの端が微かにその光の輪をかすめる。

　治安を守る風紀委員たちの鬼火が走り、夜に隠れた全身を映し出す。

　黒衣の名の通り、その姿は黒に包まれている。その衣装は昔の軍人のようであり、祖父母の時代の男子学生服のようでもある。

　目深に被った帽子が顔の半分に影を落とし、その顔をはっきりと見ることはできないが、細い顎の線と引き結ばれた唇が整った顔立ちを想像させた。

「待ちなさい！」

　風紀委員たちの高い声は鋭く黒衣に突き刺さり、使われる鬼火もまた照らすだけではとどまらない。

「っ！」

　嚙かみつかんばかりに迫る鬼火に、黒こく衣いが無言の気を放つ。その姿は素早く夜の空へと昇っていく。

「追えっ！」

　風紀委員たちの命令に鬼火は従い、黒衣を追って夜を裂いて飛ぶ。

　その後を追って、風紀委員たちも飛ぶ。

　袴はかまの裾を揺らし、マントをたなびかせ、つば広のとんがり帽を震わせながら空を駆ける。

　それは、彼女たちの纏まとうグリモアコートの力だ。

　グリモアコート。

　それは、魔法の衣装であり、魔法の書であり、魔法の箒ほうきであり、魔法の杖つえでもある。

　グリモアコートを着用するだけで、その者は様々な過程を省略し、魔法と呼ばれる超常の現象を具現化することが可能となる。

　日本で誕生した、大和魔女のみが着用することができる最高峰の万能魔法具。

　それが、グリモアコートだ。

　つまり、グリモアコートを纏うこの風紀委員たちは大和魔女ということになる。

　では、彼女らが追いかける黒衣と呼ばれる者は何者なのか？

　その身に纏う黒衣はグリモアコートなのか？

　その正体を見定めようとやっきになる風紀委員たちの視界から、黒衣はついに逃げ切った。

　瓦が斯す灯とうに切り出された夜が、そこに残される。

　しかし、誰もいなくなったわけではない。

　残った風紀委員たちは瓦斯灯の外に残された者に駆け寄っていく。

　膝を付いて震える女の子が一人、そこにいた。

「大丈夫か？」

　彼女にそう語りかけたのは、風紀委員たちとは雰囲気の違う女性だった。

　とんがり帽もマントもなく、筒袖は白で、袴は朱だ。

　桃色の筒袖に紺の袴、黒のマントととんがり帽という正規デザインのグリモアコートを纏う風紀委員たちの中で、その姿は異彩を放っている。

　鬼火が照らす横顔は涼しげで、座り込んだままの女性にいたわりの目を向けている。

「あ、紅あか宮みや様」

　震える女性は、彼女をそう呼び、強ばった表情を少し緩めた。

「もう大丈夫だ。怪我はないかな？」

「あ、ありがとうございます。あの……」

「うん？」

「こ、黒衣の方はわたしを助けてくださったのです」

　怯おびえの残った表情で、しかし必死に彼女はそう言った。

「わかっているさ」

　紅宮と呼ばれた彼女は、浮かべていた労りの表情を消し去り、厳しい顔で黒こく衣いが立っていた辺りを見つめた。

　黒衣の正面にあったものは、残骸としてまだそこにある。

　それは、巨大な手のようだった。青あお黴かび色の指には獣に似た尖とがった爪が生えている。

「問題なのは、奴がなにを考えているかだ」

　そう呟つぶやいた紅宮は空を見上げた。黒衣を追って空へと昇った鬼火が、目的を見失って旋回している。

　今夜も、黒衣を捕まえることは叶かなわなかったようだ。




　その黒衣は少し離れた場所で地面に降り立った。

　闇に立った孤影に一つの影が駆け寄っていく。ブレザー姿の女性だ。

　黒衣はその影を警戒することなく迎える。女性もまた黒衣をおそれる様子はなかった。

「お疲れ様です」

　跳ねるような声が黒衣を労う。

「ありがとう」

「お怪我はありませんか？」

「大丈夫」

　口元に笑みを浮かべ、黒衣は帽子を脱いだ。

　その瞬間、変化が訪れる。黒衣を黒衣たらしめているグリモアコートがその形を崩し始めたのだ。着用者の体から乖かい離りした衣服は、まるで液体にでもなったかのように滑らかに動き、帽子の中へと吸い込まれていく。

　全てを吸いきった帽子もまた形を崩し、そして、握りしめた手の中に消え去ってしまった。

　残されたのは影と同じブレザー姿だ。ショートの猫っ毛が風に揺れる。隣の女性よりも身長は頭一つ以上高く、すらりと伸びた足が印象的だ。

　女性は、その立ち姿をどこかほれぼれとした様子で見つめている。

　と、そんな視線とは関係なく、元黒衣が体を縮こまらせて震えた。

「うう……」

「どうしました？」

「いや、やっぱりスースーするなって……」

　そう言って、元黒衣は自分の足を撫なでる。

「それはしかたありません。慣れていただかないと……」

「はぁ……」

　同じ格好なのに堂々としている相手に、元黒衣は長いため息を吐いた。

「ほんと、どうしてこうなったんだろう？」

「さあ、そろそろ帰りましょう。寮長さんの見回りの時間が来てしまいます」

「ああ、そうだった」

　手を引かれ、二人は急いでその場を去る。

　走る元黒衣の頭の中にはほんの少し過去のことが浮かんでいた。




　それはこの場所、常とこ夜よ坂ざか女学院に入学するときのことだ。
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01　グリモアコートの乙女たち




　お地蔵様を調べると、案外それは簡単に見つかるかもしれない。

　袈け裟さの端、足の甲、台座の隅。砂すな埃ぼこりにまみれて隠れていることが多いが、小さく刻印されたそれを見つけた者は、なんだかお地蔵様とは趣が異なっていると感じてしまうことだろう。

　だが、それは決して悪戯で刻まれているわけではない。

　それとはつまり、逆さの五ご芒ぼう星せいだ。

　お地蔵様に逆さの五芒星というのは、やはりなんだかおかしいと思われるかもしれない。だが、決しておかしいわけではない。少なくとも、それを見つけてしまう者たちにとっては、まったくおかしなものではない。

　その刻印がされたお地蔵様は、扉でもあるからだ。

　一つの素質を持つ者たちのために開かれる扉だ。

　その扉をくぐる者が今日も一人……。




　空間を『跳ぶ』感触は、いきなり海の中に落とされてそこから慌てて海上に頭を出したときぐらいの息苦しさに似たものがある。

「いや、よくわからないな」

　自分の感想に首を傾げ、織おり音ねはそう呟つぶやいた。

　逆さ五芒星の刻印があるお地蔵様に触れ、教えられた呪文を唱えると、あっという間にこの場所に辿たどり着いたのだ。

　この場……織音は周りを見渡す。

　体育館のような空間に織音は立っていた。舞台はないので、どちらかというと公営の体育館のような雰囲気がある。

　そんな空間をぐるりと見回せば、そこら中に人がいる。

　みな、ふわりとその場に現れて、少しの間だけ呆ぼう然ぜんとすると、あるものを見つけてそちらに向かう。

　あるものというのは、この空間にただ一つだけある出入り口だ。

　近くの壁には『受付』という矢印付きの看板が提げられている。

　床には、なにかの模様がある。バスケットなどのコートを示す線ではなかった。受付へと向かっていく人たちが邪魔ですぐにわからなかったけれど、それが五芒星だということがわかった。

　地蔵に刻まれていた逆五芒星だ。

　つまり、ここにいる人たちは、日本各地の地蔵に隠された逆五芒星を通じて、やってきたに違いない。

　服装は様々だけれど、ここに次々と現れている人たちにははっきりとした共通点がある。

　一つは、年齢。おそらくは十五歳前後のはずだ。

　もう一つは、例外なく全員が女性であること。

　そしてもう一つ、みな、旅行鞄かばんのようなものを持っていること。

　さらにもう一つ、みながみな、受付の案内を見て鞄から書類封筒を取りだしているということ。

　織おり音ねも同じように封筒を取りだし、受付へと向かった。

　受付周辺はがやがやとした空気に包まれていた。慣れない場所での雑然とした空気は中学に入ったときにも感じたし、その前の小学校の時でもそうだ。記憶はあやふやだが、幼稚園でも似たようなものだったろう。

　そう考えれば慣れたものだとも言えるのだけど……。

　早鐘のような心臓の音は一人だからだけではない。織音は深呼吸をすると受付の列に並んだ。

　織音を受け付けたのは恰かつ幅ぷくと人が良さそうな女性だった。めがねまで丸く、なんだかころころとした印象だ。

「はい、それでは……」

　織音が封筒から出した書類を受け取り、女性はノートパソコンのキーボードを叩たたく。

「えーと、学籍番号四七三の…………と、あら？」

　そらきた。

　受付の女性の変化に、織音は表情に出さないよう、内心で身構える。

「な、なんですか？」

　なにか不備があったか？　そんな芝居じみた態度で女性を見る。

　女性はノートパソコンと書類をもう一度見比べてから、口を開いた。

「お名前？」

「え？」

「書類は眩くら星ぼし織音ですけど、こちらは眩星綾あや音ねとありますよ？」

　そう言って、女性はノートパソコンの画面に指を当てた。

「え？　え？」

　心臓の音がさらに速くなった。織音は聞かれているのではないかとドキドキしながら、用意していた言葉を、なるべく不自然にならないように口にする。

「あれ？　なんでだろう？　織音ですよ、僕？」

　うわ、僕って言ってしまった。女の子で僕はないだろう。いや、あるか？　どうだ？　ええい、ここで慌ててもしかたがない。知らぬ顔を通すのみ！

　姉さんだって、自然にしていればいいと言ったじゃないか。

「字が似てるから間違えたんじゃないですか？」

　にこりとして織音はそう言った。

　受付のおばさんは丸い顔をぼんやりとさせて織おり音ねを見た。

　わずかな時間が流れ、織音の心臓は緊張で爆発してしまいそうだった。

「まぁ、そういうこともありますね」

　おばさんがにこりと笑ったときには、本気で体中から力が抜ける思いだった。

「では、眩くら星ぼし織音で修正しておきますね。本人認証を作りますから、人差し指を」

「はい」

　言われた通りに差し出された機械に人差し指を当てる。

「外の世界にもあるような指紋認証の機械に見えるかもしれませんけど……」

　ノートパソコンをいじりながら、受付のおばさんが喋しやべる。

「この機械が読み取っているのは魂のパターンです。現在のところ、これに勝る個人特定方法はありませんよ」

「そうなんですか？」

「ええ。ですから、誰かに自分の身分証を持たせてここに来させるなんてことは、できませんからね」

「は、はい！」

　一瞬、ドキリとしたが、隣でも同じ説明がされているのを聞いて、これは定例のやりとりなのだとわかった。

「まぁ、資格のない方はそもそもここには来られないのですから、ここまで厳重にする必要はないのかもしれませんけど」

　受付のおばさんのほのかな笑みは、いまの織音にはむしろ威圧に思える。

「それでは眩星さん、最後の確認です」

「はい」

「この学院に入る者は、修業課程を終えるその日まで外界に出ることはできませんし、外と連絡を取ることも滅多にできなくなります。よろしいですね？」

「はい」

「もちろん、家族を招くこともできません。男性などもってのほかです。ここは男子禁制の女子校なのですから」

「はい」

　そう言われることは事前に知っていたので、織音は素直に頷うなずいた。

「では、宣誓を。この魔法陣に手を当てて、私に続いてください」

　促され、織音は差し出された布のようなものに書かれた魔法陣に手を当てる。感触からしてなにかの動物の皮で作った紙のようだ。

　それから受付の人の言葉を繰り返した。

「修業課程を終えるその日まで、外界は忘れ、大和魔女の道を邁まい進しんすることを誓います」

　宣誓を終えると、受付のおばさんが改めてにっこりと微笑む。

「それでは、眩星織音さん、ようこそ常夜坂女学院へ」

「あ、ありがとうございます」

　差し出された出来たての学生証は温かかった。

「ここを抜けると外に出ますので、すぐ近くにある案内を見て、まずは学生寮に向かってください。あなたの部屋を教えてもらえますから、そこで制服に着替えておいてくださいね。入学式は十一時からですよ」

「は、はい」

　受付のおばさんに見送られ、織おり音ねは長い通路を抜ける。

　エントランスを抜けると、そこにはいままでとは違う景色があった。

「わぁ……」

　思わず、織音の口から声が漏れる。

　レンガ調に舗装された地面が広がり、その上にはやはりレンガ造り調の建築物が連なっている。和洋が混ざり合う混こん沌とんとした建築物群は大正時代のそれを模したものだというのは、織音にもわかる。

　それだけではない。

　風景は、織音の眼前にだけでなく、頭上にもあった。

　テーブル状の大地が浮き、その上に建築物や自然が広がっている。そういったものが無数にあるのだ。織音が立っているこの大地もまた、同様の形状をして宙に浮いているに違いない。

　これが浮テ遊ー大ブ地ルと呼ばれているということは後に知ることになる。

　ここは普通の場所ではない。

　魔法の力によって存在することを許された、亜空間と呼ばれる場所だ。

「遂に来た」

　中央にある一際大きな建物を見て、織音は表情を引き締めた。

「母さんの思い出の地。大和魔女の聖地……常夜坂女学院」

　そして、何度目かわからない重い吐息が零れる。

「女学院……なんだよな」

　そう呟いた織音は、辿り着いた寮でさらなる驚きに直面することになる。




　寮の入り口にある掲示板で自分の部屋番号を見つけ出した織音は、その部屋に向かった。扉の名札は眩くら星ぼし綾あや音ねとなっている。これは、いずれ変わることだろう。同室者の名前も知っていた。当初の予定通りの名前だからだ。

　この名前の女性が、この部屋にやってくることは、ない。

　部屋に入った織音は監視、盗聴系統の魔法がないことを確認してようやく安あん堵どの息を吐いた。

「はぁ……でも、これからどうなるんだろ」

　不安がありありと浮かんだ言葉を呟つぶやきながら、鞄かばんを置く。織音の荷物はこの鞄の中身だけだ。制服はすでに寮のクローゼットに収められているはずで、確認したらやはりあった。机の上には教科書類が積まれている。

「まぁでも、姉さんが合流するまでの我慢だ」

　そんなことを思いながら、織おり音ねは自分の机に向かった。

「ん？」

　積まれた教科書の上に、明らかに趣の違うものがあった。

　かわいらしい封筒には住所はなく、ただ『織音へ』とあった。

「姉さんの字だ」

　見覚えのある書体に、織音は慌ててその封筒を手に取り、開けた。どうやってこの手紙をここに送り込んだのか。そんなことを考える余裕はなかった。

　この学院に入るための段取りを全て整えたのは姉なのだ。ならば、手紙を忍ばせるぐらい、簡単なのかもしれない。

「姉さん、なんで？」

　手段よりも、この手紙がここにあるということのほうがなんだか嫌な予感を覚え、織音は文面に目を走らせた。




『織音へ。

　この手紙を読んでいるということは、無事に常夜坂女学院に入れたということだと思う。

　当然のことではあるのだけれど、姉として、君がその世界に受け入れられたということを嬉うれしく思う。君の心にある欠損を、その場所で埋めることができればいいのだけれど。

　さて、本題だ。

　突然だが、わたしがそこへ行くことは不可能となった。

　あくまで現段階では、ということではあるが、とにかく、君と合流することはできない。

　申し訳ない。君には苦労をかけることになる。

　だが、当初の目的を諦めるということではないことはわかって欲しい。

　こちらでできる協力は全てする。君も、君ができることをやってくれ。

　当初よりもかなり流動的な状況となってしまったが、わたしは最善を尽くすことを約束する。

　それでは、健闘を祈る。




　君の最愛の姉、綾あや音ねより、わたしの最愛の弟、織音へ』




　手紙を読み終わり、織音はその場にがっくりと膝を付いた。

　そう……。

　手紙の最後に書かれた『最愛の弟』が『織音』に繫つながっている事実……。

「なんで、姉さん」

　眩くら星ぼし織おり音ねは、男なのだった。

　名前の読みも、ほんとうは『おりね』ではなく『おりおん』だ。

　だけど、ここに来るために女の子らしく『おりね』ということにした。

　特別、女装のためになにかをしているわけではない。せいぜい、胸部の膨らみに手を加えているだけだが、それにしても小さめのブラに詰め物をしているだけだ。魔法的な擬装はなにもしていない。

　本当に、ただそれだけだ。

　それだけなのに、ここに来るまでの間、誰からも訝いぶかしげな視線を受けることはなかった。

　かわいらしくも女らしくもない、ジーンズに白のシャツという味気ない格好をしているというのに、誰も織音が男である可能性を疑っている様子もなかった。

　それは、この常夜坂女学院が、『大和魔女の素質がある者』しか入れないことも関係しているかもしれない。この場所に男がいるはずがないという先入観が、織音を守ってくれていただけかもしれない。

　もちろん、織音にとってはコンプレックスの塊である、姉そっくりのこの顔も大きな要因だったことだろう。

　だが……。

「僕、一人で……？」

　寮の同室者の名前で身分を偽ってやってくるはずだった綾あや音ねがやってこない。

　眩星織音は、女だらけの孤絶した亜空間で、ただの一人の男となってしまった。





†　　　






　入学式が始まった。

「新入生のみなさん、ようこそ常夜坂女学院へ」

　演壇に立ったふくよかな人が学長で、しかもそれが受付にいた女性だったとしても、織音には驚いている余裕はなかった。

「ここへ来たあなたたちには説明する必要はないかもしれませんが、ここは大和魔女の素養ある女性たちを育てる特別な場所です」

　いまの織音は、常夜坂女学院の制服に着替えていた。紺のブレザーに赤のチェック柄のスカートというのは、平凡な色合わせのように思えるが、学院全体にある大正風の建築物とは相性が良い。

　しかし、そんなことよりもなによりも、いまの織音は自分の性別がばれるのではないかという緊張感で倒れそうだった。

　だがもちろん、そんなことにはならない。

　青い顔にもならないように努力している。気分が悪い顔で教師たちの注目を浴びるわけにもいかないし、本当に倒れて保健室になんて運ばれたら、それこそ終わりだ。

「世間では魔女なんてと思われているかもしれませんね」

　学長が笑う。

　大和魔女の大本である魔女は、魔女狩りという排斥の歴史を持つ。

　だが、現代は魔法を受け入れている。科学全盛の世の片隅で魔法もまた活躍している。

　占いしかり、某アニメ映画のごとく宅配便もすれば、工事現場や災害現場でゴーレムが活躍したりもする。警察官や消防士、医療従事者にも魔法に携わる者は受け入れられているし、魔法の使用も認められている。

　西洋魔法だけではない。陰陽道も神道も密教も仏法も修験道も……。この世に存在するありとあらゆる不思議の存在とその術法を、現代社会は受け入れている。

　受け入れようとしている。

　大和魔女もその中の一つだ。

　この学校を卒業して、大和魔女として自立している人たちは多く、そして注目されている人も多い。

　魔法の要らない時代だと、魔法に関わる職種を毛嫌いする人ももちろんいるけれど、そういう人たちが嫌うのは大和魔女や魔女に限っていない。

「そんな中でここに来たあなたたちにどのような事情があるのか、その全てがここで解決できるのかはわかりませんが、あなたたちを立派な大和魔女にすることで、その一助となりえることを私は祈ります」

　話している内容は時代遅れな感じがするけれど、学長の雰囲気は、あくまでも人の良いおばさんという様子で、好感を持てるものだった。

　だけど、好感だけでは安心できない。

　新たな魔法体系を編み出して西洋の魔女から独立した存在……それが大和魔女だ。

　グリモアコートを纏まとって、空を飛び、炎を呼び、雷と踊る。複雑な歴史を持ちながら現代において成功した魔法使いの集団……それが大和魔女だ。

「かつて、大和やまと撫なで子しこと呼ばれた女性たちは護国のために薙なぎ刀なたを習いもしました。大和魔女の魔法もそれと同じです。大和撫子のように、大和魔女はグリモアコートを修めるのです。それを使う使わないは、あなたたちの自由です。大和魔女であることを除けば、あなたたちは普通の淑女です。そうであるよう、わたしたちはここであなたたちを導いていきます」

　学長の挨拶が終わり、入学式は終わりに向かっていく。

　織おり音ねはこの場の空気を吸うように静かに深く呼吸する。

　ここは、大和魔女の聖地、常夜坂女学院。

「だからこそ、僕はここに来た」

　誰にも聞こえないよう、織音はこっそりとそう呟つぶやいた。




　だけど、目的に邁まい進しんする前に、織音にはとても高い障害が聳そびえていた。

　その障害の名は、日常という。

「うむむ……」

　難しい顔で、織おり音ねは机に広げた寮の見取り図と利用規則を眺めていた。

　利用規則の冊子は部屋に置かれていたもので、見取り図はエントランスに貼られているものを暗記して自分で書いたものだ。

　作りが雑だが必要なものは書き出している見取り図を見て、織音は唸うなる。

　織音が住んでいるのは学年寮といい、入学した生徒はここで三年間の学院生活を送ることになる。

　つまり、これから三年間を織音が過ごす場所だということでもある。

　部屋にあるのは机とベッドと衣装棚が二人分、それから共有の本棚がある。ベッドの周りにはプライベートを守るためか間仕切りのカーテンがあり、その中で着替えもするようだ。

　トイレや洗面台、お風呂などの水回りのものは、全て共有だ。

　廊下に水道があり、洗面はどうやらそこで行なえるようだ。トイレも一階ごとに大きなものがある。

「顔を洗っただけでバレることってないよね。トイレも個室だから大丈夫」

　トイレを確認するのは、大変な勇気が必要だった。

　部屋にも一人しかいないのだから、着替え中は鍵をかければ覗のぞかれたりはしない。

「問題はやっぱり、服を脱ぐ場面だよな」

　呟つぶやいた織音は、見取り図の一点に目をとめた。

　風呂だ。

　学校から帰ってすぐに、織音はお風呂へ偵察にいった。

　この時間なら、しかも入ったばかりの一年生の寮なら誰もいないと考えての行動だった。本当なら入学式前の方が確実だったのだけれど、姉の手紙があまりに衝撃的すぎてそのことを失念してしまっていたのだ。

　幸いにも誰もいなかったので、織音は遠慮なく着衣のままで見学させてもらった。

　それは、大浴場と呼ぶに相応しい広さだった。プールと呼んでしまいそうな広さのお風呂がいくつもあるのだ。

　大和魔女のためにのみ存在する亜空間だけあって、土地が足りないとかいう考え方は存在しないのだろう。ちょっとしたテーマパークのような空間に、織音は目め眩まいがしそうだった。

　さすがに、体を洗わないというわけにはいかない。魔法である程度は清潔にしておくことはできるけれど、それだって限度がある。

「着ないでこいつを使うのにも限度があるし」

　そう言って、織音は左手の甲を撫なでる。

　一見すればなにもないが、皮膚の下に魔法陣を仕込んでいる。いざというときはこの魔法陣に隠しているものを媒介して魔法を使うことができる。

　この方法でいくらかは誤魔化すことができるだろうけど、それだって常に使うには不安がある。不正な魔法を見つけ出す方法だって、この学院にはあるはずだ。

　となれば、あまり魔法を使わないで良い方向で対策を講じなければならない。

「湯船に入ってゆっくりっていうのは絶対だめだよな」

　そんなことをしたらバレる可能性が上がってしまう。

「人が少ないタイミングを狙わないと……」

　それはいつだろう？

　そこで織おり音ねは寮の利用規則を見て、あっと声を上げた。

　大浴場が使える時間は午後三時から十一時までとなっているけど、その横にシャワー使用は二十四時間可とあったのだ。

「てことは、深夜なら人に見つかる可能性は少ない？」

　一筋の希望を見出して、織音は時計を確認する。

「どうせ、夜はうろうろしないといけないことが多くなるんだし、その後シャワーで済ませちゃえばいいんだ。よし、希望が見えてきた」

　うれしくなった織音は万歳して机から離れると、ベッドに体を投げ出した。

　一眠りして、深夜に大浴場に行ってみよう。そう思いながら、織音は眠った。

　そして、深夜二時。

「よし」

　織音は握り拳を作り、小声で気合を入れると、気配を消して廊下に出た。辺りは静まりかえり、音はしない。

　寝静まった空気に笑みが零れ出る。

　これなら、大浴場に人がいることはないだろう。

　織音は意気揚々と忍び足で大浴場に向かった。

　すごすごと帰ってきたのは五分後のことだった。

「…………」

　敗北者の顔でドアを開け、部屋に入る。

　織音の体のどこにも湿気なんてなく、風呂上がりとはとうてい思えない。

　そう、織音は大浴場から逃げ帰ってきたのだ。

　持っていた着替えを床に落とし、織音はがっくりと膝を付いた。

「……まさか、大浴場が全学年共用だったなんて」

　そう。

　大浴場の入り口は離れた場所を魔法的に繫つなぐ転移門というもので出来ていて、そこから大浴場に飛ばされていたのだ。

　入り口をくぐったときになにか変だとは思ったのだけど、それを確かめるよりも先に織音は脱衣所の扉を開けてしまった。

　そこで、上級生らしきグループと鉢合わせしてしまったのだ。

　上級生だと思ったのは、一人が白衣を着ていたからだ。汚れていたので、きっとなにか研究をしていたのだろう。大和魔女学には、西洋魔女の時代からの薬学も伝承されているのでそういう授業もある。上級生たちは夜遅くまでなにかの実験をしていたのかもしれない。白衣には緑の汚れが染みになっていた。

「ん？」

「あら、見ない顔」

「もしかして、一年生？」

　その上級生たちも織おり音ねを見る。嫌な顔はしなかった。こんな時間の鉢合わせに驚き、そしてそれを楽しむ空気があった。

「なんだか変な顔、どうしたの？」

「あ、もしかして公衆浴場が苦手なタイプの人？」

「ああ、いるよねそういう人」

　固まっている織音に、上級生たちは好意的に話しかけてきてくれる。

　いや、白衣脱ぎかけの人はまだいい。

　だが、一人はスカートを脱いでいるし、もう一人はすでに下着姿だ。

「大丈夫大丈夫、広いから気にしないで」

　その言葉が、先輩として完全な好意だということぐらい、織音にだってわかる。脱衣所も広いので、彼女たちから離れた場所で着替えることも出来る。

　だけど、だけど……

「シツレイ、シマシタ……」

　ガチガチに固まってそう言うと、織音は脱衣所の扉を閉めた。

「初々しい！」

　逃げる背中に聞こえてきたその笑い声は、織音に敗北感を与えるのに十分な威力を持っていた。

「…………着替えの練習しよう」

　安全な時間などどこにもない。

　織音は改めて、それを痛感したのだった。
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　それからの数日間は、おそらく他の高校生と同じような日常だった。

　クラスで自分の席を確認し、自己紹介をし、担任の教師を知り、新たな学校、新たな日常へと慣れていく、そんな数日間が続いた。

　そう、ここまでは一般の学生と同じ日常を過ごした。

　だけどこの授業は、他の学校にはない。

　体育館は天井からの明かりがないために少しばかり暗かった。

　そんな中に、織おり音ねのクラスは集まっている。

「それでは、みなさん。入学して十日、基礎の基礎となる知識は授業でやりましたので、今日は初歩の初歩を実地でやってみましょう」

　担任の言葉に、クラスメートたちは静かな興奮を返した。

　織音を含めて、クラスメートたちの格好もいつものものではない。

　桃色の筒袖に紺の袴はかまという、弓道の衣装によく似た格好をしている。

　しかもそれだけではない。

　その上から黒のマントを羽織り、同じように黒の鍔つば広ひろで頂点が尖とがった帽子を被っている。

「みなさんがいま着ている服が、グリモアコートと呼ばれるものです」

　担任教師はそう言った。

「すでに他の授業で事前説明を行いましたが、グリモアコートとは、現在の大和魔女にとってなくてはならないものです。呪文を編み込まれた特殊な生地で作られたコートは、私たち大和魔女にとっての書であり、箒ほうきであり、杖つえとなります。これなくして大和魔女は成り立たないと言っても過言ではないでしょう。そのためにも、あなたたちには一日も早く、グリモアコートに慣れてもらわなくてはなりません」

「はい、先生」

　生徒の一人が手を挙げた。

「なんですか？」

「デザインが違うグリモアコートを着ていらっしゃる先輩をお見受けしたのですけど」

「いいところに気が付きましたね」

　生徒の質問に、担任教師は満足そうに頷うなずいた。

「グリモアコートはその色やデザインで機能が変化します。ただのファッションではありませんよ。それぞれ、得意とする分野をより使いやすくするために、あのような形になっているのです。あなたたちはまだ一年生で、グリモアコートの基礎を学ぶ立場にあります。まだまだ、グリモアコートのデザインにまで気を使う必要はありません」

　悪戯を含んだ笑みで最後の言葉を付け足すと、クラスメートたちから悲鳴のような声が上がった。

「せっかく色々考えていたのに」

　ざわめきと、隣から聞こえてきた声に同調するように、織音も困った顔をする。

「眩くら星ぼしさんも、変えたかったですか？」

　織音の反応が嬉うれしかったのか、彼女がそう聞いてくる。

　ツインテールの髪がひょこひょこと動く。

　大きな目が特徴的で、『きれい』というよりは『かわいい』女の子だ。

「う、うん。少しはね」

　名前はたしか、千ち輪わ環たまきだったような……慌てて思い出して、人懐っこそうな彼女に頷き返す。

「眩くら星ぼしさんはいまでもステキですけど、わたしはこのままだと、なんだかだぼだぼで……」

　そう言って千ち輪わは服をつまむ。

　たしかに少し大きいようだけれど、彼女の小柄さが強調されてやはりかわいく見える。

「そんなことはないよ」

「そ、そうですか？」

　織おり音ねの言葉で、千輪は顔を真っ赤にした。

　そんなに変なことを言ったかなと心配していると、担任が手を叩たたき、ざわめいた空気を引き締める。

「魔法発動の作法はすでに座学で教えていますので、今回は照明の魔法を実践していただきます。まずはわたしのやり方を見て、それからあなたたちで練習していただきますよ」

　引き締まった空気の中で、担任教師は居住まいを整えると、両手を前方に差しだした。

「グリモアコートとは、大和魔女にとって魔法の書であり、魔法の源でもあります。大和魔女にとって、魔法とは、すなわちグリモアコートということです」

　似たような言葉を繰り返す教師だが、クラスメートたちのほとんどの目が真剣なものに変わった。

　ただ、中には余裕の笑みを浮かべている者もいる。

　彼女たちはきっとここに来るまでにも大和魔女としての修練を積んでいた人たちだ。

　織音はそんな風に思いつつ、教師に視線を戻した。

「さきほども説明しましたが、グリモアコートの生地には魔法の内容を表わした式である魔法陣や呪文が各種ルーンによって織り込まれています。その式を見つけ出し、発動させるためには特別なセンスが必要となります。そのセンスを持つ者こそが、あなたたちです」

　担任の教師はめがねをした理知的な女性だった。

　その姿が薄暗い体育館の中でぼんやりと浮かび上がり、クラスメートたちが声を上げる。

　グリモアコートが淡く発光しているのだ。

　よく観察すれば、その光はグリモアコート全体からではなく、移動しているのだということがわかる。

　光は、魔法陣を求めて走る可視光化した担任教師の意識だ。

　初心者であるクラスメートたちにもわかるよう、あえてゆっくりと魔法陣を選び出しているのが、織音にもわかった。

　選び出された魔法陣を構成するルーンに魔力が注がれ、魔法陣の内部で組み上げられていた現象が担任教師の掌の上で現実化する。

　グリモアコートより『蛍火ライト』の魔法陣を選択、発動。

　教師の言葉とともに、小さな光の球が生まれた。

　薄暗い体育館では、淡い光でもはっきりと見える。

「これが照明の魔法です」

　落ち着いた声で担任教師が掌に生まれた成果物の説明を始める。

「使い道としては懐中電灯の代わりにしたり、電灯として天井に浮かべておくこともできます。明るさ、持続時間、全て事前に調整することは可能ですが、そのためには基本式やルーンを加減しなければなりません」

「なんだか、電化製品みたいですね」

　誰かがそんな感想を漏らす。

　担任教師は静かに微笑んだ。

「その通りですね」

　否定しなかったことに、クラスメートたちが少しだけ、ざわついた。

「有名な言葉に、『進んだ科学技術は魔法と見分けがつかない』というものがありますね。ＳＦ作家、アーサー・Ｃ・クラークの言葉です。事実、魔法でできることは科学で再現可能ですし、逆に科学でできることは魔法でも可能です」

「それではあえて魔法を行う意味はないのですか？」

「時と場合という言葉があります。科学技術は物によっては誰にでも扱えますが、その代わりに使用するための設備が必要になります。魔法は……この場合は大和魔女の魔法ですが、グリモアコートさえあれば、それに仕込んだ魔法を多種にわたって使うことが可能です。その代わり、グリモアコートを扱う素養のある者にしか使えません」

「あの……」

　不安げに挙手した生徒を、担任はあえて無視して話を続けた。

「魔法を使えるということは、特別なことではあります。ですが、この世には特別なスキルというものはたくさんありますし、種類は違っても魔法を使える人たちもいます。特殊なスキルを保有する者としての誇りと義務を忘れてはいけませんし、また魔法が使えるということは驕おごることでもありません。その点は忘れないようにしましょう」

　戸惑う生徒たちの間を、担任の声は、静かに厳しく流れていく。その言葉が彼女たちの表情を引き締めさせていく。

　その変化を確認して、担任は柔らかい笑みを浮かべた。

「それでは、この照明の魔法を使って、魔法を行うための手順を覚えていきましょうか」

　そうして生徒たちに手順を改めて説明していく。

「探し出す魔法陣は覚えましたね？　それでは意識をグリモアコートに伸ばしてください」

　促され、皆が戸惑いながら目を閉じたり、掌を見つめたりと意識を集中する方法を模索する。

「意識を外に向けなさい。あなたたちにはそれができます。できるからここに呼ばれたのです。慌てる必要はありません。気を静めて、じっくりと、あなたの纏まとっている可能性の鍵を感じるのです」

　可能性の鍵という言葉に、織おり音ねはくすりとした。昔、母にそう言われたことがある。

　もしかしたら、学院で教えてもらったときの言葉をそのまま織音や姉に使ったのかもしれない。

　周りが四苦八苦している中、思い出に浸ってしまった織おり音ねはふらりと手を動かした。意識はグリモアコートを撫なで、目当ての魔法陣を見つけ出す。

　グリモアコートより『蛍火ライト』の魔法陣を選択、発動。

　次の瞬間には、織音の右手には小指の先ほどの小さな光の球が生まれていた。

「はい、眩くら星ぼしさんも合格」

　そう言って担任教師が笑顔を向ける。

　はっとして見回すと、自分以外にも照明の魔法を成功させている生徒がいる。喜んでいる顔もあれば、当然という顔もある。

　当然という顔をしているのは、思った通り、説明の時に余裕を見せていた人たちと同じだった。

　織音のように母親が大和魔女なのかもしれない。そうでなくとも、卒業した大和魔女が私塾のようなものを開いていたりもすると聞いたことがある。

　だが、大和魔女の証であるグリモアコートはこの学院でしか新しいものを作れない。

　なので、大和魔女を志す者は皆、この常夜坂女学院の門を叩たたかなくてはならないようになっている。

　彼女たちはどちらなんだろうか？

　他のクラスメートたちが照明の魔法に挑戦している中、織音はそんなことを考えていた。

　入学式から今日までの間で、自分から飛び込んだ異常な状況にある程度は慣れて来た。もちろん、自分の素性がばれないよう緊張は常にしているのだけれど、気をつけなければならない場所と、気を緩めても問題のない場所の区別はできてきた。

　なので、織音はようやくクラスメートに目を向けられるようになってきた。

　照明の魔法に挑戦するクラスメートたちの様子に昔を思い出したり、彼女たちの実力を測ったりとしていると、校内放送が流れた。

「あら？」

　放送の内容は呼び出しで、呼び出されたのは担任教師だった。

「ちょっと行ってきますね。みなさんで練習しておいてください。もう出来ている人も繰り返し練習して、感覚を摑つかんでおいてくださいね」

　そう言って、担任教師が体育館から去ると、教室のざわめきが音量を上げた。

　クラスメートの中ですでに照明の魔法に成功しているグループは、初めての魔法に興奮して、同じく成功した者とはしゃぎ合ったり、あるいはまじめに繰り返してみたりしている。

　いまだに成功していないグループは、ムキになって一人でやり続けるか、あるいは成功している者に助けを求めている。

「ねぇ、眩星さん、ちょっと教えてもらってもいい？」

　織音にもそんな感じで助けを求めてくるクラスメートがいた。

「うん、いいよ」

　教えるのには慣れていないが、織おり音ねはできるだけわかりやすくを心がけた。

　一人目がそれですんなりと成功したこともあって、その後にも助けを求められていき、気が付けば織音は囲まれてしまっていた。

（うーん、変に注目されたかも）

　そんな風に内心で後悔しているときだ。

「そうじゃないって言ってるでしょ！」

　甲高い怒鳴り声は、体育館によく響いた。

　ざわめきが一気に静まり、声に注目が集まる。織音もそちらを見た。

　見て、すぐに察した。

「うう……」

　うまく出来ない一人に、教えている方が苛立ちを爆発させたのだ。

「こうやるの！」

　そう言って、教えている方は掌に照明を発現させる。

「重要なのは感覚なんだから、見てわかってよ！　感じとってよ！」

「うう……」

　ヒステリックな叫びを受けながら、教えられている方は必死に掌を見つめている。

　あれではだめだ。

　織音はすぐにわかった。

　掌に集中しすぎている。重要なのはグリモアコートを感じることなのであって、掌はその結果を乗せる場所でしかない。意識の伸ばす場所を間違えているのだが、教えている方もそれを指摘できなくてもどかしさを爆発させている。

「え、ええ……と、あれ？　あれ？」

　教えられている方は、授業の最初に話しかけてきた千ち輪わだ。教えている方の名前は、悪いが思い出せなかった。

　両の掌を揃そろえて四苦八苦している姿は、たしかにもどかしい。

　だけど……

「だから、こうだって言ってるでしょ！」

　そう叫んだクラスメートは照明の魔法が浮かんだ掌を振るった。そこで結実していた魔法は千輪に向かって飛び、破裂した。

「きゃっ！」

　拡散した光に千輪が尻餅をつく。

　照明の魔法とはいえ、光を放つためのエネルギーがそこには存在していた。それが破裂したのだ。小さな魔法で内包していたエネルギーもたいしたものではないとは言え、危険な行為であることは違いない。

「なにをしているんだ！」

　だから、織音は思わず叫んでしまっていた。

「なにって……照明の魔法を教えてあげているのですけど？」

　その女生徒も思わぬ結果に鼻白んだ様子ながら、そう言い返してきた。

「そんな教え方はないだろう」

「あら。ではあなたは教えられるっていうんですか？　こうやって！」

　そういった瞬間、女生徒の手が閃ひらめく。

　指の間から漏れた光は、さっきと同じ照明の魔法だ。

　次になにが起きるのかを予測してクラスメートたちから悲鳴があがる。

　光は織おり音ねに向かって飛んだ。

　さきほどと同じ光だ。受けたところで千ち輪わと同じように尻餅をつくぐらいのものだろう。

　止めに入った織音が尻餅をつき、その無様を笑う。

　そんな程度のことだと、頭ではわかっていた。

　だけど、織音も少し、頭に血が上っていた。

「え？」

　挑発的だった女生徒の表情が驚きに変わった。

　織音に向かって飛んでいた光が、音もなく消えたのだ。

「まさか……解呪デイスペル？」

　その言葉が女生徒から出たことで、彼女はやはり経験者なのだと推測させた。

「そ、そう。あなたも大和魔女の家系なのね」

　動揺から脱した女生徒の言葉が織音の言葉を証明する。

「なら、才能がない子を早くから諭してあげるのも優しさだって、わかるでしょう？」

「才能のあるないがわかるほど、君ができる人だとは思えないけれど？」

「……言ってくれますね」

　売り言葉に買い言葉だ。頭の奥の冷静な自分が穏便な方法を勧めているのに、どうしてもそれを選べない。

　だけど、このまま感情の火を爆発させてもいいことはない。

　しかも、相手は女の子だ。

　なんとか、穏便な手段を見つけないと……。

（そうだ、相手が経験者なら）

　思いついて殺気だった女生徒を見る。

　彼女の雰囲気に、他のクラスメートたちは完全に吞のまれていた。教師を呼びにいこうという声さえも出ない。

「それなら、あなたがどれぐらいのものなのか、見せてもらいましょうか！」

　そう言ったときには、すでに女性の意識はグリモアコートを撫なで、望みの魔法陣に火を入れていた。

　意識の火花が魔法陣内のルーンを巡り、呪文を形成する。それは機械の回路に電気が流れるのと同じであり、その結果として魔法は発動する。

　発動するのだ。

　するはずだった。

「え？」

　あるはずのない静寂に、女生徒は二度目の驚きを浮かべた。

「そんな、確かに……」

　驚きの意味が織おり音ねにはわかる。グリモアコートの手応えを知っていれば、あの感触で魔法が発現していないなんてことがあるはずがないと確信するはずだ。

「そ、そんなはずは……」

　そうして、彼女はまた魔法を発動させようとする。

　だけど、できない。

　魔法は発動しない。

「そんな、そんな……まさか……」

　ここに来て、彼女もようやく理解したようだ。

　なぜ、魔法が発動しないのか？

　いいや、発動したはずの魔法が、どうして発現と同時に消えているのか？

「まさか、発動した瞬間に魔法を解除しているの？　そんな早くに、そんな……」

　女生徒の顔から戦意が失せたのを確信し、織音は千ち輪わに歩み寄った。彼女はその場で尻餅をついたまま固まってしまっていた。

「大丈夫？」

「え？　あ、あの……あ、ありがとうございます」

　伸ばした手にしがみつくようにして千輪が起き上がる。

「今度は僕が教えてあげるよ」

「は、はい」

　女生徒から少し距離を開けるために千輪を引っ張っていく。彼女も怖い思いをしたのか、顔が真っ赤だ。

「みんなお待たせ、まじめにやってた？」

　そうしていると担任教師が戻ってきた。クラスメートたちは気まずさから逃げるようにさっきまでの空気を隠してしまった。

　あの女生徒もこちらに背を向けるようにして練習に没頭する振りをしている。

「さて、この時間は、とにかくこの魔法を使えるようになりましょうね。使える人も早く正確にできるように練習を繰り返しましょう」

　担任は練習する生徒たちの間を巡り、ようやく元の授業の空気が戻った。

　しばらくして、千輪も照明の魔法が使えるようになった。

「わあ……」

　初めての魔法に表情を綻ばせる彼女に、織音も嬉うれしくなる。

「眩くら星ぼしさん、ありがとうございました」

「いえいえ、千ち輪わさんができるようになって、よかった」

「あ、あの……できればわたしのことは、環たまきって呼んでもらえませんか？」

「え？　うん、いいけど。それなら、僕のことも織おり音ねでいいよ」

「ありがとうございます、織音さん！」

　顔を真っ赤にして喜ぶ環に、織音も照れる。

　その後も彼女の魔法の練習に付き合う。

　さっきのことがあったからもあるし、教師が戻ってきたからでもあるだろうが、もう織音に教えてもらいに来るクラスメートはいなかった。

　なので、環と二人きりだ。

　小さな光を掌に浮かべて嬉うれしそうにしている環を見て、ふと、口を開いた。

「あのさ、環さん」

「はい？」

「さっきの彼女……ええと……」

「羽は良らさんです」

「あ、ああ、そうなんだ。その羽良さんなんだけど」

　あの女生徒の名前がようやくわかり、織音は内心でほっとする。

「はい？」

「あとで、謝りに行こう」

「え？　な、なんでですか？」

　思わぬ言葉だったのか、環は目を丸くした。

「彼女も、別に悪気があったわけじゃないと思うんだ。ただ、教え方を知らないだけだと思う」

「そんな、でも……」

「うん。環さんにしたことも、ちゃんと謝ってもらわないといけないんだけど。でも……」

「でも？　なんですか？」

　意外すぎる提案だったのか、環は少し怒っているようだった。

「僕が止めた後に言ったでしょ？　才能がない子を早くから諭すとかなんとか」

「はい」

　思い出して環が沈んだ顔をする。

「あれ、きっと普段から彼女が言われてたんだと思うな」

「え？」

「環さんの様子が少し被って見えたんだと思う。あのとき怒ってたのは、きっとうまく教えられない自分にだと思うな」

「そんなの……」

「環さんが納得できないのもわかるよ。羽良さんのやり方は褒められたものじゃないしね。だけど、憎み合ったままなんて、居心地悪いでしょ？」

　入学したばかりだというのに、険悪関係な相手が同じ教室にいるなんて誰だって思いたくないはずだ。

「……わかりました」

　俯うつむき気味に、不承不承という様子で環たまきが答える。

「うん」

　それでも、謝罪に行くことを同意してくれたことが嬉うれしくて、織おり音ねは微笑む。

「織音さんて、すごいお人好しなんですね」

　そんなことを言う環は、すごくむくれ顔だった。




　授業の合間の休憩時間を利用して、織音と環は羽良に謝った。

　彼女との諍いさかいはクラス全体が見ていたのだ。

　彼女がプライドの高い人間なら、全員の前で挫かれたことを恨みに思う。

　それなら、謝罪もまた全員の前でした方がいいと思ったのだ。

「……別にいいわ。わたしも悪かったし」

　最初はひどく狼ろう狽ばいしていた羽良も、最後にはそっぽを向きつつもそう言ってくれた。

「千ち輪わさん」

「は、はい！」

　羽良に名前を呼ばれ、環はひどくおびえた様子で答えた。

　そんな環を見たときの羽良の表情はすごく哀しそうだと、織音は思った。

「かっとなって魔法をぶつけたりして、ごめんなさい」

「い、いいえ」

　環は驚きで表情を固めてしまっていた、羽良のような人からちゃんと謝られるなんて思ってなかったようだ。

　なにはともあれクラスにできそうになっていたしこりは、これでなくなったと織音はほっとした。

（変に長く揉もめて、目立ちたくないし）

　そんなことを考えている織音が予想外のことを言われたのは、昼休憩だった。

「一緒に食堂行きましょうよ」

「え？」

　羽良に声をかけられて、織音は目を丸くした。

「仲直りの印にってことで。どう？」

「うん、いいけど」

　吊つり目がちな羽良が微笑む。彼女の周りには他に二人、クラスメートがいて織音に興味津々な目を向けていた。

「ずっと一人だったみたいだから、いいでしょ？」

「まぁ……」

「それとも、食事は一人でしたい主義？」

「いや、そういうのはないよ。うん。僕でよければ」

　今日まで織おり音ねはクラス内で友人を作らずにいた。それは単純に学院内での自分の立ち回り方を模索するのに忙しかったからなのだが、おかげで少しクラスから浮いていたようだと、いまさらながらに気が付いてしまった。

　そして、それならばと織音も思いついたことを口にする。

「じゃあ、環たまきさんも誘っていいかな？」

「ええ、もちろん」

「ふえっ！」

　織音の申し出に羽良はそのつもりだったと言わんばかりの顔で頷うなずき、そして少し離れた場所で様子を窺うかがっていたらしい環が声を上げた。

「わたしも、いいんですか？」

「もちろん。仲直りの印って言ったでしょう？」

「あ、ありがとうございます！」

「お礼を言うことじゃないでしょう？」

　上気してお礼を言う環に、羽良は照れた顔をする。

　そうしてみんなで食堂に移動した。

　学院の生徒だけでなく教職員も利用する食堂はとても広い。
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　高い天井で輝いているのは電気の光ではなく、授業で習ったばかりの照明魔法だ。授業のような小さなものではなく、もっと大きなものが等間隔で並んでいる。

　テラスもあり、そこにもたくさんの円卓が並んでいる。そこから眺めることが出来る亜空間に浮かぶ学院の光景は、また素晴らしい。

　なんとかテラス席を確保できた織おり音ねたちは、そこからの眺めを楽しみながら食事をした。

　だけど、景色だけで食事時間を過ごしきるということもないわけで。

「眩くら星ぼしさんも、大和魔女の家系なの？」

「え？　母がそうだったけど。家系ってわけじゃないよ」

「そうなんだ。なら、お母様に教えてもらったのね？」

「うん、まぁ……」

「普段はどうやって練習していたの？　やっぱりお母様のグリモアコートを借りてたのかしら？」

「違うよ。練習用の魔法陣を使ってたよ」

「やっぱりそうなのね」

「うん、だから、いきなりグリモアコート着れるんだと思ってびっくりした」

「わかるわ。わたしもそう思ったもの」

　そんな風にして、羽良とはあっという間にわかり合ってしまった。

　話を聞いてみれば、代々の大和魔女の家系で厳しく育てられてきたという。織音の予想通りに『厳しい』教育だったのだろう。

　元々は世話好きな性格のようで、一緒にいるクラスメートはそんな羽良の一面に触れて友達になったのだという。

　織音と羽良が大和魔女修行者あるあるで盛り上がっている横で、環たまきはそんな彼女たちに羽良のことを語られていた。

「ごめんね、きついけどいい人なの。きついけど」

「そうそう、入学式の時、引っかけてボタンが取れそうになったのすぐに直してくれたの。実は家庭的なのよ。きついけど」

「意外にね、家庭的なのよ。洗濯機の使い方もすぐにわかって教えてくれたし。きついけど」

「あなたたち、きついきつい言いすぎではなくて!?」

『だって、そこは事実だから』

　二人に声を揃そろえられて、羽良は反論も出来ずに呻うめく。

　そんな様子に環は目を丸くし、織音は笑った。

「でも、眩星さんの実力はすごいわ、本物よ」

　照れ隠しのように咳せき払ばらいをすると、羽良はそう言った。

「眩星さんなら若わか宮みや様になれるんじゃないかしら」

「若宮様？」

　いきなりの話題転換に、織おり音ねは首を傾げた。

「あら、織音さん、知らないの？」

「う、うん。あれ……知ってないと、変？」

　羽良の驚きの顔に心配になりながら、織音は頷うなずいた。

「そういうわけじゃないですけど、有名よ」

　苦笑しつつ、羽良たちは説明してくれた。

「この学院には、学年ごとに『宮様』と呼ばれる人たちがいるの」

「簡単に言えば、その学年で一番実力のある大和魔女ということね」

「学年の顔よ。とても名誉なことだわ」

「三年生の宮様が白しろ宮みや様なの」

「二年生が紅宮様ね」

「その、白とか紅とかってなんなの？　一年生は若だし」

　織音の小さな疑問に、みんな首を傾げる。

「さあ？」

「なにか意味はあるのかしら？」

「い、一年生は若いってことじゃないですか？」

　ずっと黙って聞いていた環たまきがおずおずと発言する。

「ああ、それはあるかも」

　織音も納得する。

「それなら残るのは三年生、二年生のお二人ということになるから、揃そろいで相性の良い色が選ばれているとかかな？」

「それなら、三年生が紅で二年生が白ではないかしら？」

「あ、そうか、白紅若か、紅白若の方が言いやすいからなぁ」

「それは、ですね」

　織音と羽良が言い合っていると、環がまたもおずおずと手を挙げる。

「紅白若の考え方でいいんですけど」

「けど？」

「一年生の宮様は若いということで若宮なんです」

「うん」

「でも、一年生から二年生になられたときに、次の宮様を決める試合の時には、脱落される方が多いんです」

「試合で決めてるんだ」

「そうなんです、それで……」

　つらつらと説明する環に、みんなが聞き入る。

　みんなの視線が集まって、環は恥ずかしそうにしたが、説明は続けてくれた。

「それで……二年生で宮様になられた方はだいたい、三年生でも宮様になられるんですね。そういうときには、呼び方が変わるとみんなが混乱するから、名前を継続されるんです」

「なるほどねぇ。それなら、いまの白宮様は二年連続で宮様になられてるんだ？」

「はい。たぶん」

　織おり音ねが感心したのが嬉うれしいのか、環たまきは明るく頷うなずいた。

「それにしても、千ち輪わさんは詳しいのね」

「ここに来られるのが嬉しくて、色々調べました」

　織音だけでなくみんなに感心され、環は照れて下を向いてしまった。

　それから、いまの宮様の話になった。

「入学式の時に祝辞をくれた三年生の方は、白宮様なのよ」

「二年生が紅宮様なの、とてもステキよ」

　全員がうっとりと語っているのを見ると、どうやら『宮様』というのは全生徒の憧れの的のようだ。

「織音さんなら宮様も夢じゃないはずよ」

　羽良に笑顔で保証されても、織音はまったく嬉しくなかった。

（そんなの、なりたくないよ）

　心の底から織音はそう思う。自分の性別のこともあるが、それ以上に使命もある。

　そのためにも織音は目立ちたくないのだ。

　だけど、そんなことを知らないみんなは織音を期待の目で見つめている。

「わたしもそう思う。応援させて」

「わたしも」

「わたしも……」

「あ、ははははは……」

　織音は苦笑して誤魔化すしかできなかった。

　だから、環が一瞬だけ変な顔をしたのを織音は見ていたのだけど、そのことを訊たずねている暇はなかった。
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　夜になって、ようやく寮の部屋で一人になることができた。

「一人、ばんざい」

　小声でそう言うと、ベッドに身を投げ出す。

　寮は私服が許される唯一の場所だ。危険性しかないスカートから解放されて、ジャージに身を包んだ織音は大の字で寝転ぶ。

　正直、この解放感は心地良い。

「……とは言っても、のんびりもしてられないけど」

　弛し緩かんしきった表情を一転させ、織音は左手の甲を撫なでた。

　その部分から淡く光る魔法陣が現れる。

　織おり音ねは皮膚下に幾つかの魔法陣を隠しているのだ。

「目覚めろ闇やみ烏がらす」

　織音が暗号を呟つぶやくと、魔法陣の内部に秘されているあるものに意識が繫つながり、そこから別の魔法を起動させる。

　その結果、目の前にいくつもの映像が現れた。

　視界のほとんどを占める大きな映像は学院の全体図で、その周辺に展開された小さな映像は監視モニターからのもののようだ。

　監視モニターの映像のように見えるものは、全て織音が設置した魔法装置だ。

　入学してからの数日間に、織音は自分だけの監視システムを構築させていたのだった。

「さて……と」

　織音は呟き、全体図と監視モニターをじっと眺める。

　他人の目がそこにあれば、なんの変化もない退屈な映像が続いていると思うだろう。

　だが、織音の真剣な目はそれを逃さなかった。

「やっぱり、いる」

　モニターを閉じ、ベッドから降りた織音は再び左手を撫なでる。

　魔法陣はいままでとは別の動きを見せるとなにかの一部を吐き出した。黒い布きれに見えるそれを織音の右手が摑つかみ、さらに引き出す。黒い霧のように眼前に広がったそれは瞬く間に形を成した。

　それは帽子だった。

「下準備も終わったし、そろそろ動かないとね」

　昔の学生帽に見えなくもないそれを被る。次なる変化が織音の全身に至る。

　黒の衣装が織音を覆っていく。

　目深に被った帽子が素顔を隠す。

　その衣装は、授業中に着ていたものとは形があまりにも違うが、グリモアコートだ。

「行くか」

　小さな緊張を胸に、黒こく衣いに身を包んだ織音は窓から外へと飛んだ。

　飛んだのだ。

　入学したての、グリモアコートの初歩を学ぼうかという一年生の大和魔女では決して無理なことを、織音はこともなげにこなす。

　その衣装で夜空に溶けるようにして飛ぶ織音は、迷いなくその場所へと向かっていく。

　浮テ遊ー大ブ地ルが折り重なるようにして存在する世界を見下ろし、自在に飛ひ翔しようする。

　降り立ったのはなんの変哲もない道だった。

　エントランスのある地区の道だ。織音がやって来た出入り口と案内板付近以外は自然公園が土地のほとんどを占めている。

　このエントランスの浮テ遊ー大ブ地ルは小さな方だろう。

　入学式の一日を除けば、この浮遊大地には一年を通して人の気配なんてほとんどないのだろう。

　その上で、いまは夜だ。寂しい雰囲気は濃くなり、肌に刺さる冷たさも増している。

　そこに立った織おり音ねは、帽子の影から鋭い視線を一点に飛ばす。

　グリモアコートより『鬼ネ眼ツ縛ト』の魔法陣を選択、発動。

「捕らえた」

　燐りん光こうを纏まとった目が地を這はう影のようなものを捕らえた。視線に込められた魔法がその影の動きを縛る。

　視線の呪縛に囚われた影は、本体もないままに蛇のように蠢うごめく。平面な影はよく見れば模様がある。

　さらに目を凝らせば、それが文字のように見えもする。

「どこの探査魔法だ？　いや、とにかく解体か……」

　そう言いつつ、織音が次の作業へと移ろうとしたそのときだ。

　影が激しく動き、視線の呪縛を破った。

「くっ」

　魔法を破られた衝撃が激痛となって目を襲い、織音は仰のけ反ぞった。

「力尽く？　いや、違う。形態変化でこっちの魔法をずらした？」

　警戒して飛びのいた織音は、冷静にいまの状況を分析する。

「そういう外し方があるのか。気をつけないと」

　もちろん、視線を影から外しはしない。

　逃げようとしていたのなら、織音は再び呪縛の魔法で動きを止めただろう。

　だが、影はそこにとどまり、激しく動きながら形を変えようとしている。

　膨張し、平面から立体となり、明らかに手足とわかるものを生み出していく。

「そうか。探知魔法に防衛系の魔法を混ぜてるな。発見されたら魔法が切り替わるようになってたんだ。物理系の魔法に変化したんなら、あの設定なら破られて当然か。対抗策はあるかな？」

　織音が呟つぶやいている間に、変化が終了する。

　そして朧おぼろな光で闇を薄めていた瓦が斯す灯とうの色も変化した。より強い、赤い色に変わった。

「学院の警備魔法が発動したか」

　赤い色に染まった夜の中で、影から生まれた怪物が咆ほう哮こうを上げる。

　一言で表現すれば、それは鬼だった。

　筋肉だけで構成されたような肉体が赤色灯に照らされて不吉だ。

　長い手に比べれば足が短い。伸びた爪は分厚く、発達した下顎から伸びた牙は唇を押しのけている。蓬ほう髪はつの下から覗のぞく目は赤色灯よりも淀よどんだ赤だった。

　鬼の咆哮が夜を震わせ、瓦斯灯を揺らし、織音のグリモアコートのマントをはためかせる。

　だが、織おり音ねはその威圧に屈しない。

「……誰かが来る前に片付けよう」

　すでに織音の探知魔法は複数人の大和魔女たちが動き出しているのを感知している。

　彼女たちがやってくるまで数分というところだろう。

「吞のん気きに分析なんてできないな」

　グリモアコートより『神降身ブースト』の魔法陣を選択、発動。

「片付ける」

　鬼が再び吠ほえる。

　丸太のような腕が振り上げられ、振り下ろされる。握りしめられた拳は高速で迫り、触れれば人間など粉々になってしまうだろう。

　その速度も、本来なら人間が見て反応できるものではない。

　だが、織音は避けた。

　右斜めに一歩。

　懐に踏み込むその一歩で鬼の拳は織音の体に触れられなかった。背後で舗装された地面の砕ける音がする。

　その音で背中を震わされるのを無視し、織音の手は鬼の腹に伸びる。

　開かれた手にはすでに魔法が宿っている。

　グリモアコートより『光槍スピア』の魔法陣を選択、発動。

　瞬間、鬼の全身が震えた。

　手から発された光が鬼の腹を突き、背へと突き抜ける。

　鬼の体はそのまま硬直し、前のめりになって倒れていく。

　轟ごう音おんを立てて倒れる巨きよ軀くを避け、織音は手を振って魔法の残ざん滓しを払う。

「さて、逃げよう」

　駆除するだけで終わってしまったのは残念だが、それを悔しがっている暇はなかった。

　警備を担当する大和魔女たちの姿を、織音は魔法で強化した視力で視認していた。

　授業中に織音が纏まとっていたものと同じデザインのグリモアコートを身に纏っている。年齢も同じぐらいだ。

　腕章に書かれた風紀委員の文字が決定的だ。

「一般生徒ということか？　教師たちはどうしてるんだ？」

　呟つぶやきはするが、その疑問を解消させている暇はない。

　いまの織音は真っ黒な怪しい姿をしているのだし、詳しく調べられて実は男だなんてことがばれても問題だ。

　織音は素早くその場を去った。
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　駆けつけた風紀委員たちが見たのは全ての名残だけだった。

　鬼の姿は霞かすみのごとく消え果て、砕けた地面だけが荒々しいものが過ぎ去ったことを示している。

　彼女たちは駆けつける途中で鋭い光がここから発されたのを確認している。

　ここでなにかが起きたのは確かなのだ。

　なら、調べることはあるし、調べることで判明するものもある。

　大和魔女なりのやり方がある。

「空間記憶の抽出はできて？」

　風紀委員たちは纏まとったグリモアコートから魔法を選び出し、この空間で起きたことを映像化しようとしていた。

「いえ、それが……」

　風紀委員たちの鈍い反応に、この場の責任者となった女生徒は首を傾げる。

「どうしたの？」

「見たことのないジャミングがかけられていたみたいで」

「そう。周囲の監視魔法陣は？」

　空間記憶が抜き出せないのなら、警備用の魔法陣がある。外の世界の監視カメラと同じ役目を持つそれらには、なんらかの映像が残っているはずだ。

「いま、抜き出しています。……来ました」

　風紀委員たちの前に映像が現われる。この周辺の直近の映像だ。

　だが、結果は思ったものではなかった。

「砂嵐だらけ」

「同じジャミングね」

　ここまで丁寧に証拠を消そうとしているなんて……内心で風紀委員たちは怪け訝げんに思っていた。

　それほどまで徹底して、ここでなにをしていたのか。

　砂嵐が隠しきれなかったものを求めて、映像に目を凝らす。

「あら……」

「この部分、見えるわね」

　努力が実り、砂嵐と夜に隠れた何者かの姿を見つけ出せた。

「ふうん」

「きゃっ」

　突然の第三者の声に、風紀委員たちが驚く。

　そんなことはおかまいなしに第三者は映像を見つめている。

　なにものかと緊張した風紀委員たちは、その正体に気付いてさらに驚いた。

「し、白宮様」

「真っ黒。ふふふ、さしずめ黒こく衣いのグリモアコートね。素敵だわ」

　言いながら、映像から目を離す。

　白宮と呼ばれた女性は他の風紀委員たちの平均的なグリモアコートとは違ったデザインだった。

　振り袖のように長い袖が印象的だ。マントもとんがり帽子もない。

　風紀委員たちの視線は、白宮を特別な存在として映している。

　そして、そんな視線を白宮は平然と受け止めている。

「白宮様、ご存じですか？」

「わたしが？　いいえ、なにも」

「そうですか」

　風紀委員たちの残念そうな響きを聞き流し、白宮は静かに微笑んで空を見上げるのだった。
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　寮から少し離れた場所で、織おり音ねは着地した。

「ふう……」

　着地した瞬間、疲れがどっと織音にのしかかってきた。いまになって鬼と対たい峙じした緊張に足を摑つかまれたような感触だ。

　知識はあっても、戦いの経験なんてなかったのだから当然だ。

「ああもう、今日はすぐ寝よう」

　寮の窓から自分の部屋を見定めていたそのときだった。

「あの……」

　それは、織音の声ではない。

「っ！」

　油断はしていなかった。たとえ疲れていたとしても警戒を解いたわけではなかったつもりだった。

　それなのに、彼女はそこにいた。

　千ち輪わ環たまきだ。

　パジャマ姿の彼女がそこに立っていた。

　やばい、とは思ったものの、まだグリモアコートは着たままだ。帽子に備わった視覚遮蔽の機能が織音の素顔を覗のぞかせはしない。

　このまま逃げてしまおう。

　そうすれば、変質者騒ぎが起きておしまいだ。

　すぐにそこまで考えて、実行に移そうとしたのに……そうはいかなくなった。

　環は、意外なことを口にしたのだ。

「織音……さん？」

　名前を呼ばれたのだ。

　織おり音ねの足は、それで動かなくなった。いや、動かせなくなった。

「なんで……？」

　驚いて、彼女を見る。

　千ち輪わは、確かに織音の名を呼んだ。こちらはグリモアコートで全身を隠しているというのに。

「ばれた」

　いきなりこんな失敗をするなんて。

　織音は、全身から血の気が抜けていくのを確かに感じた。
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幕間──彼女？の授業──




　これは、眩くら星ぼし織おり音おんがまだ常夜坂女学院に入る前、その準備を進めていた頃の話。

　織音は、姉の綾あや音ねとともに特訓していた。

「姉さん、これって必要なこと？」

「あたりまえだろう？　むしろ、これ以上に必要なことが他にあるとでも？」

「そう言われたらそうかもしれないけど」

　織音は困った顔で姉を見る。

　姉、眩星綾音はベッドに腰かけて織音を見ている。

　織音の髪を肩まで伸ばし、身長を十センチほど縮め、全体的に細くしつつ丸みを与え、目つきをややきつくすると眩星綾音になる。

　そんな姉の硬質な視線を受け止められなくて、織音は視線をそらしていた。

　そんな織音にかまうことなく、綾音は続ける。

「いいか織音。確かに君は女性と見間違うばかりに優男なのは事実だが、それでも君は男性だ」

「あたりまえだよ」

「だが、あたりまえのままでは困るんだ。これからの君の任務のためにはね」

「それは、わかるけど」

「ならば、練習あるのみだ」

「そうなんだけどさ」

「なにをためらっている？」

「だってそれは……」

「そういう態度が怪しまれる元になるんだ。さあ、織音、やるんだ」

「わ、わかったよ」

　不承不承に頷うなずく織音に、綾音は背を向けた。黒い髪に染められた後頭部が視界に映る。

　織音は再度、覚悟を決め、彼女の背中を見る。

　そして、ゆっくりと手を上げる。その手を姉の背中に近づける。

　指先が震えるのが、やはり止められない。

「ねぇ、やっぱりこれって必要なのかな!?」

　耐えきれなくて、織音は叫ぶ。

「なにを言う！」

　きっとした目で綾音が振り返る。彼女の手は自身の胸元にある。それに目がいって織音は慌てて目をそらす。

　姉の上半身は下着一枚という状態だった。

　そして、織音の手は背後にあるブラのホックに伸びかけて、止まっている。

「もしも、更衣室や脱衣所で、『ちょっとホック外してくれない？』と言われたら、織おり音おんはどうする気なんだ？」

「それは……」

「さあ、織音、羞恥心も邪心もいらない。ただ友達のパンツを脱がしてあげるがごとくの無邪気さでブラのホックを外すんだ」

「男子は友達のパンツなんか脱がさないから!!」

　こんなことを経て、織音は女性下着の扱いを覚えたのだった。
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02　宮様




　そんな苦労を経て女学院にやってきたというのに。

　いきなり、バレた。




「一五四三年に種子島に漂着した船から火縄銃が伝来しましたが、このときに日本に入ってきたものは、もちろん、これだけではありません。では、なにでしょうか？　千ち輪わさん、わかりますか？」

「はい。魔女です」

　環たまきの答えに教師は満足して頷うなずき、続きを喋しやべる。

「その通りです。西欧を席巻した魔女狩りから避難した一部の魔女たちがこの船には乗っていました。彼女たちは鉄砲と共に海の向こうの技術として種子島の領主に魔法を披露しました」

　環は着席した際にこちらを向き、にこりと笑みを送ってくる。織おり音ねはそれに強ばった笑みを返すので精一杯だった。

　授業がまるで頭に入らない。

　それどころではない。

　活動の初日にまさか見つかって、しかも正体を見破られてしまうなんて思いもしなかった。帽子には視覚遮蔽の機能を付けていたし、隠密行動用の魔法陣も多数用意していた。

　それなのに、まさか、照明の魔法をようやく使えるようになったばかりの新米の大和魔女に正体を当てられてしまうなんて。

　しかも、しかも……。

　織音は昨夜のことを思い出して、頭を抱えた。




　深夜。寮の裏庭で黒こく衣い姿の織音は立ち尽くしていた。

　まさか、ほんの数日でバレてしまうなんて、あまりに予想外すぎてなにも考えられなかった。

　なので、混乱していた。

　しかし、混乱していたとはいえ、やりようは他にもあったかもしれない。催眠系の魔法で記憶を錯誤させるとか。

　だが、織音がやったことといえば環を抱えて自分の部屋に戻ることだった。

（なにやってるんだ、僕は）

　そう思わないでもないのだけど、あの状態で正体を言い当てられて、織音もどうしていいのかわからなかった。とにもかくにも、環を放置するわけにはいかないとしか考えられなかった。

　やはり、混乱していたのだ。

「あ、あの……織おり音ねさん、その格好は」

　いまだに黒のグリモアコートで全身を覆っているというのに、こちらの顔が見えているはずがないのに、環たまきは自分の言葉を疑っている様子がない。

「なんで、わかるの？」

　声が震えるのを抑えられない。

「あ、それはですね」

　織音の様子に気付かないのか、環はむしろ嬉うれしそうに指で自分の鼻を示した。

「あの、わたしはですね、昔からとても鼻がいいんです」

「鼻？」

「はい。ええと、スカウトの人に言われたのは、ライカンなんとかの血脈が先祖返りとかなんとか」

「ライカンスロープ！」

「あ、はい。それです」

　嬉しそうに頷うなずく環に、織音は天を仰いだ。

　ライカンスロープ。いわゆる狼おおかみ男おとこに代表される、強力な獣性を体内に宿した特別な人種のことだ。映画のように満月の影響を受けて獣そのものになるような人もいれば、単純にその獣に対応した能力が優れるということもある。

　そんなライカンスロープは、かなり希少な存在だ。

　まさかこんな近くにいるなんて思うわけがない。

「なら、僕の匂いでわかったんだ」

「はい」

　途方に暮れた織音に気付いていないかのように、環の声は明るい。

「でも、その格好はなんなんですか？」

「ちょっと、わけありで」

「あ、でもそちらの方が似合っていますよね、やっぱり」

「…………やっぱり？」

　あれ？　織音はざわりとした危機感を覚えた。

「やっぱりって？」

「え？　だって……」

　笑顔の彼女がなにかを言う前に、思考が高速で回転し、危機感の正体を探ろうとする。その正体に辿たどり着いたときには、絶望感が体中を締め上げていた。

　そう。鼻が良いということは、人間から発している色んなにおいを嗅ぎ取り、そして嗅ぎ分けているということだ。

　それはつまり、普通の人間とは違う選別方法を持っているということで。

　性別の見分け方も少し違ったりするはずで。

「織おり音ねさんて……その、言いにくいんですけど、男性なんですよね？」

　さらりと、環たまきはそんなことを言うのだ。

　本格的に終わりが来たと織音は覚悟した。




　……ということがあった。

　昨夜のことを思い出して、織音は再び頭を抱える。

　だけど、終わりを覚悟したわりには、いまも普通に授業を受けている。

　いままで通りに女子の制服を着て授業を受けている織音に、環はときおり笑顔を送ってくる。

　その様子を教師に見つかり、怒られる。

　教室のそこかしこで起きるクスクス笑いに環は顔を真っ赤にし、織音は引きつらないようにがんばって苦笑する。

　環からの笑顔に邪気はない。ないと思いたい。織音の性別を言い当てたときも困惑はあったけど、変態に向けるような侮蔑や恐怖はなかった。

　なかったと思いたい。

　だけど、正体がばれてしまったのは、やはり問題だ。

　さて、これからどうしよう？

　どうやら環は織音のことを黙っていてくれるようではあるのだけど……。




「でも、どうして？」

　放課後の帰り道、環と二人になれたので改めて聞いてみた。

　環の真意がわからなければ、織音は落ち着けない。

「それは……」

　環は少しためらい、そして織音を見た。

　その顔は、真っ赤だった。

　そして、とてもうれしそうだった。

「織音さんは、わたしがずっと、ずうぅぅぅぅぅっと、いて欲しいって思ってた人なんです。なので、性別なんて関係ないんです。わたしは、織音さんのためなら、なんだってします」

　ぎゅっと手を握られ、まっすぐに目を見られる。

　その瞳にあるなにかに、織音は思わずたじろいでしまった。

「そ、そう。ありがとう」

　そのまま手を繫つないで寮までの道を歩く。環はとてもうれしそうで、その姿を見ていると織音もだんだんと表情が緩んできた。

　環の言葉に噓うそはなさそうだし、とりあえずはほっとするべきなんだろう。

　だけど……それでよかったよかったというわけにはいかない。

　正体を見破られたことは、織おり音ねの油断が招いたのだ。

（こういうのは、もう許されない）

　ライカンスロープのことを考えていなかったのは、完全な準備不足だった。

　ここは常夜坂女学院。大和魔女の集う場所。

　大和魔女になれる才能には環たまきのような特殊な体質の人間も含まれているということなのだ。

　なら、普通の人間の判断基準だけを気にしているだけではこういう落とし穴にはまってしまうことになるのだと、環が教えてくれた。

「今回は幸運だっただけなんだ」

　環が織音を好意的に受け入れてくれる性格と条件を兼ね備えていてくれたというだけだ。

「もっと気をつけないと」

「あの……」

　ふと気が付くと環が見上げていた。

「ん、なに？」

「昨夜は聞けなかったんですけど、織音さんはどうしてあんなことを？」

「それは……」

　織音は口ごもった。
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　昨夜のことは、ほんの少しだけ噂うわさになっているようだった。

　夜の風紀委員出動を見逃さなかった人がいたのだろうし、彼女たちからなにか聞いた者もいただろう。どれだけ秘密にしようとしても噂という形で情報は漏れ出てしまう。

　そんな噂は、一年生の織おり音ねのクラスにも届いていた。

　誰かがエントランス・エリアで戦闘行為をした。

　そういう噂だ。

　正体不明で、真っ黒なグリモアコートを纏まとっていたということまで聞こえてきた。どうやら監視装置へのジャミングが万全ではなかったようだ。

　だが、自分の姿が誰かに見られてしまうことまでは織り込み済みだ。だからこそ、内緒で持ち込んだグリモアコートをあの形にしたし、織り込んだ魔法陣も厳選してある。

「僕は、目的があってここに来たんだ」

　寮までの途中にあったベンチに座り、織音は環たまきに話した。

「目的、ですか？　大和魔女になるのではなく。あ、えっと、あの……」

「男の魔女は、西洋ではウォーロックというんだけどね。大和魔女には本来いないはずなんだけど」

　大和魔女はその成立過程で男性性を排除している。

　公にされている理由としては、グリモアコートの適性範囲をできる限り広くしようとした結果、女性に限定したというものだったはずだ。

　外で聞いていた噂としては、男がグリモアコートを着ると暴走するというものだった。

　噂の方の真実は、織音が着ていても問題ないから、たぶん噓うそなのだろう。なにより、現代では学院に来なければ新しいグリモアコートは手に入らないし、グリモアコートは本来、設定された着用主しか使えないようになっているので、真相はわからないようになっている。

　ともあれ、本当なら織音は大和魔女としてグリモアコートを扱って魔法を使用することは出来ないはずだ。

　だけど、できてしまう。

　その理由は、実は織音にもわからない。

「え、それなら……」

　外だということを意識してか、環は言葉を選ぼうとしている。そのことに好感を抱き、織音は微笑んだ。

「僕の秘密を調べにとかじゃないんだ。それに、大和魔女をもっと学びにってわけでもない。いや、習えるものは習うけどね」

「ええと……それでは、織音さんはなんのために？　それに、あの黒いグリモアコートは？」

「…………」

　その言葉を聞いた瞬間、織音は自分の中の不穏な部分が剝むき出しになったような気分になった。

「あ、あの、言いたくなければ、わたしは別に……」

　表情でも変わったのか、環たまきの口調が怯ひるんだものになった。

　織おり音ねは静かに頭を振り、その不穏さを言葉に変えた。

「探しものがあるんだ」

「さ、探しものですか」

　自分でもわかるぐらいの低いトーンに環がドギマギしてしまっている。

　だけど、この感情が漏れ出すのを止めることが出来ない。

「絶対に、誰にも譲りたくないものがあるんだ。それが、ここに執着しているから、ここで待ち伏せすることにしたんだ」

「待ち伏せ……」

　織音の気配に圧されて、環の顔ははっきりと青ざめている。

「それに、ここは母さんの思い出の場所でもあるから」

　こんな話をしてしまうと、どうしてもあの日のことを思い出してしまう。




　それは小学校を卒業した夜のことだった。

　ランドセルにさよならをし、まだサイズが合わない中学の制服を照れながら試着してみて、その違和感に父と姉が笑い、母が二人を宥なだめつつ腕を振るった夕食をテーブルに並べてくれる。父は機嫌良く発泡酒ではないビールを取りに冷蔵庫に向かい、姉が母を手伝い、織音は制服を脱ぐために私室に向かう。

　そして、戻ってきたときには、もうそれは起こっていた。

　父が倒れていた。

　母が座り込んでいた。

　姉が首を摑つかまれ、片手で吊つり上げられていた。魔法文字が剝むき出しの簡易ゴーレムが姉の首をグイグイと絞めている。母は叫び、父は動かない。

　姉は声さえも上げることができない。

　織音は、いきなり始まった地獄に声も出せない。

　ゴーレムの前に、嫌な笑みを浮かべた男がいる。

「やめて」と母が叫ぶ。

「そいつはおれの聞きたい言葉じゃないな」

　男は冷たくそう返した。

　嫌な笑みは張り付いたままだ。

「やめて欲しければ、どうすりゃいいか、わかってるだろ？」

　そう言って、笑い続ける。

　笑い続ける、のだ。




　はっとして、織おり音ねは頭を振った。再生された映像を振り払い、思い出すことを止める。

　だけど、あいつの嫌な笑みだけは、どうしても頭の隅に残ってしまう。

　もう、ずっと昔のことなのに少しも忘れられない。

　あの日の絶望と屈辱はどうやっても忘れられそうにない。

「お、織音さん……？」

「あ、ああ……ごめん」

　青ざめていた環たまきが、心配そうに織音を見ている。

　そんな顔をされるぐらいに鬼気迫った顔をしてしまったのかと思うと、織音は自己嫌悪に陥った。

「いえ、こちらこそ、余計なことを聞いちゃったみたいで」

「ううん、いいんだ」

　落ち込んだ様子の環に、織音は強ばった顔を笑みに戻した。

　もう、ここに来てしまっている。

　あの地獄から生き残って、ここに来るまで三年間あった。その三年で決意は変わらなかった。

　ここに来るという思いは変わらなかった。

　だから、こんなところで諦めるわけにはいかない。

　だけど……。

「……僕もすこし甘く見てたみたいだ」

「え？」

「環さんみたいな特殊能力がある人のことも考えると、やっぱり寮は危険だなって」

　学校では常に気をつけているのでミスをする可能性は少ないだろうけれど、寮はなにかと油断する要因が多い。

「全部の時間に気を張るのは無理だし、せめて寮ぐらいはって思ってたんだけど」

　本来は姉と分担して、その辺りはうまくやるつもりだったのだけど、そうもいかなくなってしまった。

「なにかいい方法はないかなぁ」

　空を見上げて暗い顔をする織音だが、その横にいる環は反対に表情を明るくしていった。

「それならやはり、若宮になるのが一番ですよ」

「若宮に？」

　食堂での話に出ていた『若宮様』というものか？

　学校の掲示板に若宮杯という貼り紙がされていたので、その内容もある程度はわかっている。

「ええとたしか、学年で一番の大和魔女がそう言われるんだよね？」

「はい。若宮杯ももうすぐですし、織音さんは出るべきだと思いますよ」

「いや、でも……」

　できれば目立ちたくないのに、そんなものに出るなんて考えられない。

「できれば、あんまり注目されたくないんだけど」

　目立てば、織おり音ねの正体がバレる可能性が上がってしまう。

　それが一番の心配なのだけれど、環たまきは大丈夫と請けあう。

「確かに注目はされますけど、ちゃんとメリットもありますよ」

「メリットって？」

　自信満々の環を、織音は疑わしげに見た。

「はい。だって、若宮になったら若宮寮に移動できるじゃないですか。あちらなら、寮に住まう人は宮様が選べますから」

「若宮寮？」

「そうですよ。若宮様専用の寮です。白宮様や紅宮様にもあります」

「専用なの？」

　専用ということはつまり、他には誰もいない？

「はい。それぞれの宮様と宮様のお手伝いをする人たちだけが住みます。ですから……」

「……秘密を知らない人は近寄れない？」

「プライバシー空間を広くもてますよ」

「それは……」

　なんて理想的な条件なんだ。

「がんばる価値は、ある……よね」

「ええ、絶対にあります」

　胸を張って請けあう環に、織音は決断するのだった。





†　　　






　決断してから一週間後に若宮杯は開催された。

　そもそも、入学してすぐの一年生が大和魔女としての実力を争うというのが非常識ではあるのだが、これを改めようという動きはないようだ。

　あるいは、新米大和魔女に混ざって初歩を学ばされることになった経験者の生徒たちへの息抜きの意味もあるのかもしれない。

「それで……参加者はこれだけか」

「経験者の方が少ないんですね」

　試合会場となる魔道館に貼られたトーナメント表を織音と環は見物に来た人たちと共に見上げていた。

　経験者でも参加していない人もいるだろう。羽良の名前はいくら探してもなかったし、そういう人は他にもいることだろう。

　それでも、八人が参加を表明した。

「同じクラスの人はいないね」

　漠然とだが、できればクラスメートとは戦いたくない。ただ教室が一緒になっただけという考え方はあるものの、それだって縁といえば縁だ。

「そうですね、あら？」

「なに？」

　トーナメント表を見ていた環たまきが声を上げる。

「端っこの名前の方、同じクラスですね」

「え？」

　言われて見てみれば、たしかに見たことのある名前だった。

「鈴すず火びルカさんか……」

　出欠をとるときに呼ばれるから名前は覚えているが、顔かたちはすぐには思い出せなかった。それぐらい印象の薄い人だ。

　それでもなんとか思い出してみる。

　たしか、背の小さな人だった。隣に立っている環が織おり音ねより頭一つ分くらい低く、鈴火はそんな環よりももう少し小さかったように思う。

「織音さんと反対にあるから、戦うとしたら決勝戦ですね」

「うん」

　そうこうしている間に集合がかけられてしまった。

「がんばってくださいね」

「うん」

　環に見送られ、織音は集合場所に向かった。




　若宮杯はトーナメント方式で行われる。

　その試合内容は大和魔女を目指す者たちの学院なのだから、当然、魔法を駆使した戦いである。

　とはいえ、前途ある若者たちに危険が及ばないよう、十分に配慮されている。

「ん」

　舞台に立った織音は小さな違和感に声を漏らした。魔道館に入ったときから感じていたものが、一層強くなったのだ。

「これが威力抑制の魔法かな」

　これがその、配慮だ。

　事前に説明があったが、大和魔女同士の試合が行われるために作られたこの魔道館には破壊に類する魔法の威力を抑制する魔法陣が仕込まれているということだった。

　なので、単純な破壊魔法で相手を倒そうとすればかなりの苦労を強いられるということである。

「火とか雷とか……使用したルーンに関係してるのかな？」

　まとわりつく感覚を織おり音ねは思わず分析してしまう。

　広い魔道館には四つの舞台があり、それぞれに織音のように若宮杯に参戦した生徒たちがあがっている。

　トーナメントは予選、準決勝、決勝と行われ、しかもそれらは別の日付で行われるという。

　若宮になりたければ、三戦して勝たなければならない。

「しかも別の日かぁ」

　そういうスケジュールになっていると知って、織音はぐったりとした。わずか三戦なのだから、どうせなら一日で済ませたかった。

　魔道館の中二階には観客席もあり、しかもほぼ満席状態だった。

　注目されることを考えると、織音の気分は暗くなる。

　そうこうしていると、対戦相手も舞台に上がってきた。筒袖に袴はかま、黒マントにとんがり帽子と、織音と同じ学院規定デザインのグリモアコートだ。

　ただ一つ違うのは胸のところに巴ともえの紋があることだ。尾の生えた玉が丸まったような格好の、右一つ巴という紋だ。

　家紋として日本に様々あるこれらの紋も、大和魔女がグリモアコートに使っているのであれば、違う意味を帯びてくる。

（色は赤。火のルーンが得意なんだな）

　経験者らしい自信に溢あふれた顔には、先日の羽良に通じる驕おごりが見え隠れしている。

（いや、羽良さんよりもちょっとあれかな？）

　周りが新米ばかりで自分の実力がわからなくなってしまっているのではないか。対戦相手の表情から、織音は冷静に判断した。

　織音のグリモアコートはデザインの変更を加えていない。学院規定のグリモアコートは様々な分野の基礎を一通り押さえている。

　特別優れた部分はないけれど、あらゆる状況でなんらかの手段を講じることができる……いわばオールマイティーなデザインがされている。

　悪くいえば初心者用の器用貧乏なデザインということになるが、誰が使ってもある程度の結果は見込めるというのは、制服としてはとても優れているともいえる。

　学院規定のグリモアコートを使いながら、自分の得意分野に焦点を当てつつ、使う魔法を取捨選択し、デザインを錬磨させていくのが、全ての大和魔女が辿たどる道なのではなかろうか。

　学院の外で大和魔女としての修練をある程度積んだとはいえ、自分のグリモアコートを持つのは初めてなのに、すでにデザインに手を入れようとするのは、正直、気がはやりすぎていると織音は思った。

（この日に合わせて無理に変更したな。バランスがちぐはぐだ）

　そんなことを考えている間に、審判役の先輩が視線を他の舞台に飛ばす。

　四つの舞台で準備が整ったらしい。審判が両手に持った紅白の旗を両方挙げ、始めの声とともに下げた。

　その笛と共に対戦相手が右手を突き出してくる。

　グリモアコートより『石火フアイア』の魔法陣を選択、発動。

　右手から発生した炎の玉が織おり音ねに向かって放たれる。胸にある巴ともえ紋が輝き、炎の玉の威力を底上げする。

　だが……。

（空気が重い）

　迫る炎の熱気に顔をしかめつつ、織音は別のことを考えていた。魔道館全体を覆う威力抑制の魔法陣が重みを増したように感じる。この瞬間、四つの舞台で発生した魔法の全てに影響を与えているだろう、その威圧を織音は肌で感じていた。

（けっこうきつい制限だ）

　迫る炎に、織音はマントの端を握り、振るった。

　グリモアコートより『涼風ウインド』の魔法陣を選択、発動。

　織音の前面を覆ったマントに炎が食らいつく。膨張する真紅はすぐに消え去った。

　織音の起こした魔法の風が吹き飛ばしてしまったのだ。

（『涼風』程度で払えるのか）

『涼風』は、ただ風を起こすだけの魔法だ。グリモアコートの授業で魔法の練習に使われるだけの魔法ともいえる。

（それとも、相手の実力不足かな？）

　対戦相手は自分の得意魔法の結果に呆ぼう然ぜんとし、そしてなんの魔法で払われたのかに気付いて激げき昂こうしつつある。

（ただでさえ火は目立つんだから）

　連発なんてされて、目立って欲しくない。

（こうなったら）

　グリモアコートより『涼風』×『涼風』の魔法陣を選択、発動。

　同じ魔法を同時に起動する。

　直接的な破壊力を持たない『涼風』のような魔法には威力抑制の効果は及ばないということもわかった。

　重ねて発現した魔法は渦を巻いて対戦相手に絡みつく。

「きゃぁ！」

　まとわりつく風がグリモアコートをばたつかせ、対戦相手は動きが取れなくなった。

　その間に、織音は早足で相手に近づくと、その胸元に手を近づける。

　グリモアコートより『破風シヨツク』の魔法陣を選択、発動。

　衝撃波を発する魔法だが、この状況下ではたいした威力にはならない。

　せいぜい、人が転ぶ程度のものだ。

　だが、それでいい。

「きゃっ」

　転んだ対戦相手は、いまだ自分に絡みつく『涼風ウインド』の影響で舞台の外にまで押し運ばれる。

「あの、場外って負けにならないんですかね？」

　場外で尻餅をつく対戦相手を確認して、織おり音ねは呆ぼう然ぜんとした顔の審判に尋ねる。

「あっ」

　我に返った審判が片方の旗を振り上げる。

　織音の勝利だ。




「おめでとうございます」

　舞台から降りた織音を、環たまきは満面の笑みで迎えてくれた。

「ありがとう」

　織音も笑顔を返す。

　見てみれば織音が一番に試合を決めたようだった。

　早すぎたかと後悔しても遅い。他の舞台では威力抑制を受けた火や雷が飛び交い、お互いに悲鳴を上げ合っている。

　幼稚な試合展開に観客席では笑いが起きている。観客のほとんどはそちらに目が奪われていたらしく織音の試合はそれほど注目されなかったようで、ほっとした。

「かっこよかったです！」

　目を輝かせる環に苦笑を返し、織音は他の試合をその場から眺めた。

　一ヵ所で目が止まった。

　きゃあきゃあ言い合う攻撃魔法のやりとりが続く中で、織音の場所から一番奥にある舞台は流れが違った。

　鈴すず火びルカがいる舞台だ。

　その舞台では、火も雷も起こってはいなかった。

　ただ、舞台にはなにかがたくさんいた。

　舞台の上で丸まったり歩き回ったりしているそれは……。

「猫？」

　環の言う通り、それは猫だ。白だったり黒だったり茶だったり、斑だったり三毛だったりと毛の模様は様々な猫たちが舞台を埋め尽くしていた。

　召喚したのが同じクラスの鈴火ルカだというのは、対戦相手の反応を見て一目瞭然だ。

　鈴火は記憶通りに小さかった。とんがり帽子に埋まりそうな彼女の顔を見ていて、日本人形のようなおかっぱ髪だったことも思い出した。

　整った顔はあまり感情を表現せず、淡々と対戦相手を見つめている。

　対して対戦相手は戸惑っていた。猫に囲まれ、なにかをこらえるように顔を赤くして震えている。

「もうだめ！」

　そう叫んだかと思うや、対戦相手は猫の群に飛び込んでいった。

　どうやら、大の猫好きだったようだ。

　逃げ遅れた猫を抱きしめて悶もだえる彼女を見て、審判は戦意喪失による鈴すず火びの勝利を宣言した。

「召喚魔法だね」

　試合の様子が微笑ましくて織おり音ねは笑みが零れた。

「召喚魔法と言うのですか？」

　環たまきが聞いてくるので、織音は頷うなずいた。

「そう。ああやって別の場所からなにかを呼び出したり、存在をコピーしたりするのを召喚魔法っていうんだ。召喚されるものの多くは術者となんらかの契約をしてないとだめだから、あの猫たちは、きっと鈴火さんが好きなんだね」

「へぇ」

　環の返事にはあまり興味が感じられなかった。

　その後、残っていた試合も終了し、若宮杯の初日は終了した。
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　翌日の教室では織音はクラスメートに囲まれてしまっていた。

「すごい」と「応援します」が重なり合い、好奇の視線が雨あられと降り注ぎ、織音は愛想笑いで頰が痙けい攣れんしてしまいそうだった。

　当初の目的であった目立たないとは真逆の状態に、織音は頭を抱えたい気持ちだったが、若宮杯を勝ち抜き、若宮として認められれば個人のプライベート空間を手に入れることができる。

　性別を偽っている織音にとってそれは、喉から手が出るほどに欲しいものだ。

（こんなのは一時のこと。しばらくじっとしてれば、注目なんてなくなる）

　そんな風に自分に言い聞かせる織音だが、そう簡単にいかないような気もしていた。

　グリモアコートの授業でのことだ。

「眩くら星ぼしさん、ちょっといいですか？」

「眩星さん、これなんですけど」

「眩星さん、教えてー」

　こんな風に織音に質問してくる人がたくさんいた。

「こらこら、君たちを教えているのは私だぞ」

　教師が呆あきれてそんなことを言うほどだ。

「だけど、君の知識はたしかにたいしたものだね。親御さんは名のある大和魔女なのかな？」

「あははは……」

　教師にまでそんなことを言われて、織おり音ねは困ってしまった。

　そんな状態なので、質問をしてくるクラスメートは絶えない。

「織音さん、教えて欲しいことがあるのですけど」

「なに？」

　その子が訊たずねてきたのは教室での休憩時間だった。

「憑ひよう依いの法というものなんですけど」

「ああ、動物の能力を自分に降ろすのだよね？」

「ええ」

　授業で習った以上のことだ。

（と、いうことはこの子も経験者なんだよね）

　それなのに織音に質問してくる。なんだかすごく評価されてるんだなと思うと、やはり頭を抱えたくなる。

　だけど、そこで知らない振りができないのも、織音だった。

「その前段階の古霊召喚がどうしてもうまくいかなくて」

「ええと、召喚陣はどうなってるの？」

　そうやって断らないから目立つんですよと、側にいる環たまきまでが目で主張しているが、織音もこればっかりは性格なのでどうにもならなかった。

　それに、姉以外の誰かと魔法について語るのがけっこう楽しいということに気付いてしまってもいた。

　もしかしたら質問に来た彼女も、そういうことがしたいからここに来たのかもしれない。

「これです」

　差し出されたメモにはきれいな魔法陣が描かれていた。何度も練習しないとこういう円は描けない。やはり彼女は経験者だと思いつつ、魔法陣に配置されたルーンを読み解いていく。

「ふうん。あ、この左下の文字」

「え？」

「猫科を呼びたいんだよね？」

「え、ええ。わかるんですか？」

「そりゃね。それで、猫科の古霊を呼ぶ魔法なのにこの文字だと相性が悪いよ」

「そうなんですか？」

「うん。猫科だとこっちかな」

　そう言って、織音はそのルーンを発音しつつ自分のノートにルーンを書く。

「同じ意味のルーンなのに、違いがあるんですね」

「特化するなら相性の良いルーンを選ばないと。逆に、基本のグリモアコートのままなら召喚陣も汎用になっているから、色んなものを喚よびたいならそっちのままの方がいいよ」

「そうなんですか」

　織おり音ねの言葉に、彼女は少し不満そうだった。

「なにか、基本のままだと問題あるの？」

「い、いえ、そういうわけではないんですけど……あの……」

「うん？」

　彼女の視線が織音から外れて別の場所に向いたが、すぐにこちらに戻った。

「いえ。なんでもありません。ありがとうございました」

「う、うん」

　慌てて去って行く様子に織音はなぜかを考えてみた。

「デザインかな？」

　グリモアコートのデザインは、織り込まれたルーンや魔法陣に影響を受けて変化するのだ。なので、デザインと機能を兼ね備えさせることは大和魔女が人生を賭ける命題の一つだと、母が主張していたことを思い出した。

　そうやって厳しく教えられていたからこそ、試合での対戦相手の安易なデザインの変更に辛口になってしまったのかもしれない。

「でも、一個ずらすと色々変わるから、大変なんだけどなぁ」

　黒こく衣いを完成させるのに姉とともに大変な苦労をしたことを思い出す。

　……と、織音はそれに気付いた。

　視線だ。

「ん？」

　頰ほおに感じた視線にそちらを見れば、その先にあったのは鈴すず火びルカの席で、彼女もそこにいて、そして慌てて目をそらしていた。

　さっきまで自分のことを見ていたのか？

「気付きました、織音さん」

「環たまきさん？」

　隣の環も鈴火の視線に気付いたようだ。ただ、反応は織音と違う。なんだか険しい顔で鈴火の横顔を睨にらんでいた。

「ルカさんです。なんであんな目で織音さんを見るんでしょう」

「偶然じゃないかな？」

　言ってみたけれど信じてはもらえなかった。

　むしろ、すでに環の中では結論が出ているようだ。

「きっと、織音さんの人気に嫉妬してるんですね」

「いや、そんなことはないと思うけど」

「いいえ、わかります。わたしにも実力はあるのに、どうして誰も質問に来ないんだって思ってるに違いありません」

「それは偏見だよ」

　環たまきの過剰な反応に呆あきれて織おり音ねは宥なだめるのだけど、彼女は一向に収まらない。

「いつか、ぎゃふんと言わせてみせますから」

「だめだってば」

「織音さんが」

「僕なのかよ」

　しかし、試合を見る限りでは、鈴すず火びはかなりの実力者ではないかと思った。ただの猫とはいえあれだけの数を一度に召喚するのは簡単なことではない。

（嫉妬かどうかはともかく、嫌われてるのはよくないなぁ）

　若宮杯のライバルとして警戒されているというのならしかたがないけれど、それ以上の感情を持たれていると厄介だ。

　しかし、どうしたものかと考えているだけでは、答えなんて出ない。

　その日の授業も終わり、放課後になる。この学院にも普通にクラブはあり、そちらへと向かう者たちもいれば、教室や図書館、その他の自習可能な場所へと向かってその日の宿題を終わらせる者たちもいれば、食堂でお茶を飲んだりお喋しやべりに興じたりする者もいる。

　これまでの日々で先輩たちを参考にどう過ごせばいいかを学習した一年生たちは、それらを満喫するために忙しい。教室を出る一年生たちの声で廊下は一杯になっていた。

　織音はその流れには乗らず、ノートを広げていた。

「織音さん、今日は占星堂を見に行きませんか？」

「宿題が終わったらね」

　前の席に移動してきた環にそう答え、今日提出された宿題を片付けるのに専念する。

　そのときだ。

「…………」

「え？」

「なんですか？」

　机を合わせようとがんばっていた環がきょとんとした顔で織音を見る。

「いや……」

　言いつつ、織音は後ろを見た。

　誰かが、通り過ぎ様になにかを言ったのだ。

　見回して目に付いたのはいままさに教室を出て行こうとしている鈴火ルカの姿だ。

「いまのって……」

　彼女が漏らした言葉はなんだったか。

　思い出して、それがルーンだとわかった。

「でも、なんであのルーンを？」

　呟つぶやいてから、織音はルーンの意味を考え、あっと声を出した。

「織おり音ねさん？」

「ごめん、ちょっと……」

　織音はすぐに記憶から別のものを引き出して、そのルーンを合わせる。

　ぴったりだ。

「そういうことか、でも、なんで？」

　色々と疑問はあるものの、これはこのままにしておけない。

　織音は慌てて教室を見回す。あのときに召喚魔法の質問をしてきたクラスメートはすぐに見つかった。

「あ、ちょっと……」

　さっきのルーンの話をすると、彼女はとても喜んだ。

「考えていてくれたのね、ありがとう！」

「いや……」

　彼女の喜び方が想像以上で、織音は後ろめたくなってしまった。

（言うべきかな？）

　考えたのは織音ではなく、鈴すず火びだということを彼女に伝えるべきなのか？

　だけど、自分で伝える気ならそうすればよかったわけで、織音には鈴火の考えがわからなかった。

（ああ……）

「やっぱり、若宮に相応しいのは眩くら星ぼしさんよ。わたし応援してるから！」

　違うと言いたかった。だけど本当のことが言えなくて織音の口は動かない。

　いまだに感謝の言葉を述べているクラスメートに、織音は困った笑みを浮かべるしかできなかった。





幕間──彼女の理由──




　その地蔵堂は中学の通学路の途中にあって、ちょっと気にはなってた。

　だって、普通のお地蔵さんにはないにおいがあったから。

　普通のお地蔵さんは、研磨された石のにおいがする。どれだけ時間が経って、雨が降ったり汚れたり、犬たちが粗相とかしてたりしても、このにおいはなかなか消えない。

　だけど、この地蔵堂からはそもそも石のにおいがしないのだ。

　地蔵堂の木のにおいやお供え物のにおいはしているのに、お地蔵さんのにおいがしない。

　お地蔵さんがいないのかなと思うぐらいにしないのだけど、ちゃんとそこには赤い前掛けをしたお地蔵さんが見えている。

　でも、環たまきにはそのお地蔵さんがそこにはいないかのように思えて、とても不思議で、とても落ち着かなかった。

　どうしてそうなのか調べたかったけれど、同時に怖くもあったので、通りがかったときにちらっと見るだけで済ませていた。

　でもある日、とあることがきっかけで自棄になったときに地蔵堂を調べてみた。

　まさかそれが、常夜坂女学院へ誘われるきっかけになるだなんて思ってもみなかった。





03　学園




「キリシタン大名として知られる大おお友とも宗そう麟りんですが、同時に九州でいち早く魔女を保護し、その技術に注目した大名でもありました。彼の娘であり毛もう利り秀ひで包かねの妻であった毛利マセンシアは、魔女としての才能があり、魔女たちの使うルーンを日本人向けに改良しました。これが大和魔女の基礎となる最初のヤマトルーンです。この初期ヤマトルーンは発明した彼女への敬意を込めて、マセンシアルーン、あるいはマセンシア版と呼ばれることもあります」

　教師の声がぼやけて聞こえてくる。

「ううん」

　霞かすみそうになる意識を堪え、織おり音ねは必死に目を開けていようとがんばるのだが、それでもどんどんとまぶたは重くなる。

　昨夜は忙しかった。
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　その昨夜のこと。

　織おり音ねは学院に侵入した魔法を発見した。

「こうも連日で侵入されてるなんて、大丈夫なのか？」

　寮の部屋にいた織音は思わずそんな不安を呟つぶやいてしまう。

「……まぁ僕は、奴らの魔法からあいつを探し出して、引っ張り出せればそれでいいんだけど」

　もやもやした気持ちをその言葉で片付けると、織音は寮の窓を開けて辺りを確認した。裏庭に人の気配はない。聞こえてくる音もない。

　これなら大丈夫だ。織音は左手を撫なでて魔法陣を起動させると、黒こく衣いのグリモアコートを引っ張り出す。

　……と、環たまきの姿が頭に浮かんだ。

　織音の事情を知り、手伝ってくれると言ってくれた。

　これから出ることを、彼女に言っておくべきだろうか？

「うーん」

　悩んでみたものの、余計なことをしていてせっかく見つけた魔法を見失いたくもない。

「行こう」

　決心すると、黒衣を纏まとい、寮を飛びだした。




　黒衣姿の織音がやってきたのは、教室二つ分ほどの狭い場所だった。

　浮テ遊ー大ブ地ル間を移動するゲートが四方に配置されているだけの、十字路のような空間だ。

　中央に置かれた瓦が斯す灯とうと案内板だけが寂しく存在を誇示している。

　どこか孤絶した空気のある十字路的浮遊大地に降り立った織音は、かけずり回る影のみの存在を見つけていた。

　それが、侵入した魔法だ。

「逃がさない！」

　グリモアコートより『影踏脚バインド』の魔法陣を選択、発動。

　瓦斯灯の周辺をかけずり回る影を織音は踏みつける。

　前回の反省から使う魔法を変えた。

　視線を介した束縛魔法は射程距離でははるかに優位だが、破られたときの返りが目に来るのが問題だとわかった。

　だから、間に合うときは体で止める方がいい。そう思って発生部位を足にした。

　踏みつけた影状の魔法は抜けだそうと蠢うごめいているが、織音の足がそれを許さない。

　その影に織音は目を凝らし、解析をかけていく。

　視界の中で影状の魔法が分解されていく。その魔法を構成する魔法陣とも呼ばれる式が剝むき出しになり、その式を構成する呪文が露になる。

　呪文に使われている文字は様々だ。西洋系の魔法使いや魔女の使うルーンと大和魔女の使うルーンは違う。それ以外にも中国の仙道にしてもそうだが、魔法に使われる文字はそれぞれの文化圏で大きく違う。

　その違いによっていまここにある魔法の種類を見極めることが出来るのだが、実際にはそこまで簡単な話でもない。

　多くの魔法使いは、自分の魔法が破れ、その被害が自分に返ってくるのを防ぐための策も講じている。

　鬼ネ眼ツ縛トの魔法が破れたときに目に衝撃が走ったが、あれにしたところでちゃんと破られたときの防衛策を講じているからこそ、「ちょっと痛かった」ぐらいで済んでいる。

　秘密を探ろうとするものは、自分を探られることにも警戒している。

　開かれた魔法の内部は擬装工作が施され、様々な国の言語で溢あふれかえっていた。

「くっ」

　この日のために他種の魔法文字を勉強してはいたが、さすがにこれだけの情報量を一気に整理するのは不可能だ。

　そして、戸惑っている間に、捕縛された魔法は防衛機能を発動させる。

　これもまた先夜と同じだ。

　魔法が破れた衝撃を避けて後ろに跳んだ織おり音ねは、影状の魔法がその姿を変えていく様子を見逃すまいと、目を凝らし……。

「なっ……」

　その結果に絶句した。

　影がいきなり、多数に分かれたのだ。

　四散したかのように複数に分裂した影は立体化し、生物の形を得、色を含む。

　それは人型をしていた。だが、人ではない。

「グレムリン」

　その姿を見て、織音はそう判断した。

　織音の膝ぐらいの身長の小鬼は、イギリス空軍のパイロットが発見したことで世間に知られるようになった。機械に不調を起こさせるという逸話を持つ小鬼は革製のパイロットジャケットを着こなし、とても嫌な笑みを浮かべて四方に逃げ散った。

　誰もゲートには向かわない。

　それほど広くないとはいっても教室二つ分の空間というのは、一人ではもてあます。多数の小鬼が四方八方に逃げ散り、しかも躊ちゆう躇ちよなく浮テ遊ー大ブ地ルから飛び降りるとあってはどうしようもなかった。

　もしかしたら、あの魔法はこの浮遊大地に誘い込まれていたのではないか？　ゲートに向かわない理由を織音はそう考えた。明かされてはいないが、もしかしたらゲートをくぐるには条件がいるのかもしれない。

　たとえば、学生証を持っていなければならないとか。

　だとすれば、織音は余計な刺激を与えて、事態を悪くしたということになるのかもしれない。

「ええい！」

　目的のためには仕方のないこととはいえ、自分がドジをしたかもしれないという考えは気持ちの良いものではない。

　織おり音ねは叫び、飛ひ翔しよう魔法を発動させた。

　監視魔法を起こし、逃げ散ったグレムリンたちをマーキングしていく。

　だが、何匹かは捕らえきれない。対監視用のジャミングだ。一匹ならば問題のない強度のジャミングなのだが、複数になることによって監視魔法の処理速度を追いつけなくさせている。

「とにかく、捕まえられるものは捕まえて……」

　目標を見定めようと眼下を見渡した織音は、そこかしこで瓦が斯す灯とうの色が赤く染まっていくのを確認した。

　警報だ。風紀委員がやってくる。

　さらに事態がややこしくなって織音は頭を抱えたくなった。

　だが、そんなことをしている暇も惜しい。

　浮テ遊ー大ブ地ルから飛び降りたグレムリンたちは、パイロットジャケットを変形させ、モモンガのように宙を滑空している。

　そのまま眼下に点在する他の浮遊大地に移動するつもりなのは明白だ。

　織音は飛翔してそれを追いかける。

　一匹の真上に移動すると、パイロットジャケットを摑つかむ。

　その時の反応は、織音にとっても本能としか言いようがなかった。頭の中で電気が弾け、摑んだ腕に走った鳥肌に、織音は弾かれたように手を放した。

　次の瞬間、織音の目の前で炎が膨れあがった。

　風を受けて膨らんでいたパイロットジャケットが引き裂かれ、グレムリンの灰色の肌が溶岩のように溶けて弾けた。小鬼を風船のように破って現れた火球は、織音をも巻き込もうと膨張する。

　織音は間一髪で逃れることが出来た。

　ひりつく指先の熱さも感じないほどに体は冷たかった。過ぎ去った生命の危機に血管が冷えたのに対し、頭の中は沸騰しそうだった。

（奴だ）

　爆発の瞬間、織音の脳裏を駆け巡ったのは哄こう笑しようする口だった。

　炎が見せたトラウマの再生か？　ただの気のせいか？

　いいや違う。

　炎に混じる魔力のざらつきには覚えがある。魔法の解析を失敗させることは出来ても、その魔法を形作る魔力の個性までは消せなかった。

「やっぱり、奴だ」

　奴はここを狙っている。

　あのとき父を殺し、姉の命を盾に聞き出そうとした情報──グリモアコートの秘密を狙って、やはり奴はここに魔手を伸ばそうとしている。

　ここに来たことは間違ってはいなかった。

「逃がすか」

　おそらく、分散したと思われるほとんどは偽物だ。捕まえようとすれば爆発する。

　その混乱の隙を突いて、本物の探査魔法は学院の奥深くに潜り込むつもりだ。

「そんなこと、させるか！」

　グレムリンたちは学院の空を滑空して他の浮テ遊ー大ブ地ルへと向かっていく。

　何匹かはすでに浮遊大地に着地してどこかに逃げ去っているが、それでもほとんどはまだ宙にいる。

　織おり音ねは、冷静にそれらを見た。

　織音内部の、精神世界の目。監視魔法のマーキングと連動したその目が、宙を滑る嫌な笑みのグレムリンたちに焦点を注ぎ……織音は魔法を選ぶ。

　グリモアコートより『天サ駆ン雷ダ神ー』の魔法陣を選択、発動。

　選ばれた魔法が、発動する。

　織音の足下に現れた巨大な魔法陣は、銃にたとえれば発射口ということになる。それほどに大きな銃口から放たれた魔法とはなにか。

　その名の通りに、雷撃だ。

　魔法陣から放たれた極太の雷は即座に枝分かれし、各所にその舌を伸ばした。

　伸ばした先には滑空中のグレムリンたちがいる。織音に目を付けられたそれら全てに雷撃の舌が巻き付き、グレムリンたちは声もなく焼かれ、自らの炎で散っていった。

　宙にいくつも生まれた火球が、学院の空を赤く染める。

　だが、そんな華々しい光景に反して手応えはなかった。

「いなかった」

　どうやら本命には逃げられているようだ。

　そいつを追わなくては……そう考えていると。

「なにをしている！」

　拡声された厳しい声が、織音を刺す。

　いつのまにか、風紀委員たちが織音を囲んでいる。

　そして、それだけではない。

「なにやら派手なことをしているな」

　風紀委員とは別のグリモアコートを着た女性が、一人いる。風紀委員たちが古式ゆかしく魔法の箒ほうきにまたがっている中、その女性は宙に、まさしく立っていた。

　彼女の足に宿る光がその正体だ。彼女は飛ぶのではなく、宙を駆ける魔法をその足に宿らせている。

　堂々とした立ち姿は、実力者だということをはっきりと示している。

　緊張した面持ちの風紀委員たちとは違い、爆発によって生まれた風を心地よく受け流す余裕さえも見せて、彼女はそこに立っている。

「紅宮、鏡かがみ野のアリサだ」

　凜りんとした力強い声が織おり音ねを打つ。

　身長は織音と同じくらいか、少し低いかくらいだろう。だが、まっすぐな立ち姿が、織音に見上げるような錯覚を受けさせた。

　朱の袴はかまが夜なのに眩まぶしいほどだと思った。黒マントもとんがり帽もなく、白の筒袖があるのみだ。

　一見すれば巫み女こと間違えそうだが、袴に浮かぶ花はな轡ぐつわの紋には火を噴きそうなほどの力がこもっており、グリモアコートであることを主張していた。

　紅宮と名乗った。ならば、二年生で一番強い大和魔女だということになる。

　風紀委員に囲まれているというだけで厄介なのに、さらに厄介な人物が織音の前に立っている。

　こんなときにと、織音は内心で奥歯を嚙かんだ。

「黒こく衣いのグリモアコート、名乗るつもりはあるかな？」

「…………」

「つもりがあれば、そんな格好はしていないか」

　織音の無言に自分で導いた答えを当てはめ、紅宮は微かに笑う。

　風紀委員たちは緊張した顔で織音の様子を窺うかがっている。

　おそらく、さきほどの天サ駆ン雷ダ神ーが原因だろう。

　あの魔法が威嚇に値するとなれば、自然と学院の大和魔女の実力もわかってくる。

　そして、紅宮の実力もまた……。

「では、力尽くで話を聞かせてもらおうかな」
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　お風呂から上がった環たまきは寮に漂う織音の存在が薄まっていることにすぐ気付いた。

「あ……」

　どういうことなのか、すぐにわかった。

　先夜と同じだから。

　あのときも、羽良とのことでもう一度お礼を言いつつ、お喋しやべりがしたいなという気持ちで織音の部屋を訪たずねようとして、不在に気付いた。

　どこに行ったのか確かめようとした結果、織音の秘密を知ってしまったのだ。

　だから、今夜も行ってしまったのだろう。

「もうっ！」

　一言もないことに環は怒りつつも、自分がなにも出来ないことを知っていたので哀しくもあった。

（でも、このままなにもしないというのも）

　織おり音ねのためになにかがしたい。それが、環たまきの偽らざる心情だった。

「うん」

　少しだけ悩んだ環だったが、決意するや自分の部屋に戻り、急いで制服に着替えた。

　寮の外での私服の着用は許されていないのだ。





†　　　






　グリモアコートより『朱コ雀ー爪ル』及び『神降身ブースト』の魔法陣を選択、発動。

　紅宮、鏡かがみ野のアリサの魔法が顕現する。

　次の瞬間には彼女の手には朱しゆ鞘ざやの刀が握られ、そして踏み込まれていた。召喚魔法で刀剣を呼び、一時的に上昇した身体能力で一気に織音に接近してきたのだ。

　その速度は驚嘆すべきものだった。

　紅宮の瞳は獲物を捕らえた獣の目をしている。後ろでまとめられた長い黒髪は彼女の軌跡を描くように宙に流れていた。

「くっ」

　グリモアコートより『神降身』の魔法陣を選択、発動。

　織音も身体能力を増幅させ、後ろに飛ぶ。

　鼻先を圧力が斜めに駆け抜けていった。

「惜しい」

　冷や汗で背中が寒い。紅宮は笑っていた。

「その顔を見てやろうと思ったのに」

　あと少し遅ければ、織音の帽子は飛ばされていた。

「予想通りにやるな」

　そう言った紅宮は、とてもうれしそうだった。

「さあ、逃がしはしないぞ」

（冗談じゃない）

　内心で呻うめく。大和魔女たちと力比べがしたくてここに来たわけではない。

　なにより、こちらの飛ひ翔しよう魔法による移動方法と、紅宮の宙を駆ける直接的な移動方法は相性が悪そうだということが、あの一瞬でわかった。

　張り付かれたままだと、紅宮が圧倒的に有利だ。

（相手なんてしてられない）

　紅宮が鋭い表情で飛び込んでくる。織音は瞬時に対抗手段を選び出した。

　グリモアコートより『砂ア法ー師ス』の魔法陣を選択、発動。

　紅宮の刀は迷いのない斬線を描き、織音の胴を薙ないだ。

　斬線は、まさしく胴を薙ぎ、通過したのだ。

「なっ！」

　その結果に刀を振るった紅宮が驚いた。

「まさか！　刃引きだぞ、これは」

　そう叫ぶ紅宮の目の前で、織おり音ねの体が傾ぐ。

　胴から真っ二つに……そんな惨状を想像して周りの風紀委員が悲鳴を上げた。

　その声に押されたかのように織音の体が崩れた。

　砂となって。

「しまった！」

　啞然としたのはほんの少しの間だけだった。すぐに立ち直った紅宮の叫びで風紀委員たちも我に返った。

　だが、それでも遅かった。

　織音……黒こく衣いの姿はもうどこにもなかったのだ。




　紅宮たちの包囲をかいくぐった織音は、すばやく近くの浮テ遊ー大ブ地ルに降り立ち、なにかの建物の影に滑り込んだ。

「僕を捕まえるより、することがあるだろうに」

　愚痴のようにそう零し、息を整える。

　鏡かがみ野のアリサ。紅宮の実力は本物だった。

　帽子を飛ばそうとしたあの斬撃の速度は、思い出しただけでも寒気が来る。

「っ！　誰だ？」

　思わず震えそうになっていた織音は、近づいてくる気配にそちらを見た。

　振り向いた先にいたのは、どこか吞のん気きそうな顔をした環たまきだった。

「あ、やっぱり」

　そんなことを言いながら近づいてくる環に、織音は脱力した。

「なんで、ここに？」

「織音さんを追いかけてきました」

「いや、そういうことでは……」

　言いかけて、環がライカンスロープだということを思い出した。狼おおかみ男おとこならぬ狼女の環なら、においで織音を探し出すこともできるのだろう。

（彼女みたいな人が風紀委員にいなくてよかった）

　もしいたら、あっという間に織音は正体を見破られていたことだろう。

「そうだ！」

　そこまで考えて、織音はあることに思い至った。

「環さん、もしかしてだけど……」

「は、はい？」

　織音の勢いに、環が慌てる。

「さっき、空にいた奴らのにおいってわかった？」

「空にいたって……風紀委員の方々」

「ではなくて、その前からいたの」

「ああ、あの変なにおいの」

　その言葉を聞いて、環たまきが戸惑うぐらいに織おり音ねは喜んだ。




　環の嗅覚は、魔法にも発揮できたのだ。

　織音でさえも感じるほどに魔力には個人を特定する要素が存在する。

　環の嗅覚が織音と同じものを感じたかどうかはわからないが、それでも取り逃したグレムリンの中から、一つだけ違うにおいのものを見つけ出し、追跡することが可能だった。

「ひゃぁ」

　その環はいま、織音に抱えられて空にいる。

「どう？」

「ま、まだまっすぐです！」

　慣れない空の移動に目を白黒させながらも環は必死ににおいを追ってくれている。

　亜空間にはいくつもの大地が学院の施設を乗せて浮遊している。それらの中から一つに当たりを付け、織音はさらに速度を上げる。

「つ、捕まえてどうするんですか？」

「解体して魔法使いの正体と居場所を暴く」

　端的に織音はそう言った。

「そ、それで？」

　環はその先を聞いてくる。

「…………」

　だけど、織音は口には出さなかった。

　見つけ出して、どうするか？

　探している人物でなければ別に良い。偵察魔法を対抗魔法に改変し、相手に呪じゆ詛そ返しのごとく戻してもかまわない。

　だがもしも、それがずっと探し求めている相手だったら？

　とくに今回のグレムリンを放った人物は、織音たちの探している人物である可能性が、とても高い。

　そうだとわかったとき、どうするか？

「あの……織音さん？」

　織音は答えない。

　紅宮や風紀委員に追いつかれるよりもはやく、自分の目的を果たす。

　いまはそのことだけを考える。

　目当ての施設には塔のような巨大な建築物のみがあるようだ。入学時にもらった学校案内には載っていない建物だが、そんなものはここ以外にもある。「気になるのなら探検してみればいいですよ」と初日に担任教師が言うぐらいだから、あえて学校案内に全てを載せていないのだろう。

　だが、学院の夜を貫くように伸びた塔は、いかにもなにかの秘密を抱え込んでいるかのような雰囲気がある。

「あそこだ」

　調べずにはいられない雰囲気に織おり音ねは確信し、さらに速度を上げた。肌を打つ風も強まり、しがみつく環たまきが力を込める。

　塔のある浮テ遊ー大ブ地ルに入ったと、ほぼ同時だ。

「近いです！」

　と環が叫び、織音もその姿を見つけた。

　パイロットジャケットを引き延ばしたモモンガスタイルで滑空するグレムリンの姿がある。滑空では速度が出ないらしく、織音たちは追いつくことが出来たようだ。

「ちょっとここで待ってて！」

「え？　ええ!?」

　グリモアコートより『鵬鬼フライ』の魔法陣を選択、発動。

　驚く環に説明もせず飛ひ翔しようの魔法をかけると、織音は彼女を放り投げ、グレムリンにむかって急降下した。

　あれを捕まえて解析することが出来れば、奴への手がかりが見つかるかもしれない。

　その期待が暗い憎悪とともに体内で圧力となり、織音を急がせる。

　地面が近づいて来ても、織音は速度を緩めない。

　着地したグレムリンがこちらに気付いた。小鬼の嫌らしい顔が驚きに歪ゆがむ。織音の目は小鬼の表皮を抜け、その形を構成する呪文を捉えている。[image: ]おとりを撒まいたことで呪文の密度が減り、目隠しのクズ情報も薄れている。

　これなら、捕まえて、時間をかければ、確実に……！

　期待と不安が織音の中で圧を上げ、伸ばした指先にも力がこもる。

　だが、それは寸前で織音の手をすり抜けていった。

「なっ!?」

　伸ばした手が空を切ったことに驚きつつ、地面への衝突を回避する。地面すれすれを滑り、街路樹にぶつかる直前になんとか停止する。

　なにが起きた？

　織音はグレムリンがいた場所を見た。

　たしか、もう少しというところで影がグレムリンを連れ去ったのだ。

　グレムリンがいた場所にはやはりなにもない。だが、影の進んだ先を見るとそこにいた。

「う……」

　いたのは、大きな犬だった。子牛ほどの大きさの土佐犬に似た犬だった。

　うなり声がくぐもっているのは、グレムリンを嚙かんでいるからだ。首を嚙まれた小鬼はぐったりとして動く様子がない。

　ただの犬ではない。誰かに使役された使い魔に違いない。

「……それを、渡せ」

　土佐犬の威圧感を乗り越え、織おり音ねは手を伸ばす。

　だが、土佐犬は織音を無視して顎にさらに力を込めた。すでに人形のように動かないグレムリンは微かに震えると、全体的に色が薄まり、そして体中から呪文を零しながら消えてしまった。

　織音がなにかを言う暇もない。土佐犬はグレムリンが消えてしまったのを確認すると、口に挟まったなにかを振り捨てるように顔を動かし、そのままどこかに走り去ってしまった。

　追いかける気にはならなかった。

　いや、正確には罠わなを警戒して追いかけられなかった。

　あの土佐犬の主が誰なのか、なんとなくだが想像できてしまったからだ。

　それに、風紀委員がこちらに近づいてきているし、空に置いてきた環たまきのこともある。

「……今日は、ここまでか」

　悔しさを何とか飲み込み、織音は環を拾うために飛んだのだった。




　紅宮や風紀委員たちの目を逃れて寮の裏庭に辿たどり着いた織音たちは、ひっそりと窓から織音の部屋に入った。

　寮は寮で、ちょっとした騒ぎが起きていた。

「なに？」

　ドアの向こうから聞こえてくるざわめきで、二人の間に緊張が走る。

「なんでしょう。ちょっと、見てきますね」

　環がこっそりと部屋を抜けだしていく。

　その間に織音は素早く寝ているときのジャージ姿に戻る。

　着替え終わったところで、環が戻ってきた。

「どうだった？」

　緊張しながら訊たずねた織音だが、環からの話を聞いて顔から火が出るかと思った。

　どうやら織音の天サ駆ン雷ダ神ーがうるさすぎたようだ。

　亜空間の学院に天気などあるはずもなく、深夜の落雷は寝ていた生徒たちを起こすことになってしまったようだ。

「うあぁぁぁ」

　まさしく、穴があったら入りたいという心境で織音は頭を抱える。奴の気配になにも考えられなくなった自分が恥ずかしくてたまらない。

「織おり音ねさんって、意外にうっかりさんなんですね」

　環たまきにまでそんなことを言われて、織音は反論も出来ない。

　その後は寮もなんとか落ち着いたものの、織音は後悔やら色んなことで頭がいっぱいになって、日が昇る頃まで寝ることができなかった。




　なので、とても、眠い。
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　なんとか午前の授業はやり過ごしたものの、睡魔でかなりふらふらだ。

「大丈夫ですか？」

「うーん、あんまり」

　机に突っ伏した織音を環が心配げに見守っている。

「あの、今日も試合ですよね」

「ああ、そういえばそうだったよね」

　昼休憩が終わればこの間の魔道館で準決勝が行われることになっている。

　つまりはもうすぐだというのに、織音は眠くて眠くてしかたがなかった。

「だ、大丈夫なんですか？」

「ん～わかんない」

「ええ！」

「いまは、眠い」

「そ、それならとにかく、いまは寝ましょう。いまからなら三十分は眠れるはずです」

「うん……」

「あ、もう」

　そんなことを言っている間に織音は夢の世界へ落ちていった。

　なんとか粘りに粘って三十五分は眠ることができたのだった。




　そして魔道館に移動する。

　今日は若宮杯の準決勝ということで午後の授業はない。

　魔道館には先日よりも見物する人たちが増えて観客席は一杯になっていた。

「うーん、先に進めない」

　いまだに眠くてぼんやりとした織音は入り口でできた渋滞に立ち尽くしていた。

「あの、このままだと集合に間に合わないんじゃ」

「うーん」

　隣の環は不安げだが、織音はいまだに眠くてあまり危機感はなかった。

「いいんじゃないかな。もう、諦めて帰ろう」

　正直、試合よりも寮のベッドの方が恋しい。

「そ、そういうわけにはいきませんよ」

　ぼんやりとする織おり音ねに慌てて、環たまきが道を空けてもらおうとがんばるのだが、彼女の声ではこの渋滞を動かすことはできなかった。

「ああ、どうしよう」

　織音がこんなになるとは思っていなかった環は、じわじわとしか動かない渋滞に立ち尽くすしかなかった。

　救いの主は背後から現れた。

「あら、なにをしているの？」

　声をかけられ、振り返った環はそこにいる人たちを見て凍り付いてしまった。

　そんな環の反応など知らぬ顔で、相手は織音を見ている。

「あなた、準決勝に出る選手でしょう？　まだここにいていいのかしら？」

「し、白宮様。それに紅宮様」

　環の悲鳴じみた声に、さすがに織音も眠気が吹き飛んだ。

　振り返ると、そこには一際目立つ女性が二人いた。豊かな白金の髪の下でどこかおっとりとした表情の女性が先頭にいる。

　抜けるように白い肌は、まるで夢の世界の住人のようだ。

　そんな彼女から一歩引く位置に控えている黒髪の女性は昨夜見た。

　紅宮、鏡かがみ野のアリサだ。

　それなら、先頭にいる女性が白宮だろう。

　確か、名前は鍵かぎ崎ざき沙さ南なんだったはずだ。どこからどう見ても日本人ではないのだけれど、名前は立派な日本人だ。

　白宮と紅宮。

　柔らかな雰囲気と、凜りんとした空気、二種類の美女が並ぶ姿は息を吞のむような迫力があって、周囲の生徒たちを圧倒している。

　だけど、織音にはそれとは別の緊張もあった。

（だ、大丈夫だよね）

　不安が顔に出たらむしろ危険だ。眠気が飛んだびっくりした顔を維持しながら、織音は紅宮の反応を気にした。

　さすがに昨夜、間近で戦った相手を前にすると緊張する。視覚遮蔽は完璧のつもりだが、監視カメラの映像をジャミングしきれていなかったという前科がある。

　もしかしたら、紅宮は視覚遮蔽を貫いて織音の素顔を見ている可能性がある。

「どうした？　遅れたのか？」

「あ、は、はい。すいません」

　紅宮の問いに織音は慌てて答える。

「だが、まだ遅刻の時間でもないからな。付いてきなさい」

「あ、ありがとうございます」

　渋滞を無視して歩き出す二人の宮に、織おり音ねたちは付いていく。

　二人の宮には取り巻きのような生徒たちがいて、彼女たちが渋滞を割っていく。他の生徒たちはそれを不満に思う様子もなく、むしろ率先して道を空けようとしている。

「ごめんなさいね」

　微笑みを絶やさない白宮を、生徒たちは尊敬の眼差しで見送っている。

　隣の環たまきは二人を間近に見て、いまにも気絶しそうなほどだ。

　二人の宮とその取り巻きに付いていくだけで、あっという間に魔道館の中に入ることができた。

「さ、選手はあちらですよ」

「ありがとうございました」

　白宮はずっと微笑みを絶やさない。これが彼女の常の状態なのだろう。

「準決勝、期待していますよ」

「君の戦いは見応えがある」

　白宮と紅宮に織音は何度も頭を下げ、逃げるように選手の集合場所へと向かった。

「ああ、びっくりした」

「ほんとに。まだ、胸がドキドキしてます」

　両手を胸に当てた環は、夢でも見ているような顔だ。
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「いや、そういうことじゃないんだけど」

　言ったのだが、どうやら環たまきの耳には届いていないようだ。

　二人の宮とそれを見つめる他の生徒たちの関係性を見ていると、宮というものがこの学院の生徒たちにとってどれほど重要な存在なのかがよくわかる。

　この学院にいる生徒たちはみんな、二人の宮のような大和魔女になりたいのだ。

　だからこそ、この若宮杯にだってたくさんの生徒たちが見物にやってくる。

　一年生の代表、若宮にどんな生徒がなるのか、それを確かめに来ているのだ。

　そして、それだけ見られているということに、織おり音ねはまた新たな懸念が生まれてくる。

　もしかすると、戦い方から黒こく衣いとの共通点とかに気付かれるかもしれない。

「うう……」

　そう考えると新たな緊張が織音の胃を刺激する。

「どうしました？」

「ん、ちょっとね」

「あ」

　現実に戻ってきた環がなにかに気付いたようで、織音も顔を動かす。

「なに？」

「あの人です」

　そう言った環の見た先は選手の集合場所だった。

　環が見ているのはその中にいる一人だ。

「鈴すず火びさん？」

「はい。さっきこっち見てました」

「そりゃあ、遅れてきたら見るでしょう」

　織音は集合時間に遅れてしまったのだ。『間に合うのかな？』と心配されていても仕方ない。

　環の考えは違うようだ。

「そういうのではありません。あれは、敵意があります」

「そうかなぁ？」

　織音はそう思えないのだけど。

「あの人は、なにを考えているかわからなくて、怖いです」

「うーん……」

「とにかく、わたしは織音さんを応援しますからね！」

「うーん、その情熱は受け取って良いのかな？」

「もちろんです！」

　環の熱意を受け流し、織音は更衣室に駆け込み、グリモアコートに着替えた。

　着替えを終えてもまだ少し時間に余裕があった。あるいは会場の準備に手間取っているのかもしれない。それならもう少しのんびりできたのかもと思いつつ、織音は再び眠気が思考に膜を張ろうとしているのを感じながら他の人たちを眺めた。

　三人の選手の他に誘導する係の人や、審判の腕章を付けた人もいる。

　やはり織おり音ねが最後だったようだけど、こちらに来るようには指示してこない。

「そういえば、明日は初めての交流許可日ですよね？」

　環たまきが嬉うれしそうに言った言葉に織音も頷うなずく。

　交流許可日というのは唯一、外界と連絡を取ることが許された日のことだ。この日だけは交流館と呼ばれる専用の場所から外の世界へと電話をかけることができる。

「やっぱりご家族にお電話しますよね？」

「そうだね」

「一緒に、交流館に行きましょうね」

「う、うん」

　交流許可日のことを思い出した織音の頭には、一人の人物のことが思い浮かんでいた。

（姉さんに、事情を聞かないと）

　そんなことを考えていると、係の人が織音の名を呼んだ。




　準決勝はあっさりと終りそうだった。

　先日の相手よりも魔法の練度は高く、威力も高かった。

　だが、それだけといえばそれだけだった。

「そんな……」

　対戦相手が呆ぼう然ぜんとした顔で織音を見ている。

　織音は放たれた攻撃魔法を先日のようにマントで受け止めたかのように見せた。それも一度や二度ではなく、何度も。

　もちろん、マントにも生地の耐久力を強化する魔法はかけているが、それだけではない。放たれた攻撃魔法に対してもっとも防御効果を発揮する対抗魔法を的確に選び、発動させたからだ。

（うーん）

　驚く対戦相手に、織音はむしろ不思議だった。

（威力が抑制されてるってわかってないのかな？）

　この魔道館では、破壊力のある魔法は全てその威力を抑制されてしまう。おそらくは攻撃系統の魔法によく使われるルーンに反応して、その活動を鈍化させる働きがあるのだろうと織音は予測している。

　実際、防御に類する対抗魔法にも若干ながら抑制がかかっているのを、織音は発動の際の重さで感じていた。

　だがそれでも攻撃魔法ほどではない。

　つまり、純粋な攻撃魔法は簡単に防げてしまうということだ。

　おそらくは、ほぼ素人の環が張った防御魔法さえも、この舞台に立った者たちは破れないだろう。

（つまり、この場所での戦いは求められているものが違うんだ）

　織おり音ねはそう考える。

　攻撃魔法を早く強く撃つだけでは意味がない。

　本当に大切なのは攻撃魔法の破壊力ではなくて、これから膨大に覚える多数の魔法を臨機応変、変幻自在に操れるようになることだと言いたいに違いない。

　相手の放つ魔法を織音が受け止める。

　そういうやりとりをずっと続けている。

　それなのに、織音は汗一つ流れていないし、呼吸も乱れていない。

　一方で、対戦相手は五分も経っていないのに肩で息をしている。

　魔法を使うには体内にある魔力が必要だし、グリモアコートに意識を走らせるのだって集中を要する。そしてそれ以上に動揺が呼吸を乱し、体力を奪っているのだ。

　そろそろ、動いても良いタイミングだ。

　織音がそう判断したとき、ふと、嗅覚を撫なでていくものがあった。風が隣の会場の気配を運んできたのだ。大量の猫がまたも召喚されたらしく、観客席から黄色い悲鳴があがっている。

　織音は、その猫たちの獣のにおいを感じていた。

　獣のにおいが昨夜の土佐犬を思い出させた。

（あの使い魔……やっぱり生徒のものではないよね）

　いま思い返せば、あの本命のグレムリンは、どう考えてもあの場所に誘い込まれていた。いかにも怪しげな気を放つ塔へ、食虫植物に招かれた蠅はえのように引き寄せられていた。

　あの使い魔の土佐犬は、誘い込まれたグレムリンを屠ほふるためにあそこにいた。

　つまりあそこは、外部からの影響に対する学院の防衛機能だということになる。

　そんなことができる人間は限られている。

　教師、あるいは……

（学長）

　常夜坂女学院の代表者であり、そして大和魔女の長老という立場にもある女性だ。

　本名は、明かされていない。

　おそらくは言霊を捉えられ、そこから秘密を暴かれるのを防ぐためだろう。

　だが、代々学長に継承され続けている名前はある。

　それは、種たね子が島しま千ち代よという。

　魔女が大和魔女へと繫つながれていく機縁の地の名を戴く、まさしく『らしい』名前だ。

　学院の存在する亜空間を継承し、維持する者。

　大和魔女にグリモアコートを授ける者。

　故に、グリモアコートの秘密を知るただ一人の人物ということにもなる。

　学長はなにを考えているのか？

　外の状況を知らないわけがない。

　学院に侵入してくる魔法の使い手たちの意図がわかっていないはずがない。

（それなのに……）

　なにが起ころうとし、誰がどうしようとしているのか、世界を取り巻く『魔法』を使う者たちの状況を知らないはずがないのに、大和魔女の長は意思を外に表わすことがない。

　それによって外にいる大和魔女たちにどんな危機が忍び寄っているか、知らないはずがないだろうに。

　外の世界は激動前の探り合いで血のにおいが濃くなり始めているというのに、隔離されたこの世界で、なんの意思も大和魔女たちに示そうとしない。

　まるで、外の大和魔女たちを見捨てたかのごとく。

　織おり音ねの家族がどうなったか、知らないのか……。

（おっと、いけない）

　思考が暴走しそうになっているのに気付いて、織音ははっと我に返る。

　いまはまだ、試合中だった。

　ふと見ると、対戦相手は織音からさらに距離を空けている。息もさらに上がっているのだが、それよりも顔色がひどく悪いように見える。

　どうかしたのだろうか？

　よくわからないが、これ以上長引かせる必要もない。

（さて、どうやって倒そう）

　昨日と同じように風で場外に押し出すか、それとも……そう考えていると、対戦相手が弱々しく手を挙げた。

「すみません、棄権します」

　そう言った彼女はなぜか織音に怯おびえた目を向けていたのだった。





†　　　






　寮に戻った織音はクラスメートたちのおめでとうの言葉への礼もそこそこに、食堂で食事を済ませると、寮に戻って寝てしまった。

　起きたときには、零時を越えていた。

「寝過ぎたかも……」

　ここから朝まで眠れる自信がない。

　監視魔法を発動させてみたが、今夜はなにもなさそうだ。

　そのことに少しだけ安あん堵どしつつ、織音は風呂に入ることにした。

　そうそう何度も深夜に誰かと出くわすということもなく、シャワーを済ませることが出来た織音が戻ってくると、部屋の外で環たまきが待っていた。織音が起きてシャワーに向かったことに気付いて、待っていたのだろうか？

「わかるの？」

「わかります」

　織おり音ねの質問の意味がすぐにわかったらしく、環たまきが照れた笑いを浮かべる。織音は心底、彼女が味方になってくれていてよかったと思った。

「よかったら、ちょっとお話ししませんか？」

「いいよ」

　廊下で立ち話もなんだしと思いつつ、織音は自分の部屋ではなく寮の屋上に環を誘った。

「この前から、ちょっと気になってたんだ」

　黒こく衣いになって空から寮を見たときからこの場所が気になっていた。

「屋上って、なんだかウキウキしない？」

「そうですか？」

　環はよくわからないという顔で首を傾げたが、おとなしく付いてきてくれた。

　シャワーを浴びたばかりの織音には、屋上の風はちょうどいい涼しさだった。

「それで、なにかあるの？」

　しばらく他愛のない話をした後、織音からそう尋ねてみた。

　環はずっと物問いたげな顔をしていたからだ。

「実は、その……試合のときに怖い目をしてたのが気になって」

「え？」

　意外な言葉に驚いた。

　環の話だと、相手の魔法を淡々と受け流していた織音が途中からとても怖い顔になったのだという。

　それで相手選手は萎縮してしまい、最後には棄権したということらしい。

「あー」

　あのときの相手選手の青い顔はそういうことだったのか。理由がわかって、織音は天を仰いだ。

「それは、悪いことしたなぁ」

　そう呟つぶやくのだが、環が気にしているのはその相手のことではない。

「織音さんは、ときどき怖い顔をします」

「え？」

「でも、きっとそれは黒衣のことと関係してるんですよね？」

「…………うん」

「織音さんが戦っているものって、いったいなんなんですか？」

「それは……」

　環の質問に織音は口ごもった。

　彼女に正体を見破られたときにも、目的のことは話さなかった。

「もしかしたら聞かない方がいいのかなと思ってましたけど、もしよろしければ教えてください」

「そうだね。ええと……」

　環たまきの真剣な眼差しに、織おり音ねも考えてしまう。

　できれば情報を知る人間を増やしたくはなかった。秘密が漏れる可能性が増えるということもあるけれど、知ってしまったために巻き込まれてしまうということもある。

　環の安全を考えても、できれば知らないままの方がいいのではないかと思っていたのだけれど……。

「本当に知りたい？」

「はい！」

　夜だというのに大きな声を出されて、織音は焦った。

　もちろん、屋上には二人しかいないことは確認しているのだけど。

「織音さんのためなら、わたしは何でもします」

「ははは、ありがとう」

　環の情熱は、そう簡単に冷めそうにない。

「ちょっと、長くなるよ？」

　諦めて、織音は話すことにした。

「あの魔法グレムリンは、他の魔術組織からの偵察なんだ」

「偵察、ですか？」

「うん、いま、外はちょっとした緊張状態で、その中で大和魔女がどう動くかはけっこう注目されてるんだ」

「緊張状態……って？」

「うん……」

　本当に、言って良いことなのかな？

　織音は悩んだ。

「あの……言いにくいことでしたら……」

「いや。うん……話すよ」

　少しだけ、織音は頭の中で整理すると説明を始めた。

「大和魔女に普通の魔女に、まぁ魔法使いとか陰陽師とかシャーマンとか、世界中にはいわゆる魔法を使う職業はたくさんあるよね？」

「はい」

「そういう人たちの中には観測を主にする人たちがいるんだ」

「観測、ですか？」

「うん。星を見たりとか、世界中の色んなものを見て世界そのものの動きを観測して、その先、未来を予測するんだ」

「あ、占いですね」

　簡単に言えば、そういうことになる。

「そうそう」

　嬉うれしそうに応えた環たまきに、織おり音ねも笑みを浮かべた。

「占いは、いまは個人のことを占うのが主流っぽく思われてるけど、昔は国の運命を占ったりとかもしていたんだ。あまり表に出なくなっただけでいまもしてるんだけど」

「はい」

「で、いまはそういう人たちは観測者って呼ぶのが一般的なんだけど、あるときから観測者たちの中でも力のある人たちが同じ結果を口にしはじめたんだ」

　織音の言葉に環は緊張を浮かべた。

　ただの噂うわさ話ばなしを口にしているわけではないとわかっている顔だ。

「そ、それは……」

「うん」

　先を促す環に、織音はそれを言葉にする。

『近い将来、魔法に対して重大ななにかが起きる』

　千年古都の隠れ宮に住む陰陽の姫が、オークの賢者たちを統べる長老が、聖痕を授かった若き青年が、青銀の鷹たかとともに荒野を旅するシャーマンが、アボリジナルの笛吹きが、深山で瞑めい想そうする神仙が、月に隠いん遁とんする魔女王が、霧けぶる都の魔法使いが、黄金宮の三眼王が、大和魔女の太母が……。

　全員がそれぞれの言葉と解釈で、同じようなことを言った。

「なにかって、なにが起きるんですか？」

「それはまだわからない。極端な例なら魔法がなくなるとかいうのもあるけど、こればっかりは起こってみないとわからない」

「そうなんですか？　ちょっと漠然としてますよね」

「うん。でも、漠然としてるからこそ、不安にもなるんだよね。しかも、この世界でなにより信用できる人たちが口を揃そろえてるんだから」

「あ……う、そうですね」

　いままでも素性の怪しい予言者たちが世界の滅亡を予言したことはある。その予言に、多くの人が少なからず踊らされてきた。

　はっきりとした確証はなくとも、起こると言われてしまうと人は不安に駆られてしまうのだ。そして、場合によってその不安に操られるように暴走してしまうこともある。

「…………観測者たちの言葉を解析して、一番可能性があるだろうって言われてるものは、あるんだ」

「それは、なんですか？」

「巨大なエーテル渦によって地球のアストラル流運動が改変されて、魔法の勢力分布図が乱れてしまうっていうものなんだけど」

「……へ？」

　ぽかんとした環に、織音は苦笑した。知らない単語ばかりという顔だ。

　それもしかたがない。いまの言葉は最新の魔法学で使われるような言葉で、織音だってちゃんとは理解していない。

「うーん。僕も占星学はあんまり得意じゃないから説明しにくいんだけど、別の銀河の影響で、いままで太陽系になかったエーテルの渦が発生して、それが地球を取り込んで、それが原因で魔法の勢力分布図が狂ってしまうっていうものなんだ」

「銀河」

　環たまきがさらに途方に暮れた顔をしてしまって、織おり音ねの苦笑も続く。

「……よくわかりませんけど、大変なんですね」

「……うん、大変なんだ」

　どうやら、理解することを諦めたようだ。

　その方がたすかる。織音だって、これ以上のことはわかっていない。

　いや、ちゃんとわかっている人間なんていないのだ。

　だからこそ、みんなが怖がっている。

「それでは、緊張状態というのは、そのよくわからないもので自分たちの魔法がぐちゃぐちゃにされちゃうからということなんですか？」

「うん。魔法の勢力分布図ね」

　わかっていないのではと思ったのだけど、核心はちゃんと摑つかんでいるのかもしれない。織音は環を見直した目で見た。

　いやでも、まだ途方に暮れた顔はしたままなのだけど。

「魔法の勢力分布図っていうのは、そのまま宗教にかかることが多いんだ。たとえば日本だと、仏教とか、神道とか」

「ああ、そういえばそうかも」

「大和魔女だって、従来の西洋魔女から変革するために日本の宗教観とか精神世界観とかにちゃんと根ざして変わったからね。魔法と宗教というのは相互で関係し合っているんだ」

「なるほど」

「だから、仲が悪いところはとことん悪かったりするわけ」

「そのたとえは、よくわかりますね」

　環が真剣な顔で頷いた。

「うん。だからさ、魔法の勢力分布図が変わるというのは、魔法の力の強さにも関わってくるんだ。たとえばの話だけど、仲の悪い二つの勢力がさ、ある日突然、片方がとても強くなって、片方が弱くなったりとかしたらどうなると思う？」

「どうなると思うって……それは、えっと……あれですか？」

　戦争という言葉を怖くて言えない環の感性には好感が持てる。

「そうだね。そうなる危険は十分にあると思うんだ」

「こ、怖いですね」

「うん。魔法の影響力は普通の人たちの心にも届くから」

　世界で力と心のバランスが崩れたとき、一体なにが起きるのか。

　もしかしたらなにも起きないかもしれない。だけどきな臭い予感を無視することもできない。

「だから、日本でもそれに備えようっていう動きはあるんだけど……」

「うまくいってないんですか？」

「うん。なかなかね、一枚岩ってわけじゃないから」

「えと、それじゃあ、わたしたちの大和魔女は？」

「それが問題なんだ」

「問題なんですか？」

「うん」

　少なくとも、織おり音ねにとってはなによりの問題だ。

「大和魔女は、外に大きな組織を持っていないんだ」

　外というのは、もちろんこの常夜坂女学院の外、現代社会においてという意味だ。

「では、大和魔女をまとめている人というのは、もしかして」

　環たまきの言葉に、織音は頷うなずく。

「うん。学長は大和魔女のリーダーみたいな人で、彼女の決定で外にいる大和魔女たちの動きも変わるんだけど、彼女はまだ、なにも動きを見せてないんだ」

「はぁ……」

「それが不気味だから、いろんな魔法使いの組織がここに偵察を送って来てるんだ」

　織音の説明が終わっても、環の表情にはまだぼんやりとしたものが残っている。やはり現実感があまりないのだろう。

　普通に生きていれば、外の世界は平和そのものだった。

　だけど、裏側は違う。

　宇宙というどうにも出来ない場所からの巨大な力によって、魔法の世界の勢力図が強引に塗り替えられるかもしれないのだ。

　魔法に関わる者たちのほとんどは、この先に来るかもしれない激動の時代にピリピリしている。

　だからこそ、日本の魔法使い組織は大和魔女たちがどう動くのかを気にしている。

「でも、偵察だけなら……」

　環がなにかを言いかけて口ごもる。

　なにが言いたいのか、織音にもわかった。

「うん。偵察だけなら、あんな化け物が出てくるはずないよね」

「そ、そうですね」

「あるいは敵対するかもしれない。そんな疑心暗鬼があるから、潰せるうちに潰してしまおうって考えもあるんだと思う」

　もちろん、この常夜坂女学院の土台である空間は、あんな化け物一匹入り込んだくらいでどうにかなるような脆もろいものではない。

　むしろ、要塞と呼べるほどに強固なものだろう。

「でも、偵察はどこからか入ってきてる。蟻ありの一穴がどこかにあるんだ」

　その穴は、いまはまだ偵察を送り込める程度のものなのかもしれないけれど、それを放置していたらこの先どうなってしまうかはわからない。

「もしものときのために学院の結界を破る方法を見つけて、攻める方法を探してるんだと思う」

　織おり音ねが話していることがなんとなくでもわかってきたのか、環たまきの顔色が青くなってきた。

「あの、そんなことをしようとしてる人たちって……たくさんいるんですか？」

「うん、色々いるよ」

　しかし、織音は喋しやべるのを止めない。

「式神兵団に銃僧兵団と、神武月とか、新聖杯騎士団とか、この国で大きいのだとこの四つかな」

　海外に目を向ければもっと大きな組織がある。

「みなさん、ここを、その……やっつけたいんですか？」

「やっつけたいわけじゃない。みんな、知りたいんだ」

「知りたいんですか？」

「グリモアコートの秘密を」

　そう言うと、織音は環に教えることにした。

　グリモアコートが魔法使いの世界でも希け有うな存在だということを。

「珍しいんですか？」

「普通の魔法は色んな手順を必要とするんだ。魔法陣を用意したり、呪文を唱えたり……」

「はい、なんとなくですけど、わかります」

「それに、魔法陣は真円でないといけないし、そこに描くルーンなんかの魔法文字の位置とかにも気をつけないといけないし、呪文を詠唱するのだって発音だけじゃなくてリズムだったり抑揚だったりで効果に乱れが出たりすることもあるし」

「た、大変なんですね」

「自然界の法則をねじ曲げるってことは、それぐらい難しいってことなんだ」

「じゃあ、グリモアコートは？」

「うん。最初に使いたい魔法をあらかじめグリモアコートに仕込んでおけば、あとは使用者の魔力を消費するだけで使いたい放題だ」

「それって、やっぱりすごいんですよね？」

　環もわかってくれたようだ。

「他の魔法使い組織だって、たとえば陰陽師は呪符だったり、仙人は宝貝だったり、キリスト教関係の人たちは奇跡調査部が開発したロンギヌス聖眼書だったりと、魔法発動の簡略化はどの魔法組織も挑戦してるらしいんだけど、グリモアコートほどの完成度は実現できてないらしいんだ」

「なら、他の人たちは協力して、その、秘密を狙ってあんなことをしてるんですか？」

「それはどうかな？」

　環たまきの質問に、織おり音ねは首を傾げた。

「どこも仲が良いわけじゃないから」

　共同してこちらだけをどうにかしようということにはならないのではないかとは思っている。

　お互いに牽けん制せいして足を引っ張り合っているのではないかとは思うのだが。

　いまのところは、だけれど。

「睨にらみ合いとかしてるんですね」

「そういうことだね」

　ベンチに座っている二人は、なんとなく揃そろって空を見上げた。亜空間の夜は偽物の夜だけれど、そこには星もあり、月もある。

「ごめんね、こんな話をして」

「え？　なんですか？」

　いきなり謝った織音に、環が驚いて振り向いた。

「だって、嫌でしょ。せっかく入学したのに、安全じゃないみたいなこと聞かされて」

　織音の言葉に、環は少しの間、考えているようだった。

「でも、それって織音さんが悪いわけではないですよね？」

「それは、まぁ……」

「織音さんだって、その人たちがそんなことを考えなかったら黒こく衣いになんてならなかったんでしょう？」

「そりゃあね」

「それならやっぱり、悪いのはその人たちです！」

　拳を振り回して環がそう言う。

「大変になりそうだからって他人の物を盗もうとするのも最低ですし、女子校に泥棒にこようっていうのも最低です。下着泥棒と同じです！」

　その言い方がおかしくて、織音はしばらく笑った。

　笑って、その後に環の頭に手を伸ばした。

「織音さん？」

　頭を撫なでられた環は少し驚き、そして不思議そうに織音を見上げる。

「巻き込んじゃって、ごめんね」

「そ、それはいいんです。わたしは、織音さんの力になりたいんですから」

「うん、ありがとう」

「わたし、うれしいんです」

「え？」

「わたしの能力が、ちゃんと人の役に立てたことに」

　それは環たまきの嗅覚のことを指しているのだろう。

「どういうこと？」

「……実はですね。中学のとき、いじめられてまして」

「ええ!?」

「三年生になってすぐのときに、クラスで仲良くなった人が体育の授業の後で制服を隠されちゃったんです」

　伏し目がちに語り始めた環に、織おり音ねは黙って聞くことにした。

「すごく困ってて、泣きそうになってたから、わたし、探したんです。制服はすぐに見つかりました。その人も、すごく感謝してくれました。でも、そのあと……」

「うん」

「……そのあと、制服はわたしが隠したって噂うわさになってて」

「そんな……」

「その人にも軽蔑されるようになって、教室でも無視されるようになりました」

　織音はなにも言えなかった。なにを言えばいいのかもわからなかった。

「本当は、制服を隠した犯人が誰なのか、わかってました。だって、においが付いてたんですから。でも、どう言えば信じてもらえるかわからなかったし、その人が犯人たちと仲良くしてるの見てたら、もうなにも言えなくなって」

　においでわかるなんて言ったって、普通の人は信じない。そのときの環は自身がライカンスロープだとわかっていなかったし、周りもそんな風には思っていなかった。

　そういう状況なら、きっと、なにを言っても信じてもらえなかっただろう。

「こんな能力なければ良かったって、そう思うようになってたんです。でも、あるとき、学院の入り口を見つけちゃって、そのときに大和魔女になれるって言われてこんな能力でも少しはなにかがちゃんと出来るようになるのかなって、期待してここに来たから」

　そう言って、環は織音を見る。

　そこに浮かんでいたのは涙を吞のみ込んだ、満面の笑みだった。

「だから、織音さんの役に立てて、すごく嬉うれしかったんです」

「そう、なんだ」

　それから、織音たちはしばらくじっとベンチに座って空を眺めた。

　二人で手を握り、じっと時間の流れを感じる。

　自分のしていることは、ただの仇かたき討うちだ。

　自分の都合で性別を偽って、身勝手に他人の庭を荒らしているだけだ。

　だけどそんな織音でも、もしかしたら誰かの役に立っているのかもしれない。

　そう考えたときの不可思議な自分の胸中と、握っている彼女の手の感触に、織音は自分がどうすればいいのかわからなかった。





幕間──彼女の葛藤──




　彼女の名前は羽良翔しよう子こ。

　眩くら星ぼし織おり音ねのクラスメートだ。

　織音や環たまきとの間でちょっとした諍いさかいはあったものの、本来の彼女は世話好きなお姉さんタイプの女性で、そして、気にする方でもあった。

「やっぱり、わたしの方から謝るべきだったわよね？」

「うわっ、また言い出した」

　寮にある談話室でぼそりと呟つぶやいた羽良に、友人二人が顔をしかめた。

　この二人はともに織音と食堂に行った二人で、名前は立たち花ばな千ち里さとと兼かね田だ君きみ子こという。

　談話室はそこら中にテーブルやソファがあり、思い思いに好きなところで会話に花を咲かせたり、宿題を片付けたりしている。

　といっても真面目に勉強をしたいのなら寮の部屋や自習室もある。

　さておき……いきなり漏れ出た羽良のくよくよ顔に友人二人はうんざりとした。

　織音と揉もめた授業後のトイレでもすでに弱気顔を見せて二人を驚かせたものの、その後、昼休憩にすぐ謝りに来た織音に、友人たちもほっとしたのだ。

　だけど、それで終わらなかった。食堂では楽しく食事までして仲直りしたというのに、それでもこの三人だけになるといきなりそんな顔になったりする。

　それだけ、二人には心を許しているのだと考えると嬉うれしいような気もするのだけれど、いつまでもこんな状況が続いて欲しいわけでもない。

「もう、眩星さんも千ち輪わさんも怒ってないんだからいいじゃない」

「そういう問題じゃないのよう」

　情けない顔で羽良は頭を振る。

「すぐに頭に血が上ったりとか、ひどいこと言ったりとか、ダメだってわかってるのにやっちゃう自分が嫌なのよう」

「ああ、まぁ……」

　二人もこの学院に来てから知り合ったので羽良の性格や家庭の事情を全部知っているわけではない。

　だが、普段はきついわりに面倒見も良く、そしていざとなると変に気弱な彼女が嫌いになれないのだった。

「それなら、そんな自分に負けないぐらいに優しいこともすればいいんじゃない？」

「千里……」

　友人の言葉に羽良はほろりと涙が溢あふれる。

「だから、宿題見せて？」

「それはダメ」

　厳しいところは厳しく。羽良はきっぱりと断ると、二人にルーン辞書の使い方を教えるのだった。

　今度は優しく、怒らないように気をつけながら。





04　学長の笑顔




　休日の今日は、交流許可日だ。

　年に数度しかない外と連絡が取れる数少ない機会に、生徒たちは一斉に交流館という建物に向かう。

「上級生の人たちは電話の日って言ってました」

　環たまきはとても嬉うれしそうに織おり音ねと手を繫つないで歩いている。

　向かう先の交流館は、校舎のある中央の浮テ遊ー大ブ地ルとは別の場所にあった。

　見上げればグリモアコートを着込んだ先輩たちが空を飛んでそちらに向かっている。中には昔ながらに箒ほうきを操る先輩もいて、環は羨ましそうにそれを見上げていた。

「そういえば、織音さんは空を飛べるんじゃないですか？」

「うん、まぁ」

「あ、ごめんなさい。わたしに合わせさせてしまって」

「いいよ、土地勘も付けたかったし」

　恐縮する環に笑顔を送り、織音たちは進んでいく。

　浮遊大地間の移動には専門のゲートがあり、それを潜ることで移動することができる。一つのゲートで全ての浮遊大地に移動できるということはない。

「どうしてでしょう？」

　環たまきが首を傾げる。ゲート前には渋滞が出来ていて、環はそれにややうんざりとしているようだった。

　ゲート前に並んでいるのは一年生が多いように見える。

「その方が便利ですのに」

「そうだけどね、それだと危ないじゃないか」

「なにがですか？」

　ゲート前の行列に環は待ちきれないという顔で織おり音ねを見上げる。

　織音は環とは別の視線を感じて少し顔を上げた。

「悪い人が来たときにさ」

　周りを見渡しても怪しい人物はいない。

　いや、織音を見ている人はいる。一緒に行列に並んでいる生徒の何人かが、ちらちらと織音を見ていた。

「昨日の一件で、注目されちゃいましたからね」

　環が小声でそう言い、織音は頭を抱えた。

「宮様たちに話しかけられたのは、まずかったね」

　織音は反省する。

　眠気に負けてだらだらとしてしまい、目立つ二人に関わることになってしまった。

　おかげで試合に遅刻するという危機は免れたものの、特権に甘えたという悪印象が付いてしまったような気がして居心地が悪い。

「そういうのではありません」

　なぜか、環が自信満々の顔で否定した。

「織音さんの昨日の試合がすごかったからです」

「そうかな？」

　たしかに織音は勝ったが、環が見ていてわかったと言うぐらい怖い顔をしていたのだろうし、なんというか、威嚇して勝ちを脅し取ったようでこれまた感じが悪い。

「そんなわけないじゃないですか」

　それにも環は意外という顔だ。

「織音さんにはなにをしても通じないから、それで怖くなって棄権したんですよ。観客席はすごいざわざわしてたんですからね」

「うーん」

「みんな、織音さんが若宮候補最有力って思ってるんですよ」

　そんなことを言われても、やはり織音はいまいち納得できない。

　しかし、見られている理由としてどちらがいいかといえば、もちろん環が言っている方が良いに決まっている。

　それに、考え方が変わったからといって視線がなくなるわけでもないので、織音は気にしないようにするしかなかった。

　織おり音ねたちの順番が来て、ゲートを抜ける。

　交流館は、校舎や魔道館に負けないぐらいに大きな建物だった。多角形の建物には、入り口が無数にあった。ゲートを抜けた生徒たちは空いている入り口を選んで入っていくので、入るまでに渋滞はなかった。

　だけど、中に入るとやはりというか、待つことになった。

　建物の中にはいくつも個室があり、どうやら電話はその中でできるようだった。

　案内板に従って向かった受付で整理券をもらう。

「順番が来ると呼んでくれるみたいだね」

「あっちに談話スペースってありますね。あそこでみんな待ってるみたいです」

　他の生徒もそちらに向かっていくので、織音たちもそれに倣うことにする。

　談話スペースもかなり広く、色んな形のソファやイスが置かれていた。壁際に並んだ自販機で飲み物とお菓子を買って、空いている場所を探す。幸いにもクラスメートの羽良たちがいた場所に空きがあったので、そこにお邪魔することにした。

「なんだか、大和魔女の学院に自動販売機って似合わないわよね」

　羽良の言葉に他のみんなも「そうそう」と同意する。

「他の場所にはないのにね」

「でも、これだけ人が集まってるなら、使い魔に給仕させてたら大変なことになりそう」

「それもそうね」

「でも、食堂にはいるわよ」

　その言葉で、みんなの頭に食堂の給仕専用の使い魔が思い出される。蝙こう蝠もり羽はねを生やしたフェレットのような使い魔が一生懸命に動き回っている姿はかわいらしく、生徒たちに人気がある。

「先生が言っていた、適材適所というものね、きっと」

　そんなことを話したり、昨日の試合での織音がどれだけ怖く見えたかについて語られ、環たまきがかっこよかったと顔を真っ赤にして主張し、織音が彼女を宥なだめたりと、そんなことをしている間に、一人、また一人と順番が来て席を立っていく。

「あ、僕の番か」

　織音の整理券が赤く染まり、大きな字で番号が浮かび上がる。その番号の個室へ行けということだ。

「じゃあ、お先に」

「織音さん、先に帰らないでくださいね」

「うん」

　そう言って環と別れると、織音は番号の個室を探し出して、入った。




　大きめの公衆電話ボックスのようなサイズの個室には、クラシックな形の電話が置かれたテーブルとイスが一脚あるだけだった。

　織おり音ねは個室の防音を確認し、その上で防音魔法を自分でもかけると、受話器を握る。

「はい」

　数コールの後に、声が応えた。

「姉さん」

　織音の声も、思わず弾んだものになる。

「やぁ、織音。今日あたりが交流許可日だと思って待機していた甲か斐いがあったよ」

　ここに来てまだ一ヵ月も経っていないのに、姉の言葉を聞いただけでなんだかほっとした。

　かけたのは姉の携帯電話の番号だった。

　彼女が長い髪をかき上げて携帯電話を耳に当てている姿もすぐに頭に浮かび、口元がほころぶ。

　眩くら星ぼし綾あや音ねがすぐそこにいるような気持ちになる。

　だが、頰ほおを緩ませたのは一瞬だけだ。

「知ってたの？」

「ふふふ、姉の情報網を疑っているな」

「噓うそだね」

「ああ、噓だ。実は叔母さんの家に年間スケジュール表というものが届けられていてな。そこには交流許可日がいつかも書いてある」

「そうなんだ」

「叔母さんも織音と話したがっていたんだが、あいにくと予定が入ったらしい」

「忙しい人だからね」

「うむ」

　さて……いつまでも姉の声に浮かれてばかりもいられない。

　心を引き締めさせていく中で、姉の姿を思い出していく。

　忘れようにも忘れられない。

　毎朝、制服を着た姿を姿見で確認する度に思うのだ。

　これで髪が長ければ姉になれるはずだと。

　だけど、本当にそうだろうか？

　会えなくなったこの時間が、少しだけ織音に不安をねじ込んでくる。

　どうして、姉さんは？

「それで、姉さん。どういうつもりなんだ？」

　尋ねる声が、少しだけ震えたような気がした。

「どういうつもりもなにもない。織音が適任だから、君に任せるんだ」

「学校は姉さんが通う約束だろ」

　とぼけた様子の姉に、織音は怒鳴った。

　本当なら姉もこの学院にいて、二人でこの学院に忍び寄ろうとしている魔手と戦うはずだった。

　魔手を摑つかみ、その中に潜んでいる捜し人を見つけ出すはずだった。

　姉が学校に通い、織おり音ねは黒こく衣いに専念して、見つかりそうになれば二人で協力して……そういう話になっていたのに。

　だが、姉は来なかった。

　そして織音は一人、女の園に取り残されたような状態だ。

　環たまきという協力者が得られたことは僥ぎよう倖こうだが、いまだに安心できない。

「そのつもりだったのだけれど、無理になったのだからしかたがないだろう。君がやるしかないんだ」

「だけど……」

　姉の態度が我が儘ままな弟を諫いさめているように感じられて、織音は苛立ちが募る。

「それとも、母さんの思い出の地を荒らされていいのかね？」

「それは……」

「母さんの形見は君の手にある。もとより、君さえいればそれは可能だった。君には悪いけれど、わたしは必要なかったんだ」

「そんな言い方……」

　母さんの思い出の地を荒らす。その言葉に織音は顔をしかめる。

　織音が弱い部分を的確に突いてきた。

　だけど、それはずるい。その弱味は、織音だけでなく綾あや音ねだってそうなはずなのに、自分だけがその弱みの痛さを味わわされているかのようだった。

　そして、他の弱みも姉は的確に突いてくる。

「実は、医者に怒られた」

「え？」

「どうやら悪化したようでね。いまも病院だ」

「そんな……大丈夫なの？」

「大丈夫だ。病院にいる限りはね。織音も知っているだろう」

「そっか……うん」

　その言葉を出されたら織音にはもう、返せる言葉なんてない。

「そういうわけだ。無理をして織音の足手まといになることもない」

「わかったよ」

　姉が不調なのもあのときからだ。織音は納得するしかなかった。

「残念なのは、織音の制服姿が見られないことだな」

「姉さん！」

「ああ、きっとかわいいのだろうなぁ」

「やめてよ姉さん。もうずっとばれないか心配してるんだから」

　いまは少し慣れたといっても、いつばれるかわからない不安にもみくちゃにされる毎日なのだ。

「喋しやべり方だってどうしようかって悩んだし」

「それにしては、いつも通りの話し方だ」

「それは、環たまきさんがそのままの方がいいって」

　環に正体がばれたときに、相談してみたのだ。

　彼女の意見は、変に不慣れな言葉遣いをするよりはいまの方が良いというものだった。

「良い助言だ。わたしだって同じことを言っただろう。友人を得たのだな、よかった」

　姉の言葉が本当に織おり音ねを心配してくれているのだと感じて、顔が熱くなる。

「良い友人を得たのだね」

「まぁね」

「ふむ。しかし……」

「なに？」

「そもそも、君は女の子の服が似合うからね。問題など起きるわけがないよ」

「そんな、僕がいつも女装してたみたいに言うのはやめて！」

　悲鳴を上げる織音の耳には綾あや音ねの笑い声が聞こえてきた。

「君とはよく服を取り替えていたじゃないか。母さんが手伝ってくれて髪型まで揃そろえたら父さんでさえわたしたちを区別できなかった」

「幼稚園のときの話だろう」

「そうさ。楽しい時代の話さ」

「姉さん」

　姉のどこか超然とした様子は今も昔も変わらない。変わらないことに、あるいは織音は救われてきたのかもしれない。

「……守れば戻るというものではない。だけど、わたしたちはこれ以上、失うわけにはいかない」

「うん」

　姉の口調は変わらない。喜怒哀楽の全てを同じ調子で語っていく。幼い頃、姿を揃えれば確かに父さんはどっちがどっちかわからなかった。

　だけど、口を開けばどちらが姉で、どちらが織音かはすぐに当ててしまった。

　それぐらいに、姉の超然とした様は昔からだった。

　全ての感情を内に秘め、そしてどれだけの感情を内側で殺しているのだろう。

　幼稚園のスモックを着ていたときも、ランドセルを背負っていたときも、制服を着ていたときも……。

　そして、喪服を着ていたあのときも。

　姉の物言わぬ強さに弟はいつだって屈服させられてきたし、救われてきた。

　いまでも、そうだ。

「奴らはグリモアコートの秘密を求めて、わたしたちから大切なものを奪っていった」

「うん」

「たとえ戻らないとしてもわたしはそれを許すことはできない。報復は受けてもらわなければならない」

「うん」

　静かに、姉は言葉を積み上げていく。

「約束の刻には、必ずわたしもそこに行く」

「姉さん！」

「這はってでもそこに行くよ。約束する」

　そう。これが彼女の強さだ。

「わかったよ」

「それまでは、頼むよ、織おり音おん」

「……うん」




　電話を終えた織おり音ねは元のテーブルに向かっていた。

　顔は熱かったが、手は冷たかった。その手で頰ほおを冷やしながら歩いていく。姉との電話の余韻を誰にも悟られてはならない。

　顔を冷やすことに集中しすぎて、周りが見えていなかった。

　向かったテーブルは、意外な人たちに占拠されていた。

「あら、恋人にでも電話をしていたのかしら？」

　織音の顔を見て、彼女は先日と同じ微笑みで語りかけてきた。

　ぎょっとして立ち止まった。

「し、白宮様、紅宮様」

　二人の宮とその取り巻きたちが織音たちのいたテーブルを占拠していたのだ。

　まさか、彼女たちが強引にクラスメートたちを押しのけたとは考えられない。タイミングよく空いたところに彼女たちが来たのだろう。

　それに、クラスメートたちが譲ったのであれば、ここに戻ってくる織音を見つけて呼んでくれたに違いない。

「よろしかったら座られますか？　空いていますし」

「あ、いえ……一緒に来た友人を待ちますので」

　白宮の申し出を織音は慌てて断った。

　すでに織音に注目が集まっている。

　若宮杯になんて出てしまっているけれど、本当は目立ちたくなんてないのだ。集まる視線に、織音は内心で悲鳴を上げていた。

　そんな織音の内心が見透かされているのか、白宮の笑みにはどこか獲物を追いつめる獣のような雰囲気さえある。

「あら、でもまだそのお友達は戻ってきていないのではなくて？」

「え？」

「まっすぐにここに来られたでしょう？　それなら、この辺りにそのお友達はいたはずなのに、いまはいない。そうなのではないですか？」

「それは、そうですが」

「それならきっとお電話中なのでしょう。待っている間、わたしたちとお話ししませんか？」

　白宮の申し出に織おり音ねは躊ちゆう躇ちよする。

「しかし……先輩方のお邪魔をするわけには」

「あら、でもあなたは宮になりたいのでしょう？」

「え？　あ、はい」

「それなら、ここでわたしたちと語らってもおかしくないのでは？」

「それは……」

「そんな気概を見せて欲しいですね」

　絶えぬ微笑みの中には確かに邪気がある。試されているのではない。虫を捕まえた猫のような意地悪さを織音は感じた。

「眩くら星ぼし、白宮様は君に興味があるんだ。諦めた方が良い」

　紅宮が苦笑混じりにそう言う。

（あなたの側にもいたくないんです！）

　織音は紅宮にそう言いたかったが、もちろん我慢した。

　いつ気付かれるかという心配で、胃に穴が開いてしまいそうになる。

（でも、確かに白宮様の言う通りだ）

　織音は白宮の言い分を一部分だけ認めた。

　まだ決勝戦が残っているとはいえ、織音は若宮を目指して戦っている。

　若宮になるということは、白宮と紅宮の二人に仲間入りするということで、そうなればいまみたいに生徒たちの注目を浴びることが日常になると考えた方が良い。

　注目されるのが嫌とはいえ、もうその部分は受け入れないといけない。

（気持ち的に慣れないといけないし、その状況でどうやって行動するかも考えないといけない）

　内心、個人の寮という誘惑に負けて若宮杯に参加したのは失敗だったかもしれないと思ってはいた。

　だけど、もう始めてしまっているのだから、いまさら悔いたところでしかたがない。現状でのベストな行動を取るしかない。

　ここで負けてしまっても寮に対しての未練が残りそうだ。

　それなら、若宮となることを考えて行動した方が建設的だ。

「それなら、お邪魔します」

「はい、どうぞ」

　白宮は嬉うれしそうに織おり音ねに空いたイスを示した。

「眩くら星ぼし織音ちゃん、でしたよね？」

「はい」

「よかった。わたしは鍵かぎ崎ざき沙さ南なん、三年生で白宮を任されているわ」

「で、わたしが紅宮の鏡かがみ野のアリサだ」

「く、眩星織音です」

　織音も名乗り、頭を下げる。

　その動きがぎこちないせいか、白宮の微笑みは深みを増しているように思えるし、紅宮までもなんだか笑っているように見える。

（ああ、でも落ち着かない）

　二人の宮は、やはりそれぞれに美しい。

「眩星はどこで魔法を習っていたんだ？」

「え？」

「いや、君のような実力者なら、どこかで名前を聞いたことがあってもおかしくないと思ったからな」

「あの、母からなんですが」

「そうか」

　紅宮になにか気付かせてしまったのかとドキドキしたが、どうやらそういうことではないようだ。

　いや、そういう危機をさらっと流せるようにならないといけない。

「アリサちゃん、下級生にはちゃんを付けないと」

「白宮様、その慣習、どうにかなりません？」

　紅宮が顔をしかめる。

　この学院では、上級生は下級生を「ちゃん」付けで呼ばないといけないらしい。「さん」でも良いらしいのだが、「ちゃん」の方が正式だという。

「だーめ。慣習は大事なんです」

「はぁ」

　やりとりからして、紅宮は自分を「ちゃん」付けで呼ばれるのが嫌らしい。たしかに、凜りんとしてカッコイイ雰囲気の紅宮は、自身でもそのことを意識している様子はある。

「アリサちゃんも、できれば、わたしのことは白宮ではなくて名前で呼んで欲しいな」

「嫌ですよ」

「呼んでよ」

「なんでですか？」

　紅宮が訊たずねると、白宮はやや拗すねたような顔をする。

「だって、誰も名前で呼んでくれないんですもの。先生方さえも白宮で呼ぶから、私まで名前を間違えそう。テスト用紙に白宮って書いても点数をいただけるのかしら？」

「くれるかもしれませんね」

「わたしには、鍵かぎ崎ざき沙さ南なんって名前があるんです」

「知ってます。白宮様」

「もう！」

　紅宮のつれない態度に白宮が怒り、そこで紅宮が周りを含めて笑う。

「すまないね、眩くら星ぼし」

　きょとんとする織おり音ねに、紅宮が詫わびてきて慌てた。

「いえ、そんな」

「白宮様が言ってるからって名前で呼んだりしたらだめだぞ」

「は、はい」

「白宮様本人がよくても取り巻きが許さないからな。しかも生徒会長様だし」

「アリサちゃん、いけず」

「慣習というのは、本人ではなく周りが作っていくんだっていう好例ですね」

「もう！」

　やり返せたことを喜んでいるのか、紅宮は笑いを止めない。白宮も別に本気で怒っている様子はない。周りの取り巻きらしき生徒たちも落ち着いた雰囲気で二人のやりとりを見守っていたり、それぞれ会話に花を咲かせていた。
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　どうやらこれが、普段の彼女たちのやりとりのようだ。

　しかしそれで、織おり音ねも肩の力が少し抜けた。会話に参加することはあまりしなかったが、二人や取り巻きたちの話に楽しく耳を傾けることができるようになった。

　そんなときだ。

「そういえば、眩くら星ぼしは黒こく衣いを見たか？」

　不意に、紅宮がそう言ったので、織音は心臓を摑つかまれたような気がした。

　もちろん、その驚きは顔には出さない。

「え？　いいえ。噂うわさは、少しくらいなら」

「あら、織音ちゃん先日の騒ぎをご存じないの？」

　しまったと思った。

　天サ駆ン雷ダ神ーの件だ。自分が起こした騒ぎのことをうっかり忘れていた。

（うわ、ミスった）

　内心で汗だくになりながら、どうする？　どうする？　と必死に頭を動かす。

　言ってしまったことは覆せないのだから、この前提からどうやって相手に疑問を抱かせないようにするか、それを考えないと……

「すいません、ちょっと徹夜で勉強してたもので……」

「あら、だから昨日はあんなに眠そうだったのね」

「うん？　それなら起きてたんだろう？」

（しまった！）

　紅宮が首を傾げ、織音は選択を誤ったことに気付いた。

　だが、寝ていたと言えば寝不足なわけがなくなるわけで、このままどうやって押し通す？

（そうだ！）

　聞こえなかったと言えば良いのだ。

「……耳栓してたんです」

「耳栓？」

　織音の答えに二人の宮が目を丸くした。

「あの、外だと集中したいときはイヤホンして音楽聞いてたんですけど、ここだとそれができないんで……」

「ああ、それで耳栓ということね」

　白宮が手を叩たたいて納得し、紅宮も頷うなずいた。

「なるほど、イヤホンかぁ」

　そう呟つぶやいた紅宮は感慨深げな顔になった。

「そういえば、そんなものがあったなぁ。ここに来て一年しか経ってないのに、なんだか原始人にでもなった気分だ」

　携帯電話が使えないように、ここでは音楽プレイヤーなどの持ち込みも禁じられている。

　ただ、流行りの音楽を聞いたりそれらを演奏することが禁じられているわけではない。

　聞きたければ楽器を演奏するか、あるいは魔法で再現すれば良いということらしい。

「あら、アリサちゃん。それでは三年生のわたしはどうなるの？」

「それは、原始人の前ですから……」

「まぁっ！」

　白宮が頰ほおを膨らませて怒り、周りが笑う。

　それからは、話題が外での流行りのミュージシャンや俳優の話に移り、織おり音ねは芸能関係での質問責めに苦労することになった。

　それでも話題が黒こく衣いから離れたことには、ほっとする……

「ふふふ。でも、アリサちゃんの悔しがる姿は何度思い出しても微笑ましいわね」

　かと思ったのに、そう簡単にはいかないらしい。

「な、なんですか、それ？」

　思わず、聞いてしまう。心はやめろと言っているのに、口が勝手に動いてしまった。

「ふふふ、あなたは知らなかったみたいだけど、落雷騒ぎのときにね、アリサちゃんったら黒衣に逃げられたのよ」

　黒衣の話題に紅宮が嫌そうな顔をすると、逆に白宮は嬉うれしそうに笑みを深めていく。

　きっと、原始人の仕返しがしたくて話題を戻したに違いない。

　仲が良いというべきなのか、それとも悪いというべきなのか、二人の関係はなんだか難しいなと織音は思った。

（もうここは、聞きに徹して空気になろう）

　そう決めて、織音は自分が空気だと念じた。

　どうか、この空気に宮様方が気付きませんように。

「あいつ、逃げるばっかりで戦う気がない」

　白宮の邪気を無視して、紅宮はそのときのことを思い出して、むっつりと唇を尖とがらせている。

「きっと、彼女の敵はわたしたちではないのよ」

　そんな紅宮を白宮が慰めるのだが、もちろん紅宮はそれでは収まらない。

　収まらないことを承知しているからか、やはり白宮は楽しそうな顔をしていた。

「白宮様、そんなことはわかっているさ」

「そうね。学園に入りたがっている誰かさんたちを相手にしているのでしょうけれど」

　ふわりと現れた『誰かさん』という言葉に、ドキリとする。

（外界のことに鈍感みたいだけど、さすがにあのことまで知らないってことはないか）

　織音はドキドキしながらも、そのことがわかって、少しほっとした。

　黒衣のことを『目的不明の悪人』ではなく、『目的不明の謎の人物』だと思っているということだ。

　悪人ならどこまでも追われるけれど、敵意のない謎の人物なら手心を加えてくれるかもしれない。

　そうしてくれれば、織おり音ねだってやりやすくなる。

　そんな話にならないかと期待しながら、織音は二人の会話に耳を傾ける。

「だけど、それならわたしたちと協力すればいいとは思いませんか？」

「本当にねぇ。でも、わたしに黒こく衣いの考えがわかるわけないでしょう？」

「それはそうですけど。まったく、なにを考えているのか」

「うちの生徒なのでしょうけれど、あんな実力者が隠れているのですね。驚きです」

「二年、三年の実力はもう知れていますから、やはり今年の一年ではないのですか？」

「そうねぇ」

　そう言って、二人の視線が織音に向けられた。

　いきなり、自分の考えの甘さを見せつけられてしまった。

「ぼ、僕は違いますよ」

　自分に注がれた視線に、織音は慌てた。

「本当か？」

「ふふふ、織音ちゃんは将来有望そうですしね。疑われますよね」

「違いますってば」

　紅宮はじろりと睨にらみ、白宮は傍観者のごとく、一歩引いて微笑んでいる。

　織音は慌て続けるしかない。

「ええ、もちろん、信じてますよ」

　微笑みながらも白宮の視線はねっとりと織音に張り付いたままだ。

「白宮様、それだとまるで信じていないみたいですよ」

　意外にも、紅宮の疑いの視線はすぐに消えた。

　自分の疑いよりも、後輩が困っていることの方が優先なのかもしれない。

　だとすれば、ありがたい先輩なのだけれど。

「あら？　わたしは生徒会長として、生徒のみなさんを信じていますよ」

「さすが生徒会長」

「あら、信じていませんね？」

「いえいえ、生徒会長を信じない生徒は、ここにはおりませんよ」

「あやしい」

「はははは」

　そんな話をしていると、二人の手元にあった整理券が変色した。

　呼び出されたのだ。

「あら、同時ね」

「そうですね」

　二人が立ち上がり、織音も彼女たちを見送るために立ち上がった。

　ほっと胸をなで下ろそうとしていたら、いきなり白宮が振り返ったので、織音はまたも慌ててしまった。

「織おり音ねちゃん、ここはどうかしら？」

「え？」

　白宮の微笑みはいつまでも消えない。その笑顔は、なんとなく姉の超然とした態度に通じているものがあるなと思った。

「この学校よ」

　微笑みを絶やさず、織音に語りかける。

「閉じられた世界の、大和魔女だけの場所。外の世界と比べて、どうかしら？」

「……そうですね」

　織音は今日までのことを思い返してみた。

　まだ、たいして時間は経っていない。

　だけれど、ある程度の雰囲気を感じるぐらいの時間は過ぎた。

　その間に、織音は色んなものを見た。

　全体的に大正時代を想起させるようなクラシカルな建物たちには驚いたが、その中身は織音が知っている普通の学校の延長のような気がする。

　グリモアコートの授業を除けば、だが。

　しかし、そのグリモアコートの授業にしても織音が思うほど殺伐とはしていなかった。

　そして、それを学ぶ大和魔女たちも……。

「なんだか、別の時間にいるみたいです」

　織音の言葉に、白宮は意外そうな顔をした。

「別の時間？」

「すごくゆったりしているというか、外とはかなり違うというか」

　攻撃魔法が当たり前に存在する大和魔女の歴史を考えれば、もっと殺伐としているというか、もっと激しい場所であってもおかしくないように思っていた。

　だが、実際には、学院の空気はのどかだ。

　まるで、柔らかさで包まれているかのようなゆったりとした空気が、この学院を満たしているような気がする。

「すごく、不思議です」

　その言葉でどれだけ伝わったのかわからなかったけれど、白宮は満足したように頷うなずいた。

「それが、学長のお考えです」

「学長の……」

「そう。大和魔女の長にして、この学園の長でもある。あのお方の考えに大和魔女たちは従っています」

「そうですね」

　そうだ。

　入学式の日に受付で出会ったおばさんだ。

　入学式のときは姉が来ないということにもっと驚いていたのでなにも反応できなかったが、あのときの受付のおばさんが、学長だったのだ。

「あなたも一度、お話の機会を得てみるといいですよ」

「え？」

「学長はどなたでもお会いになれますから」

「は、はい」

　そう言い残すと、二人は行ってしまった。

　それからすぐに環たまきが戻ってきて、織おり音ねは交流館を後にする。

（そうか）

　帰りの道を歩きながら、織音は考えていた。

（直接、聞いてみるのもいいかな）





†　　　






　学長の住居は、教職員居住区の中央にあった。

　警備系統の魔法は入念に調べたが、他の場所とそれほど差はなさそうだった。外に対して強固な結界を維持している反動のように、中の警備はそれほど厳しくはない。

　同胞しかいないという甘えなのか？

「大人たちはどう思っているんだろう？」

　白宮たちも外側からの干渉を知っていた。それなら、大人たちが知らないはずがない。

　大人たちは、外の世界の動きをどう受け止めているのだろうか？

　それを確かめるためには、やはり学長に話を聞くしかない。

　なにより学長は、予言をした一人でもあるのだから。

　黒こく衣い姿の織音が降り立ったのは学長宅の屋根だった。

「さて、どこから……」

「お客様は、玄関から入るものよ」

　侵入路を探そうとしていたそのときだ。

　いきなりの背後からの声に、織音は背中が凍った。

　慌てて振り返れば、そこには小さな蝙こう蝠もりが羽ばたいている。

　同時に、足下でドアの開く音がした。

「さあ、どうぞ」

「……どうも」

　すでに見つけられていたのだ。

　織音はざわめいた気持ちを静めると、玄関前へと降りた。

　両開きのドアは織音を迎え入れている。中では二足歩行の猫がランタンを持って織音を出迎えていた。長い二股のしっぽが印象的だ。

　蝙こう蝠もりにしてもこの猫にしても、学長の使い魔だろう。

　魔法使いの目となり手足となるのが使い魔だ。警備のチェックには、この使い魔たちのことも念頭に置いていた。

　それなのに、蝙蝠の目をかいくぐることに失敗した。

（やはり、学長ともなれば一筋縄ではいかない）

　器用に二足歩行する猫に案内されながら、織おり音ねは高まる緊張を押え込もうと必死だった。

　案内されたのは、客間なのだろう。外に面した部分には大きなガラスが張られ、学院の夜が一望できた。

　学院の夜を背景に、ティーテーブルに座った学長は優しい笑みで黒こく衣いの織音を出迎えた。

「いらっしゃい」

「……夜分に失礼します」

「よいのですよ。あなたの立場で昼間に堂々と、というわけにはいかないでしょう」

「ありがとうございます」

「こちらこそ。それよりも、こちらにおいでなさいな。お茶でもいかがです？」

「はい」

　促されるままにテーブルに着くと、案内してきた猫がそのまま給仕をし、紅茶が出された。

　短い前肢と頭を使ってトレイを支え、長い二股しっぽを駆使して紅茶を淹いれる様に危なげはなく、むしろ優雅だった。

「いつからわかっていましたか？」

「ふふ？　お庭に入ってからですよ。さすがですね。驚きましたよ」

「そうは見えませんけど」

　実際、学長の態度からは驚きも警戒心も窺うかがえない。

　彼女が浮かべている笑みは、白宮の微笑みよりも深い。

　それだけに彼女の奥底にあるものも、まるで読めない。

「長く生きていますとね、ほとんどのことに慣れてしまって、あまり驚けないのですよ」

　その言葉が本当なのかどうか。

　いや、それよりも……。

「ですが、そんなことが聞きたいわけではありませんね」

「はい」

「あなたの活躍には感謝しています。他組織からの干渉から、私のかわいい生徒たちを守って下さっていますから」

「いえ……」

「外の状況も知っています。緊迫した状況ですね。この国の未来がかかっているやもしれません」

「……はい」

「彼らの狙いもわかっています。グリモアコートの秘密ですね」

「そうです」

「この国には様々な魔法の様式が流入し、あるいは興り、そして発展と衰退を繰りかえしてきました。その中で、知識と触媒と道具を兼ね備えた万能魔法具は、グリモアコート以外には存在しません」

「はい」

「万能魔法具であるグリモアコートは、あるいはこの先に起こるであろう魔法の乱れに耐性があるかもしれない。そう期待されていることも知っています」

　やはり、知っていた。

　織おり音ねは、学長の次の言葉を待つ。

「グリモアコートの秘密は、コートそれ自体を調べてもなにも得られません。ゆえに、彼らはここに手を伸ばさなくてはならない、それもまたわかっています」

　グリモアコートは個人の手で作ることはできない。

　それができるのは、唯一、この学院だけだ。

　故に、グリモアコートの秘密はここにある。

　だからこそ、狙われている。

　だけど、強固な壁を越えることよりも簡単な方法があるのではないか？　そう考える人たちはいるし、外の大和魔女を狙う人々の数は決して少なくない。

　そうして、狙われた大和魔女の中に、織音の母がいた。

（それなのに、あなたは……）

　織音は次の言葉を求めて学長を睨にらんだ。

「ですが、あなたも私の生徒であるはずです。できれば、危険なことはやめて欲しい」

「では、どうなさるおつもりです？」

　そうじゃない。そういうことではない。織音は叫びたかった。

「あなたは、なにもしないつもりですか？　外の大和魔女に対して、なんの意思も示さないつもりですか？」

　外に向けて、この学院はなんの意思も表わさない。

　そのことが結果的に、外の大和魔女を見捨てていることになっているのだと気付いていないのか？

　学院しか頼るもののない外の大和魔女たちを危険な目に遭わせているのだと気付かないのか？

　そのために織音の家族がどうなったか、知らないのか？

（おまえのその態度が！）

　そう叫びたかった。

　だが、必死に堪える。

　学長に怒りをぶつけるために潜入してきたわけではない。

「それで、どうするつもりですか？」

　織おり音ねの問いに学長は笑みを消し、答えた。

「あちら側からの偵察魔法を放置しておくわけにはいきません。こちらも気付いていない結界の齟そ齬ごを見つけられてしまうかもしれない。もしも結界を破られたら、この学院の独立性は失われてしまう。大和魔女は立場を求められることになる」

「では……？」

「放置はできません。対策はありますし、いざとなれば、私が結界を出れば済みます」

　対策というのは、織音が行った塔や出くわした土佐犬のことだろう。

　学院に対して放たれた偵察用の魔法への対策はすでに出来ているということなのだろう。

　しかも、状況がそれだけで済まなくなれば、学長自身が学院から出るという。

「それは、交渉ですか？　それともグリモアコートの秘密を？」

「さて、どうなるのでしょうねぇ」

「そんな言い方……」

　茶飲み話のように笑う学長に織音は不安になるが、彼女は動じない。

「相手に交渉する気があるのかもわかりませんしねぇ」

「……違う」

　学長の捉えがたい態度に、織音は苛立ちが爆発しそうになっている。

「そんな最後の策みたいな話が聞きたいんじゃない。僕は……」

　どうして、外の大和魔女を無視する？

　外界の勢力がグリモアコートの秘密を狙って活動している。そのことは生徒である二人の宮だって知っていることだ。学長や教職員などの、ここにいる大人たちが知らないはずがない。

　その証拠に、学長は知っているといま喋しやべったし、学院にはそれ用の防衛策が施されている。

　それなのに、どうして外の大和魔女たちを無視する。

「どうして、守ってくれなかったんだ！」

　ついに堪えられなくなり、織音の気持ちが溢あふれた。

「やはり、あなたは私を恨んでいるのですね」

　そんな織音に動じることなく、学長はそう言った。

「あなたのそのグリモアコート、覚えがあります。そうですか、彼女は、亡くなったのですね」

　ようやく学長の表情が変わった。微笑みは失せ、視線はテーブルに落ちた。

「優秀な生徒でした。活動的で、みんなに愛される子でしたね」

「っ！」

　そう言われた瞬間、織音は頭の中でなにかが爆発したのを感じた。

　グリモアコートから自分の正体がバレるのではないか？　そんな危機感は一瞬でかき消えた。

「過去にするな！」

　織おり音ねの叫びが周囲の空気に波を生み、ドアの側に直立して控えていた猫が跳びはねて驚き四足で走って逃げていった。

「復ふく讐しゆうが望みですか？」

　静かな瞳が織音を見据えている。

　底の知れない視線に、織音はゆっくりと頭を振った。

「あなたを恨んでいる。でも、復讐したいのは、あなたじゃない」

「犯人捜しにこの学院を利用するつもりですか？」

「……そうだ」

「犯人を追うということは、その人物だけを追うということにはなりませんよ。犯人の背景にある組織までも相手にするということです」

　厳しい表情を見せる学長に、織音の怒りは増すばかりだった。

「それなら、あなたはなにをするんだ？　外では他の大和魔女だって狙われているかもしれないのに」

「私は、常夜坂女学院の学長です」

　学長はそう言った。

「この学院の生徒を育て、守ることが、わたしの責務です」

　続いた言葉に織音は氷を吞のんだような冷たさに襲われた。

「この場所を守ることもそうです」

「……外は知らないと？」

「そう責められても、仕方がないということです」

「ふざけるな！」

　再び叫ぶ。様子を覗のぞいていた猫がまた逃げていくのを見て、織音は少しだけ罪悪感を覚えた。

　学長は笑みを消し、厳しい表情を続けている。

　彼女の背後は一面のガラスになっており、そこから学院の夜が一望できるようになっていた。抜けるような星空のそこかしこに赤い染みのようなものがある。散光星雲と呼ばれるものに似てはいるが、他の星の配置は織音が知っているものと同じなのに、それらだけが独自性を主張するかのように各所に大きく配置されてあって、なんだかちぐはぐだ。

　だが、その赤い染みが、星ではなかったら？

　おそらくあれは、偽装された空の向こうから滲にじみ出した亜空間の原色だ。

　この巨大な空間を引き継ぎ、維持する者……それが常夜坂女学院学長、種子島千代だ。

　学長に課せられた責任が背後で視覚化されているかのように感じられて、織音は圧倒される。

「できることなら、あなたにも普通の生徒としてこの学院での三年間を送って欲しいのですけど」

「そして、卒業して、外で殺されろと？」

「…………」

　もう、織おり音ねは怒りを爆発させることさえ、しなかった。

　大きく息を吸い、吐く。体内で淀よどんだ様々な感情を全て排出し、残った感情で学長を見返す。

「おとなしくするつもりはないということですね？」

　帽子で顔は隠れているはずなのに、学長に織音の決心は読み取られてしまった。

「あなたがなにも変わらないのなら、僕だって変わらない」

「仕方がありませんね」

　なにかされるかと緊張したが、そんなことはなかった。

　学長の視線が動き、その先にいた猫が慌ててドアを開く。

　かしこまったその姿勢は、織音を導いているようだ。

「……このまま、僕を帰すつもりか？」

　ここに来ると決めたとき、織音は学長の手で捕まる可能性も考えていた。

　それなのに、捕まえるどころか、なにもせずに織音を帰すという。

「あなたの意思がどうであれ、あなたはこの学院の生徒であり、そして私は学長です」

「…………」

　あくまでも自分の立場を崩さない学長の態度に、織音は引き下がるしかなかった。

　黒こく衣いであることを止めるように言わないだけ、あるいは温情を受けたのかもしれない。そう考えることもできた。

　だけど、それだけでは織音は満足できなかった。

「くそっ」

　教員の居住区画を抜けると、織音は追跡系統の魔法が付着していないか、自分を徹底的に調べた。

　出された紅茶も飲んでいないし、会話からの呪術干渉も受けていない。そのことに安あん堵どしつつも、これもまた学長の余裕なのかと思うと、苛立ちはさらに募っていく。

「なんで……」

　そう呟つぶやいたものの、織音はその後に続く言葉が出なかった。

　なんで？　なぜ？　その後、なにを言いたかったのか、誰に言いたかったのか？

　学長になにかを言いたかったのか？

　それとも、自分に言いたかったのか？

　なんで、学長に会いに行こうなんて思ってしまったのか？

　いいや、そんなことはもう、どうでもいい。

　ただただ、目的を遂行すれば良いだけだ。

　父を殺し、母を殺し、あのときあったものを台無しにしていったあの男を見つけ出す。

　それこそが、織おり音ねがここに来た目的なのだから。

「負けて、たまるか」

　言葉にならなかったものを嚙かみ潰し、織音は前に進むだけだと心に決めた。





幕間──彼女の違和感──




　鈴すず火びルカは一人で目覚める。

「…………」

　ベッドは二つあるが、鈴火しかいない。同居人の予定だった生徒が入学しなかったのだ。

　大和魔女と、一般の高校……二つの選択肢に悩み抜き、最後に一般の高校を選ぶ。

　そういうことは、珍しくないことだと部屋に案内されたときに寮の人に教えられた。

　そう、珍しくもないこと。

　鈴火は心の中でそう呟つぶやき、朝の支度を始める。

　顔を洗い、顎の辺りで切りそろえたおかっぱ髪を櫛くしで整え、制服に着替える。

　二つのベッドと二つの机。

　入学して、まだそれほど時間が経っていない。

　気が付けば、鈴火の視線はそちらに向かっている。

　使っていないベッドと机を見てしまう。

「邪魔だな」

　不意に鈴火はそう呟いた。

　なかったら、こんなことも思わないのに。





05　最善の選択




「大和魔女が戦国時代の表舞台に現れるようになったのは石山合戦からです。これは織田信長と一いつ向こう一いつ揆きとの争いですが、このとき、一向一揆の中にはいわゆる僧兵と呼ばれる戦闘に優れた仏教系術者が多く所属していました。この者たちに対抗するために、織田家は大和魔女を保護し戦いへと赴かせたのです。いまだヤマトルーンの完成していない大和魔女は直接的な戦いは不得手でしたが、長期化するこの戦いの中で戦闘法を開発することとなり、問題は解決していくことになります」

　そわそわとした空気が教室に満ちているような気がした。

　もしかしたら、本当に気のせいなのかもしれない。

　だけど、織おり音ねの頰ほおに複数の視線がちらちらと当たるのは決して気のせいではない。授業中でもお構いなしで、こそこそとした話し声も聞こえてくる。

　ざわつく空気を教師が優しくたしなめても、すぐに元に戻ってしまう。教師の方もムキになって静めようという気はなさそうで、苦笑気味に「ほどほどに」と零して終わってしまう。

　きっと、教師にとってこの光景は毎年のことなのだろう。

「みんな、明日の決勝戦が楽しみなんですね」

　休憩時間。環たまきは嬉うれしそうに言うけれど、織音は複雑だった。

　織音はそちらを見る。

　壁側の列の後ろ側に彼女はいる。

　鈴すず火びルカだ。織音の席は廊下側の列にあり、クラスメートたちは二人の間で視線を巡らせている。

　環の言う通り、教室のみんなは明日の決勝戦を楽しみにしているのだろう。

　だけど、クラスメートたちが織音のところへ声をかけに来ることはなかった。

　同じように、鈴火のところに向かうクラスメートの姿もなかった。

「気を使ってくれてるみたいだね」

　織音がそう言うと、環はむっつりと黙ってしまう。

　鈴火のことが話題にひっかかると、環は妙に機嫌が悪くなる。

　そのことも不思議だけれど、織音は鈴火のことも気になった。

　前回の準決勝でも鈴火は織音と同じように余裕の勝利を飾ったようだった。

　織音はおめでとうと言われたり声援を送られたりしたのだが、鈴火のところにはそういう人たちはいなさそうだった。

　嫌われているというわけではないと思う。

「人付き合いは苦手そうかな」

　そんな印象だ。

「そうですか？　でも、なんだか嫌な目で織おり音ねさんのことを見てる気がします」

「そんなことはないよ」

　拒絶反応のような環たまきの態度を宥なだめ、織音は鈴すず火びを見た。

　目が合った。

　鈴火は驚いた顔をしてすぐに目をそらす。

　そのときの表情に、環が言うような悪意があるとは、とても思えない。

「鈴火さんと話がしてみたいんだけどな」

「ええ？」

　以前の魔法陣の件もある。彼女の真意を聞いてみたかった。




　だからといって教室でいきなり話しかけても鈴火の真意を聞けそうな気はしない。

　羽良のときと同じようなことをしたら、逃げられるか話がややこしくなる。

　そんな気がしたので、織音は鈴火が一人になるタイミングを待った。

　チャンスは昼休憩にやって来た。

　みんなが食堂に行く中、鈴火だけが別の方向へと向かっていく。

　あちらには、売店がある。

「あ、織音さん」

「ごめん、今日は別で」

　環にそう声をかけ、織音は鈴火の後を追ってみることにした。

　生徒のほとんどは朝昼夜の食事を食堂で済ませることになるのだが、中には外でという人もいるし、自分で作るという人もいる。普通の学校のように放課後にはクラブ活動に勤いそしむ生徒もいるので、そういう人たちのための売店というものもある。

　売店でお昼を買うのは予想通りだったが、そこから先は未知数だ。織音も売店で同じように昼食を買うと、尾行を続ける。

　鈴火は織音には気付いた様子はなかった。

　彼女は売店の後は校舎から離れる道を選んで進んでいく。

　その先にはなにがあったかな？

　織音が地図を思い出そうとしていると、鈴火はひょいと道を外れた。

　そちらには林がある。道沿いは花を散らした桜が並んでおり、鈴火は散った桜を避けるように歩きながら、どんどんと林の奥へと入っていく。

　林の先にはなにかあったかな？　いや、思い出せない。施設はなにもなかったはずだし、林の中にも公園はなかったはずだ。

　首を傾げつつも織音も林の中へ入っていく。落ち葉はほとんど掃かれていて、足音を気にする必要はなかった。

　鈴火はどんどんと奥へ向かっていき、織音はその背中を追いかける。

　もしかしたら内緒の公園なり、四阿あずまやのようなものなりがあるのかもしれない。

　それぐらいに思っていたのだけれど、真実はもう少し驚きの成分が強かった。

　不意に、鈴すず火びの姿が消えた。

　気付かれていたのか？　そう思って慌てて消えた辺りに行ってみて、すぐにそれに気付いた。

「これ？　ゲート？」

　並んだ二本の木に模されたゲートが置かれているのだ。調べてみたが、ゲートは生きている。

　少しだけ考えて、織おり音ねもゲートをくぐってみた。

　ゲートの先には広い視界があった。

　雲が近い。地面はすぐに途切れて空と同化していた。

　この浮テ遊ー大ブ地ルはかなり狭い。舗装された地面の他には中央に一際立派な樹木があり、それを囲むようにしてベンチがある。

　高台にある公園。そんな雰囲気がここにはあった。

「こんなところがあるんだね」

　織音は思わずそう言った。

　先に来ていた彼女は、その声で振り返った。

　鈴火だ。彼女は浮遊大地の縁を囲う背の低い塀で頰ほお杖づえをするようにして外を眺めていた。

「え？　あ」

　鈴火はわけがわからないという顔をしている。

「こんにちは」

「こ、こんにちは」

　彼女の動揺を無視して、織音は笑顔で挨拶をした。慌てて返事をした彼女は、それから徐々に状況を理解してきたようだ。

「よかったら、一緒に食べない？」

「……いいけど」

　尾行されたことに気付いただろう頃に織音はそう言った。鈴火は疑わしげな目をしていたのだけれど、視線をかわすように頷いた。

「ありがとう」

　織音がそう言うと黙ったまま頰を赤らめた。

　織音は彼女の隣に行くと、売店で買ったものを塀に置いた。買ったものは紙パックのジュースにサンドイッチだ。鈴火も同じものだった。

　黙々と包みを開いて食べ始める鈴火に、織音も同じようにした。

　この浮遊大地は校舎のある中央浮遊大地を見下ろす位置にあった。広い中央浮遊大地を一望できる高さには、心が軽くなるような爽快感と足が痺しびれそうな怖さがあった。

　鈴火の視線が頰にちらちらと当たるのを感じながら、織音はサンドイッチを囓かじり、中央浮遊大地を見下ろし、施設の配置が地図と同じかどうかを確認したりもした。

　サンドイッチを食べ終えたときにはそれにも飽きた。高さに慣れてきて織おり音ねは塀に挟まるようにしてある小石を見つけて、指で弾いてみた。

　小石は宙に投げ出され、そして落下していく。

　このまま落ちていくのか、織音は小石の行く末を見守ってみた。

　小石はしばらく落下した後、ふいに重力を無視して上昇すると織音の頭上を越えて公園に落下した。

　試しにもう一度やってみたが、小石は同じように織音を越えて公園に戻る。

　落下事故の防止措置はしっかりしているようだ。

　ふと隣を見ると、鈴すず火びは指先で小石をいじっていた。迷いを見せて指先で小石を転がしている。

　織音と目が合う。織音は笑顔で頷うなずいた。

　鈴火はためらいながら指で小石を弾いた。二人してその行く先を見守り、跳ね返ってくるのを確認した。

　小石が描いた高い放物線を、鈴火は子供のように表情を輝かせて見上げていた。

　だけどそんな興奮は長く続かず、鈴火は織音の視線に気付いて真っ赤にして顔を伏せた。

「猫、好きなの？」

「え？」

　話しかけると、鈴火は驚いた顔で織音を見た。

「試合でも召喚するし、この前の」

　それとなくこの間の魔法陣の話を示す。

「うん」

　鈴火は控えめに頷いた。

「そうだよね。そうじゃないとわかんないよね」

　織音は何度も頷いた。

「ヤマトルーンだとマセンシア版より平賀版の方が猫と相性良いのが多いよね。あれはなんでだろう」

　まだ警戒されているのかどうなのか、昼休憩の時間は限られている。織音はこのまま話をしてみることにした。

　魔法のことでなら、彼女と話ができそうな気もした。

「平賀源内が、猫好きだったとか」

　ぶっきらぼうなその言い方は恥ずかしさの裏返しにしか聞こえなかった。

「あはは、それはあるかも」

　平賀版を開発した平賀源内が本当に猫好きかは知らないけれど、猫に対して相性の良いルーンが多いことは確かだと思う。

　織音の反応がよかったのか、鈴火は俯うつむいていた顔を少しずつ上向かせていった。

「あと、たぶん、平賀版の方が刺々しくない。マセンシア版は荒削りだから」

　鈴すず火びの補足説明も織おり音ねには納得できるものだった。

「力は強いけどね。うん、繊細さだと平賀版かな」

「だよね」

　顔があがって、鈴火の明るい顔を正面から見ることができた。

「それ、どうしてあのときに話してくれなかったの？」

「え？」

「休憩時間の質問されたとき」

「…………ごめん」

　鈴火の顔から明るさが瞬く間になくなり、織音は悪いことをしたような気になる。

　あえて聞くのは、もしかしたら酷なことなのかもしれない。だけど、織音としても聞かずにはいられなかった。

「僕はいいんだけど。でもなんだかさ……彼女は僕が一人で考えたと思ってる。手柄を独り占めしたみたいで、なんか、ね」

　自分がやったことではないことで感謝されるのは、なんだか卑ひ怯きようなことをしたようで落ち着かないのだ。

「だって、感じ悪いじゃない？」

「え？」

　鈴火の返答は織音には予想外だった。





[image: ]





「あそこで、いきなりそれ違うなんて、言えないよ」

「そうかな？」

「そうだよ。しかも、眩くら星ぼしさんの言うことが間違ってたわけでもないし、彼女は眩星さんと話したかったんだし」

「そうかな？　僕はそうは思わないけど」

　まさかあのクラスメートが自分と話したいと思っていたとは考えもしなかった。

「そうだよ」

　強情にそう言うが、織おり音ねは納得しない。

「彼女、単純に猫が好きなんだと思うよ。鞄かばんにも猫のストラップとか付けてるし」

　それに気付いたのはあのときではなく、その後のことだけれど、あのクラスメートをそれとなく観察していれば猫の絵が入った物をたくさん持っていることにはすぐに気付けた。

「たぶん本当は、鈴すず火びさんに質問したかったと思うな」

　織音の言葉に鈴火は驚いた顔をした。

「なら……」

「でも、僕の方が質問しやすかった」

　あまり嬉うれしくはないけれど、あのときは織音の方が目立っていたし、それだけ話しやすかったのだろうと思う。

「それだけなんだよ」

　それだけだ。

　ほんのすこし、なにかが違えば結果は違っていた。そんなことはよくあることだ。

　あのときああしていれば、こうしていれば……そんな風に後悔したことはたくさんある。だけど、その最初のときはいつだって突然にやってくる。そのときに最善の選択肢を選べる状況が常に揃そろっているとは限らない。

　あのクラスメートが猫好きだって最初からわかっていたら、鈴火のところに一緒に質問に行くという選択を採れたかもしれない。

　……もっとはやくグリモアコートを学んでいたら、学院に来ることもなかったかもしれない。もしかしたら姉が来ていたかもしれないけれど、そのときはきっと幸せな学院生活を期待してのことだろう。

　いまみたいな使命感はきっと持っていなかった。織音も普通の高校に通っていたことだろう。学院の中なんて見ることは永遠に来なかっただろう。

　だけど、そんなことにはならなかった。

　そして、そんなことには、もうできない。

　小さな失敗も、大きな後悔も、全ては最初に選択を誤っていたから起きている。

「そうだよ。それだけだ……」

　他の記憶を掘り出していた織音は、はっとして前を見た。

　さっきの言葉は織おり音ねのものではない。

　鈴すず火びの口からでたものだ。

「鈴火さん？」

　いつのまにか、鈴火の顔からは明るさが消え、暗いものが支配していた。据わった目が織音を見ている。

　いや、あれは別のものを見ているのかもしれない。

「わたしがもっと早く決断できてたら、わたしが千ち輪わさんをたすけられてたのに。わたしにもっと勇気があれば、あの子に召喚陣の助言ができてたのに。わたしがもっと堂々とできてたら、クラスのみんなにちゃんと期待されたのに。わたしがもっと明るければ、わたしにも友達ができてたのに」

　吐き出された言葉の熱に織音は息を吞のんだ。熱くはない、むしろ冷たい。冷たすぎて痛いぐらいの感情がその言葉にはこもっている。

　あのとき、ああすればよかった。こうすればよかった。そんな後悔が積み重なっている。なりたい自分が別にあった。そんな感情が暗く重く積み重なって生まれた冷気が、織音の全身を包もうとしているみたいだった。

「わたしにもっと、わたしにもっと……いつだって、わたしは、なにかが足りないんだ」

「鈴火さん……」

　吐き出される後悔の熱は織音を巻き込みながら、その実、鈴火自身を焼き尽くそうとしているようだった。凍らせて、粉々にして、溶かしてしまいたがっているようだった。

「だから、わたしは、眩くら星ぼしさんには、負けたくない」

　鈴火は、そう言い放つと塀を押しのけるようにしてそこから離れ、そのままゲートに走っていった。

　ゲートに消えていった鈴火を見送ったままでいると、中央の樹木の影からおずおずといった様子で環たまきが姿を見せた。

　織音は驚かなかった。彼女が織音の後を追っていたことは気付いていた。

「織音さん。あの……」

　バツの悪い顔をして、環が立ち尽くしている。

「聞いてたよね？」

「は、はい。あの……」

「鈴火さんは、あのとき、困ってた環さんをたすけたかったんだ」

「は、はい」

　あのときというのは、羽良とのときのことだ。織音も気付かなかったが、鈴火も環を助けたかったのだろう。

　そういう人は、きっと他にもいたと思う。正義感は誰にだってある。織音が特別なことをしたわけではない。

　その中で一歩早かったのが織音だったというだけにすぎない。

「そう。僕が早かったのも偶然なんだ」

「織おり音ねさん？」

「だから、彼女を嫌わないで欲しい」

　なにか、言葉が出かけた。織音はそれを寸前で吞のみ込む。

「で、でも、あの……織音さんのことを……」

　織音の雰囲気になのか、それとも言葉の意味になのか、環たまきの声は戸惑っていた。彼女の顔は見えなかった。

　なぜだか、織音の中ではグルグルとなにかが渦巻いて視界を覆っていた。グルグルの正体はなんなのか。

　暗い感情なのか、眩暈めまいなのか、嘆きなのか、ただの混乱なのか。

　忘れようとしていた、昨夜の学長とのやりとりがいまになって頭の中を占めようとしている。

　さっきまでの鈴すず火びとのやりとりの中に、思い出させるきっかけになるようなものがあっただろうか？

「それは、僕と彼女の問題だよ」

「うぅ……」

　言葉を詰まらせた環の泣きそうな顔が想像できて、罪悪感が棘とげを刺す。その傷みが織音の暗い考えを加速させる。

　加速した先で辿たどり着いてしまった答えに、織音は愕がく然ぜんとした。

　学長と会ったのもそうだ。

　鈴火とわかり合いたいと思ったのもそうだ。

（僕は味方を欲しがっている）

　気が付いてしまった。

　ここに来るまでは、鈴火と話をするまでは、ごく自然に彼女とわかり合いたいと思っていた。

　だけど、鈴火に隠されていたものを見せられて、織音の心も予想外のところを衝かれてしまった。

　その部分から溢あふれてきた感情が織音を気が付きたくない答えに導いてしまった。

　こんなはずじゃなかったと言いたいのは織音だって同じだ。

　どこかでなにかが違えば、大和魔女の集う学院に潜り込むなんてことになることもなかった。

　復ふく讐しゆうなんて考えなくても良かった。

　こんなところで、一人になることもなかった。

　後悔が身を焼く傷みは知っている。取り戻せない過去の重さに押し潰されそうになったことだってある。

「こんなはずじゃなかったなんて……」

　言いかけて、空を見た。泣きたくなった。過去が胸を押し潰し、目頭を熱くさせた。

　もういい。

　とにかく、この馬鹿げたことを終わらせよう。

　若宮にでもなんでもなって、それでしばらくはおとなしくしていよう。

　そして、ここに来た目的に集中すればいい。

　グリモアコートの秘密を狙う覗のぞき屋どもを倒して倒して倒し続けていればいい。

　そうすれば、母の仇かたきは、いつか必ず、この地に現れる。

　その日が来るまで、織おり音ねはこの地で戦いを続けるのだ。

　そうしている方が、色んな後悔を忘れていられる。
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　三度目ともなれば、このざわめきに囲まれる感じにも慣れてきた。

　若宮杯、決勝戦の時間が近づこうとしている。魔道館にやってくる人々の列は前回よりも多いように思えた。

　織音は、すでに選手が集合する場所に来ていた。

　係の人たちから少し離れた場所で壁を背にして座り込んでいる。

　試合に向けて集中しているのだ。そう思われているのか、織音に話しかけてくる者はいない。

　鈴すず火びもすでに来ていて、織音とは離れた場所でやはり集中している様子だ。

　しかし、織音の頭にはいま、試合のことはなかった。

　いまの織音は、自分の側にいない彼女のことで頭を抱えていた。

　環たまきだ。

　ずっと織音の側にいた彼女が、今日はいない。

　いまだけではなく、朝の登校でも一緒にはならなかったし、授業後の休憩時間にも話しかけてくることはなかった。

　視線が合うと、暗い顔で目をそらされてしまった。

　原因は考えるまでもなく、昨日の一件だろう。

「もう、なんで……」

　冷静になるとまた後悔してしまう。

「なんであんなことを言っちゃったんだろう？」

　環に対して、突き放すように言ってしまった。

　そんなことしなくても良かったのに、やってしまった。

　気持ちが落ち着いていないんだ。

　そんなことをしてしまった原因を探せば、そういうことになってしまう。

　色々と混乱して、自分でもどうしていいかわかっていない部分がある。

「ああ、もう……」

　後悔が、織おり音ねの気持ちを暗い場所に引きずり込もうとする。

　しかし、頭を抱えてばかりもいられない。

　頭を上げると、係の人が時計を確認してなにかを話し合っている。もうすぐなんだなと思っても、まだ立ち上がる気にはなれなかった。

「どうしようかな」

　思わぬところでつまずいてしまった自分の感情に困惑していると、織音は見てしまった。

　通路の向こうから小走りでやってくる姿がある。

「環たまき……さん」

　彼女がやってきていた。

　どこから走ってきたのか、彼女の肩はすごく上下していて、足は絡まりそうになっていた。

　呆ぼう然ぜんとしながら立ち上がった織音の前に立ったときには、そのまま座り込んでしまうのではないかと思えた。

「あの、織音さん」

「どうして……？」

　息の上がった真っ赤な顔で、環は「へへへ」と笑った。

「あの……やっぱり、織音さんを応援、したくて」

　きれぎれの息で、環はそう言った。

「それに……羽良さんたちに、心配されちゃいまして」

「え？」

「喧けん嘩かしたのなら仲直りしなさいって」

　そう言われた途端、織音は目頭が一気に熱くなった。

「うっ……環さん、ごめんね」

「いいえ、いいんです」

「でも……」

「色々ありますから、笑ってばかりもいられませんよね」

　環の言葉に織音はなにも返せなかった。ただただ、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　自分でも意外なほど、環の存在に助けられていたんだということを思い知らされたような気分だった。

「だから、こういうときに支えることができるのが友達なんだと思います」

　環のその言葉で、織音は頭を叩たたかれたような衝撃を覚えた。

「だ、大丈夫ですか？」

　膝から崩れ落ちそうになっている織音に、環が驚いた顔をする。

「い、いま……」

「はい？」

「いま、環たまきさん、すごいこと言ってくれた」

「え？」

　環はきょとんとして、わかっていない様子だ。

　だけど、すごく大事なことだ。

『友達なんだと思います』

　環は織音の正体を知り、そして協力してくれた。グレムリンは、彼女がいなくては追いかけられなかった。

　若宮寮のことを教えてくれたのも環だ。

　環は、ごく自然に、あたりまえに織おり音ねのためになることをしてくれようとしている。

　あるいは、そんな彼女の存在が織音に味方を欲しがらせたのかもしれない。

（いや、違う）

　環がいなくてもきっとそうしていた。

　黒こく衣いとしてもっと自由に動けるように学長を味方に付けようとしていた。

　大和魔女の知識を語り合える友達が欲しくて、鈴すず火びに近づいていた。

　そして躓つまずいた。

　だけど、大丈夫なんだ。

（それでも側にいてくれる友達が、ここにいる）

　環がここにいてくれる。

「ありがとう」

　相変わらず、よくわかっていない顔をしている環に、織音は言った。

「そんなことより、決勝戦です」

　環が織音の手を握ってくる。

「織音さん、がんばってくださいね」

「うん、ありがとう」

　心が軽くなってきた。自然と笑顔が零れ出て、環も同じ笑みを浮かべた。

「もうすぐ移動します」

　係の人の声に最初に動いたのは、鈴火だった。

　足早に会場へと向かっていく鈴火を、二人で見送る。

「じゃあ、僕も行くよ」

「あっ、待ってください」

「え？」

　行こうとした織音を環が引き止めた。
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　試合の舞台は魔道館の中央に作られていた。

　その代わりに壁の仕掛けが動いて観客席が増やされていた。

　それでも満席に近い状態だ。

　観客席からの視線は織おり音ねと鈴すず火びの二人にのみ注がれる。

　腹部に生まれる緊張で足が止まりそうだ。

　舞台へと向かっていく二人には観客席から降り注ぐような拍手が送られている。こういうときに声援や怒号だったりしないところが女子校らしいなぁというほのぼのした感じもあった。

　見れば、先を行く鈴火の歩き方がなんだかおかしい。

　彼女も緊張しているんだなと思うと、不思議と織音の方は緊張が抜けていった。

　とんがり帽子と黒マントに埋もれてしまいそうな鈴火の背中を追うようにして舞台に立ち、向かい合う。

　とんがり帽子のつばに隠れて彼女の表情はよくわからない。

　開始線に誘導され、審判の「始め」の声が魔道館の天井に吸い込まれていく。

　二人は同時に飛びのいた。

　グリモアコートより『九コ落ー花ル』の魔法陣を選択、発動。

　次の瞬間、舞台の中央で風船が割れたような音とともに白い紙片が無数に舞い上がった。

　魔法を使ったのは織音ではない。鈴火だ。

（速い）

　魔法の選択から発動への流れのことだ。やはり、鈴火の実力は本物だ。

（なら、この目くらましでなにかを仕込んでくるはず）

　舞い散る紙片が視界を遮り、舞台のほとんどが見えない。

　織音はその場から動かず、次の動きに警戒した。

　ざわりとした観客席の音に包まれて、織音は周囲に意識を散らす。

　だが、なにも起きないまま、紙片は舞台の床に落ちていく。

　鈴火はその場から動いていなかった。

　でも、手足は動いている。膝を付いて、地面に手を伸ばしている。

　なにかをしている。

　違う。なにかをした、だ。

（しまったな）

　ふと、織音の頭でその言葉が過よぎる。

　そのときだ。

「眩くら星ぼしさんは……」

　鈴火が口を開いた。

「グリモアコートの動きでルーンを読む」

　言われた瞬間、ぞくりとした。まるで、考えを読まれたかのようなタイミングでの言葉だったからでもあるし。

（気付かれた）

　ということでもある。

「準決勝の試合を見てわかった。信じられないけど、眩くら星ぼしさんはグリモアコートに刻まれたルーンに着用者の意識が走るのを読めるんだ。だから、対抗策が間に合う」

　ずり落ちそうなとんがり帽子が邪魔で鈴すず火びの顔は見えないままだ。

　やはり鈴火ルカは実力者だ。

　ただの経験者ではない。高度な教育を受け、あちらでもちゃんとグリモアコートを着て、実戦で魔法を使ったことがあるに違いない。

　いや、それだけでは説明しきれない。

　鈴火そのものが天才なのか、あるいは、それこそ家系の為せるわざなのか。

「だから普通に魔法を使ったらすぐに対抗されちゃうから、なんとか誤魔化さないといけない」

　だからこその、あの目くらましだったのだろう。

　しかし、それだけか？

（違う）

　そう感じた織おり音ねはすぐにその場から飛び退いた。

　悠々と話しているのは、見抜いたことを説明したいからではない。

　不意を打つためだ。

　織音がいた場所を黒い影が駆け抜けた。

　黒猫だ。赤目の黒猫が織音を睨にらんでいる。

　普通の猫ではない。赤い目に宿る光は妖気をはらんでいる。妖猫だ。

「そして、わたしの魔法は、もう完了した」

　観客席から甲高い声がどっと沸く。

　悲鳴ではない。

　黄色の声は歓喜に近い。

　だけど、織音は包囲された視線で体中の神経が引きつりそうだった。

「これでもう、ルーンを読まれる心配はしなくていい」

　鈴火の声が織音に浮かんだ汗を冷やす。

　黒猫は一匹ではない。

　織音を取り囲むように、無数にいるのだ。

　同じ姿の赤目の黒猫がたくさんいて、それはまるでわだかまる闇そのものにさえも感じられる。

「……あの一瞬で多数の召喚陣を発動させたんだ。すごいね」

　折り重なる猫の鳴き声が怖い。観客席からの黄色い声は絶えないが、織音はかわいいなんて思えない。

　ここにいるのはただの猫ではない。見た目はかわいいだろうが、ここにいる猫たちは織音に敵意を抱いているのだから。

　妖猫と呼んだが、魔法で仮初めの命を与えられた存在だろう。

「しかも精巧だ。本物から契約だけでなくゴーストのコピーも許されているなんて、鈴すず火びさんとこの猫はとても仲が良いんだね」

「……もう、そこまで解析されてるなんて」

　とんがり帽子の隙間から見えた鈴火は恐ろしげにこちらを見ていて、織おり音ねはとても心外だった。

「やっぱり眩くら星ぼしさんは油断できない、このまま、棄権してもらう！」

　鈴火が叫び、その手が振り上げられ、下ろされる。

　合図と共に、黒猫たちが一斉に鳴き、織音めがけて殺到する。

　猫が爪を立てているのかどうなのか、それを確認している余裕はない。だけど、たとえ爪や牙で襲われるのでなくとも無数の猫の圧力で舞台から押し出されてしまう。

　織音は頭の中で火花を散らした。

　思考の火花だ。回転速度を限界まで引き上げて、最善手の魔法を選び出す。

「この質量を一度に押し返すのは」

　風系統の魔法が頭に浮かんだが、これだけの数の猫を一度に吹き飛ばすとなれば、その威力は攻撃魔法と判定されて威力が減殺されてしまう。

　鈴火の猫の大量召喚は、そのことも考慮しての選択だ。

（これに……対抗するには……）

　猫の大群はすぐそこにいる。織音の頭は目まぐるしく動き、グリモアコートのルーンを選択する。

「やっぱり、これしか！」

　グリモアコートより『木ア天ー夢ス』の魔法陣を選択、発動。

　次の瞬間、織音を中心に茶色い粉ふん塵じんが舞い上がった。

「ごほっ！　なに？」

　突然の粉塵に鈴火がむせながら舞台の端に逃げていく。

　粉塵の中央にいる織音はもっとひどかった。咄とつ嗟さだったので防塵対策が間に合わなかった。粉が入り込んでむせるし、目が痛い。

　だが、狙い通りの効果もあった。

　襲いかかってきていた黒猫たちの爪そう牙がは、一つも織音のグリモアコートを引っ搔かかなかった。

「なに？　なんで!?」

　鈴火も驚いている。

　粉塵の中で猫たちがおとなしくなったのだ。緩やかに体をくねらせて舞台を転がり回っている。

「まさか……毒!?」

「そんなの、使うわけないよ」

　顔を青くする鈴すず火びに、織おり音ねはむせながら答えた。

「でも、猫はこれに弱い。鈴火さんの召喚魔法が強力で精密であればあるほど、その弱点もはっきりとしてくる」

「まさか、これ……」

　鈴火が粉ふん塵じんを見る。そして、黒猫たちの顔を見る。

　その全てが陶然としていた。

「そう、マタタビ」

　頷うなずく織音だが、その視線は悶もだえる猫たちに向けたままだった。

「鈴火さんが猫を使うのはわかっていたから、こっちだって対抗策を事前に仕込むぐらいはするよ」

　粉塵は徐々に薄れていく。織音は床に転がる無数の猫の中から一匹を選んで抱えた。

「あっ！」

　鈴火の顔色が変わる。

「この猫が、本体だね」

「そ、そうとは限らないでしょ。それに……」

　あからさまに慌てる鈴火の正直さを微笑ましく思いつつ、織音は彼女の言葉の続きを引き取った。

「それに、本体を捕まえたからって、他の猫は消えない」

「そ、そうよ！」

「うん、それはわかってるんだ。でもね」

　引き取った言葉に、織音は続きを付け足す。

「本体を解体するわけにはいかないでしょ？」

「え？」

　鈴火の驚く顔をよそに、織音は魔法を選ぶ。

　グリモアコートより『解呪デイスペル』の魔法陣を選択、発動。

　魔法を無効化する解呪の魔法が発動する。

　だが、これは鉛筆に対する消しゴムほどに簡単な話ではない。発動した魔法を解析し、使用されたルーンと対極にあるもの、あるいは階位的に強いルーンを選び出し、一つの魔法として構成する。臨機応変の極致にあるのが解呪の魔法だ。

　故に、通常の魔法に対する解呪は、火に対しては水、木に対しては金というように解呪魔法を何種類も用意し、その場に応じて使う解呪の種類を選ばなければならないという、非情に厄介な代物だ。

　そしてそれはつまり、本来の解呪は時間をかけて行うものだということでもあり、戦いのような非常に即応性を要求する場面で使うものではないということでもある。

「そんな、わたしの魔法陣を、どうやって？」

　猫たちが消えた舞台で、鈴すず火びは悪夢でも見ているような顔で立ち尽くした。

「舞台そのものに魔法陣を打ち込んでしまえば、グリモアコートが損傷してしまっても猫たちには支障がない。優しいね」

　だが、鈴火は織おり音ねの言葉を聞いていなかった。

「グリモアコートの火が入ったルーンを見極めるだけじゃなくて、短時間で解呪の魔法陣を組んでしまうなんて、そんなこと……」

　目の前で起きたことは信じられないという顔で鈴火は織音を見ている。

　信じられないけれど、それは起きた。

「あなたは、なんなの？」

「大和魔女だよ」

　そう言った織音は抱いていた黒猫を放した。着地した黒猫は鈴火の足下に駆けていく。

　駆け寄った黒猫を見つめているのか、あるいは俯うつむいてしまったのか、鈴火は無言だった。

「そんなの、ずるい」

「え？」

「なにもかも持ってるなんて、ずるい！」

　そう言うや、鈴火のグリモアコートが火花を散らした。ルーンを光らせる思念の光だ。

　グリモアコートより『石ス火ピ槍ア』の魔法陣を選択、発動。

　鈴火の手から炎が迸ほとばしる。石火槍なら、本来はもっと激しいはずだが、魔道館の威力抑制がかかっているために、か細い火の礫つぶてにしかならない。

　織音は対抗魔法を発動させ、マントで受け止める。

　それでもかまわず、鈴火は攻撃魔法を連続で発動させる。

　なんでいきなり、こんな無茶苦茶な攻め方に変わってしまったのか、織音にはわけがわからなかった。

　そんな疑問を抱く織音を攻めるかのように、鈴火は叫ぶ。

「なんでよ！」

　その叫びに籠った感情に、織音は顔をしかめた。

「なんでよ！　なんで届かないのよ！」

　必死に叫んで魔法を連打する鈴火に、織音は防音の魔法を発動させて、彼女の声を舞台の外に漏らさないようにした。

　織音がなにをしたのかわかって、鈴火の顔がさらに怒りで赤くなる。

「わたしだって、がんばってきたのよ！　これしかないのよ！」

　叫んで、魔法を連打する。その全てが織音のマントに止められているのもかまわずに魔法を撃ち続ける。

　これはもう、戦いではない。

　だけど、審判は止めたりしなかった。あたりまえだが、決着はまだ付いていない。

「なんで、わたしがなりたい者に、わたしがなれないのよ！」

　鈴すず火びの叫びを、織おり音ねはしばらく聞いていた。マントが弾く攻撃魔法の音がかき消したりもしたけれど、声に宿る感情は荒々しい波となって織音に嚙かみつこうとしている。

　だけど、いつまでも聞いていられない。

「わたしだって！」

「それだけじゃあ……」

　グリモアコートより『空ア鳴ロ弓ウ』の魔法陣を選択、発動。

　織音の手から生まれたのは空気を圧縮した不可視の弾丸だ。威力抑制を受けた圧縮空気の弾丸は鈴火に触れる直前で破裂し、彼女を転倒させた。

「うう……」

　転倒した鈴火は、そのまま立ち上がろうとしない。驚いて足もとをすくわれるぐらいの威力のはずだが、打ち所が悪かったか？

　心配した審判が駆け寄る。鈴火は自分の顔を覆って呻うめき続けている。

　いや、泣いている。

　そのことに気付いて、審判が困った顔をした。判定負けにするかどうかを思案している様子だ。

　織音は鈴火に近寄った。

　倒れた状態への攻撃は禁止されているので、審判が制止する。

　それを無視して織音は近づく。

　頭の中では、試合前の環たまきとの会話があった。
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「あの、鈴火さんのことですけど……」

　織音を呼び止めた環は、おずおずと鈴火の名前を出した。

「うん」

「考えました。もし、あのとき、わたしをたすけてくれたのが織音さんじゃなくて鈴火さんだったらって……」

「うん」

　昨日の織音の言葉を、環はまじめに考えてくれたのだ。そう考えると、嬉うれしくもあり、情けなくもあった。

「きっと、うれしくて……友達になれたと思います。なりたいと思ったと思います」

　織音もそう思う。あのとき、織音が動かなければ鈴火か他の誰かが動いただろう。そして環は、彼女たちと仲良くなったことだろう。

「でも、思うんです」

「なにを？」

「『もしかしたら』は、やっぱり『もしかしたら』でしかないって」

「え？」

　驚く織おり音ねに、環たまきは続ける。

「助けてくれたのが織音さんだったから、羽良さんとだってお話しできるんです。織音さんと仲直りしなさいなんて、羽良さんが言ってくれるような関係でいられたのは、織音さんが、あのときすぐに羽良さんに謝ろうって言ってくれたからです。あんなこと、誰でもはできません。織音さんだからできたんです」

「環さん」

「わたしを助けてくれたのは、織音さんです。織音さんなんです。あのときに感じた悲しい気持ちから救い出してくれたのは、織音さんです。あっちで嫌なことがあって、ずっと悲しかったのに、大和魔女の才能があるって言われて嬉うれしくて、でもあんなことになって、やっぱりここでもそうなのかなって悲しくなって……織音さんはそんなわたしを助けてくれたんです」

　環の言葉で、織音は自分の愚かさを悟った。

　選択肢は確かに色々あったかもしれない。

　自分がやらなくても誰かがやったかもしれない。

　だけど、その結果が全て同じだとは限らない。いまある状況が最善の答えだったとは限らないけれど、織音が行動したことで出来上がったクラスメートとの関係は、ただ一つの結果に違いない。

「わたしは、織音さんがたすけてくれて、すごく嬉しいんです」

「……うん」

「かわいそうだって思われても嬉しくないんです。欲しいのは、たすけてくれる人なんです」

「そうかも、しれないね」

「でも、もっと大事なものは、別にあるんだってことも、本当はわかってるんです」

「そっか」

「それは織音さんが、教えてくれたんです」

　いつのまにか、環の目には涙が浮かんでいた。

「だからわたしは、織音さんのためなら、なんだってするんです」

　悲しくて泣いているのではない。心の奥底にある気持ちを引きずり出すために、彼女は涙を絞り出したのだ。その涙が潤滑油となって、いまの言葉が生まれたのだ。

　その気持ちが織音に染みこむ。

　自分がなにをするべきなのか、わかった気がした。

「ありがとう、環さん」

「織音さん」

　震える環を優しく抱きしめる。彼女は織音を受け入れ、肩に頰ほおを預けた。

「環さんが教えてくれたもの、今度はそれを鈴すず火びさんにも教えてあげよう」

「はい。お願いします」
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　再び放たれた審判の制止の声は緊張で引きつっていた。

　織おり音ねがなにかをすると疑っているのか、だとしたら心外だなと思いつつ足を止める。

「鈴すず火びさん」

「…………なに？」

　押し殺した泣き声を止めて、鈴火は答えた。

　いまが環たまきと約束したことを実行するときだ。

「鈴火さんに足りないのは、たった一つだと思う」

「なによ？」

　どこか投げやりな鈴火に、織音は手を伸ばした。

「手を伸ばす勇気だよ」

「え？」

　指の隙間からこちらを見ていた鈴火が目を丸くしている。

「よかったら、僕から始めてみない？　友達」

　かまわず、織音はそう続けた。

　環が言っていた。どれだけ心の中で思われていても、それだけでは足りない場面は必ずある。

　そんなときに欲しいのは、優しい気持ちではなく、手を伸ばしてくれる人なのだと。

　そしてもっと大事なものがなにかも、環は教えてくれた。

「もちろん、鈴火さんがよかったら、だけど」

　鈴火の顔を覆っていた手は外れた。

　彼女は織音の手を見て、ぽかんとした顔のまま固まってしまった。織音は微笑んだまま彼女の返事を待った。

　審判までぽかんとしているのにはちょっと困ってしまったが、止められなかったので織音も手を伸ばしたままでいた。

　そのうち、血の気が失せていた鈴火の顔がまた赤くなっていった。

　だけど今度は、怒って赤くなっているわけではないことはすぐにわかった。

　やがて、鈴火は上半身を起こすと織音が差しだした手に向かって、自分の手を伸ばしてきた。

「よ……あの、よかったら、友達になって……ください」

　強ばった唇でつっかえながら紡がれた言葉に、織音は鈴火の手を握りしめた。

「よろこんで」

　握手の形になった瞬間、魔道館が拍手で割れそうになった。

「あ、あれ？」

　気が付けば防音の魔法が切れている。どうやら効果時間の計算を誤っていたようだ。

「あれ、しまった」

　いつから聞かれていたんだろう？

「あーしまった。ごめんね、鈴すず火びさん」

　攻撃魔法を乱打してるときの鈴火の言葉は聞かれていないと思うんだけど、でも、この状況はきっと恥ずかしいに違いない。

　申し訳なくなって、織おり音ねは青ざめた。

　だけど、きょとんとしていた鈴火は、徐々に表情を緩めると、笑い出してしまった。

「え？　え？　え？」

　意外すぎて、織音はわけがわからない。

「あーおかしい」

　腹を抱えて笑う鈴火がわからなくて、織音の頭は「？」でいっぱいになってしまう。

「なんだか、安心した」

　ようやく笑いを収めた鈴火はそう言った。

「そ、そう？」

　やはり織音はわからない。首を傾げていると鈴火は再び吹きだしたが、今度は大笑いにはならなかった。
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「これからもよろしく」

「う、うん」

　集音の魔法が集中しているのがわかる。間違いなくここの会話は観客席にまで届いている。

　拍手の音がまた強くなった。

　織おり音ねは困って頰ほおを搔かく。入場口のところで控えている環たまきが見えたのだけれど、彼女はなぜか頰を膨らませているように見えた。

「は、はは……」

　そんな環の反応もよくわからない。

　それに、どうして審判は試合の終わりを告げてくれないのだろう。

　そんなことを考えたそのとき、織音は背骨を絞られるような緊張感に襲われた。

　つむじがヒリヒリとする。

「上！」

　叫んだと同時に、織音は眼前の鈴すず火びを抱えて走った。手が埋まってしまったので、申し訳ないが審判の人は肩で突き飛ばした。

　そのすぐ後に、凄まじい音と衝撃で背中を突き飛ばされた。

「くっ」

「な、なに？」

　魔道館の端にまで吹き飛ばされたものの、なんとか着地できた。

　腕の中の鈴火が織音越しに状況を見ようとしている。

　拍手は悲鳴に変わっていた。

「ば、化け物」

　誰かがそう言った。織音も、ようやく自分の目で相手を確認する。

　さっきまで織音たちがいた舞台は真っ二つに割れていた。

　そして中央には化け物がいる。

　巨人というべきか、身長は五メートルほどありそうだ。粉煙から突き出た腕は筋肉に覆われて、柄の長い斧おのを摑つかんでいる。

　雄々しい体たい軀くの胸は古めかしい鎧よろいに包まれていた。その鎧から伸びた無数の鎖が腰布のように下半身を隠している。

「ミ、ミノタウロス？」

　誰かがそう言った。

　だけど。

「違う」

　そう言ったのは織音だけではない。

　鈴火もそう言った。

「ミノタウロス……じゃない」

「擬装してる。牛ご頭ずだ」

　見た目は西洋風にカモフラージュされているが、存在から発散している魔力の様式が西洋のものではない。

　地獄の獄卒のコピー品は、それに相応しい陰極の神気を醸し出している。

（送ってきたのは陰陽師か、それとも僧兵か）

　牛頭鬼であるなら、操っているのはそのどちらかが有力だろう。

「こんなので騙そうなんて、大和魔女をバカにして」

　そんな風に鈴すず火びは腹を立てている。学院の大和魔女が見た目で騙だまされる程度だと思われたと感じたのだろう。

（だけど、この状況はまずい）

　それとは別にして、織おり音ねは状況が不利だとすでにわかっていた。

（偶然？　狙われた？　どっちだ？）

　擬装牛頭は偶然にやってきただけなのか、それともここに送り込まれてきたのか。それ次第で、敵がこの学院にどれぐらい潜り込んできているかもわかってくるのだけれど。

「お、おろして！」

「あ、ごめん」

　ずっと鈴火を抱えていたことを思い出して、織音は彼女を放した。

　しかし、これからどうしたものか……。

　そう考えていると、観客席の方で動きがあった。
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　擬装牛頭は舞台を踏み破り、暴れようとしている。

「そうはさせるか！」

　叫んで観客席から飛びだしてきたのは紅宮だ。

　彼女はすでにグリモアコートを纏まとっていて、その名を体現したかのような紅い袴はかまが眩まぶしい。

　紅宮は刀をひっさげて擬装牛頭の前に立つ。

「あなただけでは危険ですよ」

　そう言って紅宮の背後に古式ゆかしい飛行箒ぼうきに腰を下ろした白宮が降り立つ。彼女のグリモアコートにはレースがあしらわれており、こちらも紅宮と同じように名前に合わせたかのごとくに白く染められていた。

「わかっていますよ」

　背後の白宮にそう声をかけるが、目は擬装牛頭から離さない。

　彼女たちも、目の前の化け物がミノタウロスではないことは一目で見抜いていた。

「しかし、趣味の悪いことをしますね」

「そうね。もう少しデザインをかっこよくはできなかったのかしら？」

「そういう問題では……」

「あら、でもやはりデザインは大事よ。それだけで敵の士気を挫くことができる場合もありますから」

「それはそうでしょうけれど」

　ほのぼのとした白宮の態度に、刀を抜いたままの紅宮は困った顔をした。

　観客席からはいまだ悲鳴が聞こえてくるが、それだけで終わらないのが大和魔女だ。

　二人の宮に続いて飛びだしてきたのは風紀委員たちだ。その次に三年生たちがグリモアコートを纏まとい、擬装牛頭を囲んでいく。

　その他の生徒会役員が二年生と一年生を退避させていく。

「それで、どうしますか、白宮様？」

　全体の状況を確認しつつ、紅宮は質問した。

「場所が問題なのよねぇ」

　この魔道館には威力抑制がかけられている。大和魔女の攻撃に関する魔法は全てが弱体化させられてしまう。

　しかし、おそらくは魔法の様式が違う擬装牛頭にこの制約がのしかかることはない。

　大和魔女同士での試合をするには絶好の場所であっても、本気の戦いをするには向いていない場所だ。

　擬装牛頭が吠ほえ、突進してくる。

　白宮は飛行箒ぼうきで魔道館の屋根ぎりぎりまで退避しつつ、攻撃魔法をばら撒まく。爆発が鎧よろいの隙間から覗のぞく牛皮を焼くが、わずかに空気が焦げ臭くなっただけでしかなかった。

「もうっ」

　その結果に白宮が頰ほおを膨らませる。

　だがそれで、擬装牛頭の注意が他に向くことは避けられた。

　さらに、紅宮が高速で駆け抜け、擬装牛頭の足を切る。

　威力抑制の壁は厚く、刃は皮を撫なでたのみだったが、これで再び、擬装牛頭を魔道館の中央に引き戻すことに成功した。

「牛さんばかりが自由な闘牛場というのもねぇ」

　荒れ狂う擬装牛頭の斧おのから逃げ回りながら、白宮は呟つぶやく。

「やはり、決定打がないこちらが不利です。どうします？」

「そうねぇ……」

　紅宮の問いに、白宮も困った顔で首を傾げるしかない。

　二人は伝心の魔法で意思を疎通し、空中と地上でそれぞれ擬装牛頭の足止めにかかっている。

　白宮がちらりと出入り口に目をやる。

　そちらでは生徒会の役員や風紀委員たちによって生徒たちの避難誘導が行われている。

　その一方で上級生たちの中で戦闘が得意な者には残るように指示も出してある。

　避難は下級生から優先的に行われるように動いている。

　無駄のない上級生たちの動きに、白宮はこっそりと笑みを漏らした。

「これ、解除できませんよねぇ？」

　これというのは、もちろん魔道館にかけられた威力抑制の魔法だ。

「したところは見たことありませんね」

「それならやはり、ここから出ていただかないといけませんね」

「なら、ゲートとは反対……魔道館の裏庭に誘い出さないと」

　そのとき、二人の脳裏には同じ結論が導き出されていた。

　擬装牛頭のような巨体が出られる場所は魔道館の正面玄関にしかない。そしてそちらはいま、避難の生徒たちでいっぱいだ。

　ならば、擬装牛頭を外に出すためには、新たな出入り口を作らなければならない。

「魔道館の修繕費とか、わたしたちに請求されたりしないかしら？」

「そのときは責任者ということで、白宮様お願いします」

「あら、本物のお嬢様がわたし好みのおねだりをしてくれるなら、考えてみてもいいのですけど？」

「やっぱりいいです！」

　顔を真っ赤にした紅宮の怒鳴り声を笑いつつ、白宮は擬装牛頭の頭上を旋回し、伝心の魔法で生徒会の役員たちに連絡を飛ばすと作戦の変更を伝える。

「できることなら、魔道館の中で決着を付けたかったのですけど……」

　その方が被害が少ないと考えたのだが、やはり無謀だったようだ。

　作戦の変更は伝えたものの、出入り口は避難の生徒たちでいっぱいで、館内に残した上級生たちの移動もままならない。彼女のたちの何割かでも、先に魔道館から出しておくべきだったかという後悔がよぎる。

　だが、全力を出せない魔道館内で慢心するわけにもいかない。

「まぁ、外に出ることができればあの程度…………」

　そう考えて、いたのだが…………。

「白宮様っ！」

　紅宮の鋭い声に、白宮は擬装牛頭を見た。

「あっ」

　視界は確保していたつもりだが、それでも攻撃魔法によって発生する光や煙は白宮の視界を遮っていた。

　そのために、接近戦を演じる紅宮よりも擬装牛頭の変化に気付くのが遅れてしまった。

　擬装牛頭の外見が変化しているのだ。

　変化といっても牛頭人身の姿が別のものに変わっているというものではない。牛頭をミノタウロスと勘違いさせる意図の西洋風な鎧よろい衣装に変化があった。

　胴体は金属と革が組み合わされた鎧よろいに覆われているのに対し、下半身は腰回りに何本もの鎖を吊つり下げたスカート状のもので覆われているに過ぎない。

　その鎖が変化している。

　鎖は当初、ミニスカートぐらいの長さしかなく、しかも動く度に下帯が覗のぞいて不快だったのだが、それがいまは膝下のロングスカートぐらいの長さになり、そしていまも伸び続けている。

　鎖はまたたく間に擬装牛頭の足を隠し、さらに伸びていく。

「くっ！」

　床でとぐろを巻くことなく、先端は生き物のように這はい進んでいく姿に、紅宮は慌てて距離を取る。

　グリモアコートより『飛フ将ラ足イ』の魔法陣を選択、発動。

　紅宮の白足袋に包まれた足に淡い光が宿る。

　その足が地面を蹴るや、紅宮の体は高く跳び上がり、次の足は宙を蹴ってさらに高く舞い上がる。

　宙を跳ね、紅宮は白宮の側にまで退避した。

「白宮様、退避を急がせて！」

「もう伝えましたけど」

　白宮の声にもわずかに焦りが宿っている。

　擬装牛頭から伸びる鎖は途中で枝分かれをしながらその本数を増やし、瞬く間に魔道館の床を鎖で埋め尽くそうとしている。

　空から白宮が攻撃魔法の雨を降り注いでも、鎖の進行を止める手だてにはならない。

「やっぱり、場所が悪すぎたわね」

「あきらかにこいつは、わたしたちの弱点を狙ってきましたね」

　白宮が嘆息し、紅宮が歯は嚙がみする。

　二人の目と耳には、出入り口付近で鎖の進行を必死に止めようとする生徒たちの攻撃魔法の光と音、そして悲鳴が届いている。

「つまりは、してやられたということね」

　してやられたのは誰か？

　二人の宮なのか？

　生徒たちなのか？

　いや……

「学長、どうなさるおつもりでしょうね？」

　白宮のその声は、届かない。




　魔道館は、鎖に覆われた。





06　黒こく衣いのグリモアコート




　そのとき、学長は執務室にいた。

　すでに魔道館での異常事態には気付いている。必要な措置を教師たちに伝え終わり、監視魔法からの映像を見守っていたところで、それはノックとともに現れた。

「どうぞ」

　学長の声よりもやや前にドアは開いた。

　つまり、相手は学長の意思など無視してこの部屋に入ってくるつもりだった。

「どうも」

　入ってきたのは、人の形をした、人ではないものだった。

　魔法文字が剝むき出しになった、なんとか人の形を保っている影のような存在は、意外にしっかりとした足取りで執務室に入ってくると、部屋の中央に立った。

「ここ最近、しつこく学院に潜り込もうとしている痴漢はあなたですね」

「はっ！」

　そう言って影が笑う。軽薄なイメージが付きまとう男の声だった。

「痴漢とはひどい言い方だ」

「あら？　男子禁制の女の園にむりやり入り込もうとする不ふ埒らち者ものを、世間では痴漢や変態と呼ぶのではないのですか？」

「言うねぇ」

　頭はあるものの、形ばかりで目や鼻や口はない。

　表情などわかるはずもないのだが、にやにやと笑っている様子が頭に浮かんでくる。そんな声だった。

「だがまぁ、あんたらがおれをどう思おうが、実際どうでもいい話だよな。別に、あんたらに好かれたいと思ってるわけでもなし」

「どんなに隠したところで、あなたの行状は回り回ってあなたの周囲にいる人たちに届くものです。好かれたい人にだけ好かれるなんてことは、無理な話ですよ」

「説教好きなばあさんかい？　やめてくれよ」

　影がうんざりした調子で手を振る。言葉のやり合いでは学長に軍配が上がったことになるのだろうか。

「ばあさんにおれの交友関係を心配してもらう必要はない。あんたは、自分の生徒を心配しな」

　影は、監視魔法が映す映像を示す。

　そこには、中から溢あふれた鎖によって覆い尽くされた魔道館の姿が映し出されていた。

「見ての通り、あの建物はおれが占拠した。わかるだろ？　中には生徒が残っている」

　にやにや笑いの嫌な気配が部屋中に浸透していく。

　学長は、黙ってその雰囲気を受け止める。

「下手に手を出そうとするなよ。そんなことをしたら……」

　そう言うと、影が右手で拳を作り、そして開くという爆発のジェスチャーをした。

「ボンッ……だ。ばあさんのかわいい大和魔女たちを丸焦げにしたくはないだろ？」

「そうですね。無事に卒業させるのが、教育者としての私の使命なのでしょう」

「なら、することはわかっているよな？」

「ですが、私は大和魔女の長でもあります」

「あん？」

「長として、大和魔女の秘密を軽々に明かすことはできません」

「言うねぇ」

　その瞬間、部屋を占めていたにやにや笑いの嫌な気配が変化した。刺々しい苛立ちに満ちた攻撃的な気配となり、部屋の空気を陰惨にし、主人であるはずの学長に牙を剝むこうとしている。

　それはただの比喩ではなく、現実のものとして視覚化されようとしていた。

　執務室のあちこちから家鳴りがおき、壁に並んだ本棚の本が震える。花瓶に活けられた花からは急速に水分が失われていき、湯気となって立ちのぼる。

　お湯と氷が同時に存在しているような奇妙な温度差が部屋のあちこちに生まれている。

　炎が生まれる予兆が、きな臭さで鼻孔を刺激する。

　部屋に満ちた負の空気とそれに引寄せられた変化が、影を操る魔法使いの実力を示している。

　そんな威圧感を前にしても、学長は動じない。むしろ、微笑みを取り戻し、影を無視して監視魔法の映像を見つめている。

「私の口から、部外者に大和魔女の秘密が漏れることはありません。そして……」

「そして？」

「私がなにもしなくとも、勝手に動く人もいますから」

　微笑みとともにそう答えた学長は、映像の中で動く数人の存在を見逃してはいなかった。
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　逆らう暇はなかった。

　白宮と紅宮の二人が擬装牛頭へと向かってきたのとほぼ同時に、審判をしていた先輩に手を引かれ、鈴すず火びともども避難の列に押し込まれてしまった。

「先輩、僕も……」

　避難の流れから抜けだそうとしたら、今度は別の先輩に押されてしまう。

「こういうときは、上級生に従うものよ」

　そう言った先輩は、素早くグリモアコートを身に纏まとい、織おり音ねたちに背を向ける。

　避難する下級生たちに害が及ばないよう、その場で壁になるつもりであるかのように。

　そして、そんな先輩は一人ではなかった。

　避難の誘導をする先輩たちが次々とグリモアコートを着込み、こちらに背を向ける。その中には、黒こく衣いのときに追われた風紀委員たちの姿もあった。

　そんな彼女たちに目を奪われている間に、織おり音ねは避難の列に流されるようにして魔道館の外にまでやって来た。

　大量の鎖が魔道館を覆ったのは、それからすぐのことだった。

「これは、なに？」

　織音のすぐ近くで鈴すず火びが呆ぼう然ぜんとして魔道館を見上げている。

「あの牛頭がなにかしたんだろうけど……」

　避難の列に押し込められたせいで擬装牛頭を解析することはできなかった。

「ろくでもないことになろうとしてる」

　織音がぼそりと呟つぶやくと、鈴火は表情を硬くして魔道館を見つめ直した。

（これからどうしよう？）

　そんな鈴火の隣で、織音は考えていた。

　状況は、たぶん最悪なことになっている。中には上級生たちが取り残されている上に、彼女たちは実力をほとんど出せない状態だ。避難させられていたためにほとんど見ることができなかったが、擬装牛頭を引き付けていた白宮、紅宮の二人にしても、もどかしそうに戦っていたからわかる。

（敵の目的はなんだ？）

　いや、考えるまでもないか。

　目的はどう考えてもグリモアコートだし、これはそれを達成するための手段に過ぎない。

「……人質」

　そういうことになる。

　大和魔女が大和魔女として活躍できない魔道館に閉じ込めて無力化し、人質にする。

　その上で、どうする？

「人質が有効な相手は……責任者……学長に決まってる」

　つまり……いま、学長のところにあの魔法の使用者が脅迫しに行っているということになる。そうでなければむしろ、おかしい。

　本人ではなくとも、潜入させた魔法に脅迫文を仕込ませておけばいい。手紙の形でも、使い魔の形でも、その姿はなんでもいい。

　学長に、グリモアコートの秘密を寄こせという意思が届きさえすればいい。

　思考が混乱から覚めていくにつれて、導き出される答えに今度は頭に血が上る。

（誰だ？　誰がこんなことをしている？）

　そのことだ。

　もしも……もしも、先日のグレムリンを使ったのと同じ魔法使いだったらどうする？

　奴が、雑草のようにしぶとく魔法を生き残らせてここまでのことをしたのだとしたらどうする？

　奴は、あの男かもしれないのに。

「こんなところで……」

「え？」

　鈴すず火びの声が隣でしたけれど、織おり音ねは聞いていなかった。

　ふらふらとした足取りで魔道館に近づいていく。

　外にも避難誘導をしている先輩たちはいて、制止の声が飛んできた。

「なにしてんの!?」

　追いかけてきた鈴火に袖を摑つかまれ、織音は足を止める。

　だがその目は、魔道館を縛り付ける鎖に釘くぎ付づけとなっていた。

　魔法の解析を始める。

　少し距離があるが、この程度なら問題ない。

　織音の視界で鎖の一部が開かれる。現実的な形の奥に秘されていたルーンなどの魔法文字が溢あふれ出す。魔法の種別を読ませないためのジャンク情報が溢れ出すが、織音は気にしない。魔法を見極めるためにジャンク情報を選り分けることもなく、むしろそのジャンク情報を凝視した。

「……やっぱりだ」

　予想通りの感触に、織音はもう頭が沸騰しそうだった。

　ジャンク情報のばらまき方、使われている魔法文字の選ばれ方、その比率……的確な言葉は出てこないけれど、ジャンク情報から漂うなにかが織音の感覚を刺激するのだ。

　奴だと。

「グレムリンのときと同じ奴だ」

　それはつまり、あの男の可能性を持っているということだ。

　名前は知らない。だけど、顔は知っている。嫌な笑い方をする瘦身の男で、両親の仇かたきで、姉弟の敵だ。

　奴がここにいるのか。

　いや、そうじゃない。

　奴の意思が一番反映されているものは、ここにはない。

「学長のいる場所……」

「ねぇ！」

　そのときになって、ようやく織音は鈴火に呼ばれていることに気付いた。

「え？　え？　なに？」

「千ち輪わさんがいないけど、いいの？」

「……え？」

　顔をしかめて問う鈴火に、織音はしばらく呆ぼう然ぜんとした。

　環たまきがいない？

　そういえば、そうだ。

　環の性格からして、こんな混乱の状態で織おり音ねのところに来ないということはない。

「どこかで迷子になってたりは……」

「それはないよ」

　鈴すず火びの言葉に、織音は頭を振る。

　環はライカンスロープだ。宙を飛んで散り散りになった無数のグレムリンの中からたった一つの本物を見つけ出すあの嗅覚があるなら、織音を見つけ出すのはそう難しいことではないはずだ。

「ふうん、わかるんだ」

　妙に棘とげのある言い方をする鈴火を気にする余裕はなかった。

　すぐそばで、上級生たちが切羽詰まった声で情報を交わしている。

　どうやら、一年生の中にも取り残された人がいるらしい。

　ではやはり、環は魔道館にいるのか？

　織音は、心臓を摑つかまれたような気持ちになった。

　そんな織音を、鈴火は隣で見ていた。

「一応、探してみようか？」

　鈴火がそう言って一匹の猫を喚び出す。

「この子たちなら人混みも問題ないし」

　いまだに迷子の可能性を挙げる鈴火に、織音は一いち縷るの望みを託した。

「お願いできる？」

「任せて」

　請け負った鈴火の顔はほのかに嬉うれしそうに見えた。

　すぐに十数匹の猫が召喚され、あちこちへと駆けていく。

（これで見つかってくれるといいんだけど）

　ジリジリとした気持ちで織音はそう願った。

　同時に、動かない自分の足が不思議でもあった。

　仇かたきに繫つながる手がかりがすぐそこにいるかもしれないというのに。

　こんな好機に、どうして自分はこんなところで足止めされているのだろう？

「環さん……」

　だけど、織音の口から出てくるのは、彼女の名前だった。
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　環は、織音の心配した通りにそこにいた。

　魔道館の試合場からエントランスへと続く通路の片隅に座り込んでいる。

　といっても、一人ではない。

「ごめんね」

「大丈夫ですよ」

　くよくよ顔の羽良に驚きつつも、環たまきはにっこりと微笑んだ。

　羽良は足を押さえて座り込んでいる。

　避難している最中に人波に押されて転げてしまい、そのときに足を挫いたのだ。

　座り込んで動けなくなった羽良の側にはいつもの友人二人の姿がなく、環は急いで彼女へと駆け寄った。

　そうこうしている間に出口が塞がれてしまい、環たちは取り残されてしまったのだ。

　通路にはまだ何人かの人の姿がある。高い声が通路に響き渡り、右往左往している。

　通路のそこかしこには擬装牛頭から伸びた鎖が張り付き、不気味な雰囲気を醸し出している。

　この通路と試合場の間も鎖で封じられており、どちらに行くことも出来なくなってしまっていた。

　そのこともあって、取り残された生徒たちは落ち着けない様子だ。

　ただ、ほっとすることもある。

　取り残された人たちの中に環たちの見知った顔はないのだ。どうやら、クラスメートたちは無事に逃げられたようだ。

「織おり音ねさんもちゃんと出られたみたいです」

　環は自分の嗅覚を信じている。この通路には織音のにおいの残ざん滓しはあっても、新しいものはない。

「立花さんと兼田さんも無事に逃げられてるみたいですよ」

「わかるの？」

「はい！」

　環が明るく頷うなずくので、羽良は驚いた顔で彼女を見返す。

「すごいのね」

「え？」

　環は驚いた。羽良に褒められることがあるなんて、思ってもみなかったのだ。

「わたしにはわからないことがわかるのよね、それって……」

「え、ええ、まぁ……」

　羽良がなにを言いたいのかわからず、環は戸惑う。

「そうよね。この学院に呼ばれる人が普通な人のはずないのよね」

「え？　え？」

「必死になって大和魔女の勉強をしたわたしとは違うのよね」

「え？　え？　え!?」

　羽良の言っていることがよくわからない。その言葉に嫉妬が混じっているような気がするから、さらにわけがわからない。

「なんで、そんなことを言うんですか？」

　入学したばかりなのにもう魔法が使える羽良に、なんで環たまきが嫉妬されなければならないのか、それがわからない。

「魔法を使えるだけなら、ここに通っていれば誰だって覚えるわよ」

　少し捨て鉢な様子で羽良は言った。

「わたしは、みんなが学ぶことを先に学んでいるだけ、それだって、眩くら星ぼしさんや鈴すず火びさんにはかなわない。あなたとわたしの間にあるものは、ほんのちょっとの差でしかないのよ。そして、そんなちょっとの差なんてこの学院で学んでいたら、簡単に覆せるに違いないわ」

　そう呟つぶやいた羽良の言葉にはぞっとする冷たさがあった。だけどそれは覆いの上から感じる冷たさに過ぎないこともわかっていた。

　本当に羽良の心を冷やしているものは別にある。

　それはなに？

　いや、それはわかっている。

　環を羨ましいと言い、自分の実力はすぐに覆される薄っぺらなものだと自虐する。二つの言葉の間に隠された単語を見逃すほどに、環は鈍感ではなかった。

　そのときに環の脳裏に浮かんだのは織おり音ねの言葉だった。

　そして、羽良が語ったあのきつい言葉もだ。

『才能がない子を早くから諭してあげるのも優しさ』

　織音が、その言葉は羽良自身が言われてきた言葉なんだろうと言っても、あのときは信じられなかった。

　だけどいまは、納得できる。

　本当の羽良は、こんなにも自分に自信のない人なのだ。

　それがわかって、環は両手にぎゅっと力を入れた。

「しっかりしてください！」

　羽良の手を摑つかみ、声をかける。

　いきなりの環の大声に、羽良は目を丸くして驚いていた。

「追いつかれたくないなら、羽良さんだってがんばって勉強すればいいんじゃないですか？」

「それは、そうだけど」

「それにわたしは、大和魔女の実力とか関係なしに羽良さんのことが好きですよ」

「え？」

「だって、羽良さんは、織音さんのところに行けって言ってくれたじゃないですか」

「それは……」

「織音さんが怖くて、わたしがどうしたらいいかわからなくなってたのに、ちゃんと会って話せって言ってくれたのは、羽良さんじゃないですか」

　鈴すず火びとの会話が織おり音ねのなにかを刺激したらしく、ひどく不機嫌になってしまっていた。

　どうすればいいかわからなくなって困っていた環たまきに、羽良は助言をくれた。

　喧けん嘩かしたのなら、仲直りをしろと。

「羽良さんが言ってくれたから、織音さんと仲直りできたんですよ」

「そんなの……あなたたちがしてくれたことをそのまま返しただけよ」

「え？　そうなんですか？」

　きょとんとした顔の環に、羽良は頷うなずく。

「そうよ、謝るなら早い方がいいって教えてくれたのは、あなたたちじゃない」

「あ、なるほど！」

「あなたって……」

　思い出して納得する環に、羽良が呆あきれた顔をした。

　その表情が続いて変化する。

「……ありがとう」

「え？」

「許してくれて、ありがとう」

　羽良がどうしてそんなことを言うのか、環は少しの間、わからなかった。

　だけど、その後になってなんとなくわかった。

（ああ、この人って、ほんとはすごく優しい人なんだなぁ）

　そう思えたことが驚きで、そして嬉うれしい。

　中学生のときの、他人に怯おびえたあの感じがいまはないのが嬉しい。

　織音と知り合えたから、いまそう感じることができるのだということもわかっている。織音がそうしてくれたから、いまの環も羽良のためにこんなことが出来たり言えたりするのだということもわかっている。

　だから、環は信じている。

（きっと、織音さんがたすけてくれる）

　身勝手なような気もするけれど、環は心の底からそう信じているのだった。

　だから、いまは耐えないと……。

　そうは思うのだが、心が徐々に苦しくなってくる。

　胸の上に見えない重石を載せられたかのように、呼吸をするたびに言い知れない疲労が募っているように感じるのは気のせいなのだろうか？




　ジャラジャラジャラジャラジャラジャラジャラジャラと…………。




　鎖の音がうるさい。

　延々と続くその音が他の音を吸い取って、心を削っていく。

「はぁ……」

「はぁ……」

　憂鬱なため息が重なり、環たまきと羽良は顔を見合わせて苦笑した。羽良は足の痛みもあってか憔しよう悴すいがひどい。

　魔道館から脱出できなくなってから、ずっと鎖の音はしている。

　最初はうるさいぐらいにしか思わなかったけれど、これのせいで閉じ込められているのだと思えば、不気味さが精神的圧迫感となって環たちの精神を削っていく。

　最初は逃げ場を探して右往左往していた先輩たちも、いまはじっとしている。

　それほど時間が経っていないはずなのだが、すごく長い時間、ここに閉じ込められているような気にさせられているのも、この音のせいだ。

「試合場の宮様たちは大丈夫かしら」

　羽良が遠くを見る目でそう呟つぶやく。

「きっと、大丈夫ですよ」

　そうは言うが、もちろん環に確信があるわけでもない。

　環たちがいる通路と試合場もまた鎖によって遮断され、中の様子を窺うかがうことも出来ない。ここまでは音も聞こえてこないが、それが防音のためなのか、戦っていないからなのかもはっきりしない。

　情報から完全に隔絶され、不安が沈殿する条件ばかり揃そろっていく。

「千ち輪わさん、わたしたち、大丈夫よね？」

「それはもちろん」

「でも……こんなことになるなんて……学校よ？　誰が想像できるの？　先生たちだって対策ができていないから、こんなに時間がかかってるんじゃないの？」

「羽良さん、落ち着いて……」

　さっきの告白で思ったよりメンタルが弱そうだとは思ったが、どうやら羽良はすでに精神的に追いつめられてきているようだ。

　そして、羽良のような状態は彼女一人ではない。

　気が付けば、そこら中からすすり泣きが聞こえてきている。

　辺りを見回して、環は息を吞のんだ。

　こんな危機的な状況は体験したことはない。なので、こういうときに人がどうなってしまうのかはわからない。

　だけど、いざとなったら擬装牛頭のような化け物とだってすぐに戦えてしまう先輩たちが、こんなにも早く精神的にまいってしまうのはおかしくないだろうか？

　もしかして、これも魔法のせい？

　環がそう思ったときだ。

「ククク……」

　声が聞こえてきた。

「どうだ？　楽しめているかい？」

　男の声だ。

　それがスピーカーからの放送のように通路全体に響いている。

「苦しくはないかい？　悲しくはないかい？　辛くはないかい？」

　いやらしい声でそんなことを言っている。

「なんなの？」

　声に宿る陰湿さに、環たまきは体が震えた。

　声はまだ続く。

　楽しそうに、嫌らしそうに、追い込んだものをさらに追いつめる残虐的な声で、環たちの精神に負荷をかけてくる。

「苦しいこともあるだろうさ、泣きたい夜もあるだろうさ。だけど心配することはない。こいつはそういう魔法だ。『泣き女の夜バンシー・フイーバー』って魔法だ。なに？　それじゃあわかんないって？　はっ!!」

　徐々に感情を高めていく声が怖い。

　人間の声だと思えない。

「そんなことはわかっているさ。だから、これからそれを教えてやろうってんだ。ありがたく思え、雌犬ども」

　価値観がまるで違う生物に出くわしたかのような気持ちの悪い危機感が、環の中で芽生えていた怯おびえを助長しているのがわかった。

「この魔法はな、閉じ込めたやつの哀しみや怯えを食らうんだ。精神的な負荷ってやつだな。そいつを溜ため込んで、爆薬に形質変化させる。ある程度たまったら……」

　そう言って言葉を止める。

　だけど、なにが言いたいかはわかる。

　さっきの言葉には爆薬という単語が混ざっていた。

　それだけで、想像するには十分だった。

　その瞬間に訪れた静寂は、悲ひ愴そうなものだった。隣で羽良がひっと息を詰まらせ、似たような空気が他の場所からも感じられた。

「わかるだろ？」

　声の向こうで何者かは笑っている。

「いつ爆発するか？　そいつはお前らのビビリ次第だ。せいぜいビビってそのときを待つんだな！」

　それを最後に、声は聞こえなくなる。

「み、みんな！　怖がっちゃだめよ！」

　誰かがそう叫ぶが、その声も震え気味ではどれほどの効果があったのか。

　みんなはさらに息を潜め、鎖の音のうるささがさらに目立つようになる。

「千ち輪わさん……」

　羽良が脱力して倒れそうになっている。

「しっかりしてください」

　彼女を支える環たまきにしても、手が震えるのを止めることは出来ない。

（織おり音ねさん！）

　環に出来るのは、ただ祈ることしかない。
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　結果は予想通りだった。

　出来れば覆して欲しかった。

　だけど、鈴すず火びの猫がどれだけ戻ってきても良い報告は聞けない。

　これはもう、疑う余地はない。

「環さんは、魔道館に取り残されたんだ」

　そうと考えるしかない。

「どうするの？」

　問いかけてくる鈴火の顔色は悪い。

　純粋に環の安否を心配している顔だ。

「鈴火さん、学院の外の状況は知ってる？」

「それはまぁ、うちはそれなりに古い一族だから」

「そっか……」

　言葉を濁す鈴火に織音は頷うなずいた。

　鈴火家の事情は置いておくとして、この状況の根幹を知らないということはなさそうだ。

「でもまさか、ここにまで手が伸びてるなんて」

　鈴火の驚き方には常識が覆されていることに対する驚きと、不可侵のものを穢けがされた怒りが混ざっているように感じられた。

　古い一族と言っているだけあって、鈴火の学院に対する感じ方には宗教的な神聖性もあるのかもしれない。

「千ち輪わさんをたすけに行くの？」

　そう尋ねてきた鈴火の目には使命感が燃えていた。

「そうしたいけど、先輩たちが……」

　織音の目には、駆けつけてきた教師たちと話す一部の上級生たちの姿が映っていた。風紀委員の腕章を付けている人もいるし、おそらくは生徒会関係の人たちなのだろう。

　教師と先輩たちが対策を講じているときに勝手な真似は出来ない。

　鈴火にはそう言い訳した。

　本当の理由は他にある。

　切羽詰まった状況に対して、いま着ているグリモアコートでは不安だった。

　装そう塡てんされている魔法陣のことも考えれば、いま着ているほぼ規定のままのグリモアコートではなく、確実を期すためにも本気を出せる黒こく衣いに着替えたい。

　だが、こうも人目があってはそれもままならない。

　特に、織おり音ねと行動を共にする気でいる鈴すず火びの目をどうにかそらしたい。

　もちろん、それだけではない。

　なにより織音の頭を占めている事項がある。

　学長のところにいるだろう奴のことだ。

　ここに全力を出しているのなら、学長のところに向かっているはずのもう一つの魔法にはそれほど力がないのではないか？　織音はそう考えていた。

（魔道館の生徒を人質にして脅してるんだ。学長は動けないと読んで、ジャミングはそれほど強くはない。あっちを捕まえることが出来れば、奴の居場所はすぐにわかるかも……）

　その誘惑が、織音の足を縛る。

　だけど、それでいいのか？

　この学院の人たちの危険に背を向けて、自分勝手なことをしていいのか？

　環たまきの危険を無視して、行ってしまっていいのか？

（だめだ。姉さんのこともある。こんな好機を見逃すわけにはいかない）

　織音の姉、綾あや音ねは両親を失ったあの日に、同じように奴に重傷を負わされている。

　その結果、いまでも後遺症に苦しめられている。

　交流館での姉との電話で、医者に怒られたというのはその後遺症のことを言っていたのだ。

　姉の体は確実に弱っている。のんびりしていれば目的を達成するよりも先に姉が動けなくなってしまうかもしれない。

　だけど、もしも織音が行動し、失敗した場合、環はどうなる？　犯人が予想通りに奴なら、魔道館とその中にいる生徒たちをどうするか、織音は知っている。

（…………）

　心が決まりきらず、織音は唇を嚙かみしめた。

　だけど、ここでじっとしているわけにはいかない。

「決めなきゃ……」

「眩くら星ぼしさん？」

　動かなくなった織音を、鈴火が不審げに見上げている。

「出来ることがあるなら、わ、わたしも手伝うよ」

　いや、その表情に浮かんでいるのは不審ではない。

　心配だ。

「だって、と、友達、だから」

　恥ずかしそうにそう言う鈴火の表情になにかが被かぶさったような気がした。

　それはきっと、環の表情だろう。

　自分の過去を語り、織音と知り合えて幸せだと告白する環の顔がそこに被さって見えて、織おり音ねはもう動けなかった。

　覚悟を決めるしかない。

「……なにを選んだって、後悔が残るときってあるんだなぁ」

「え？」

「ううん、なんでもない」

　よし、決めた。

　織音は頭の中から迷いを追い払った。

「鈴すず火びさん、手伝って欲しいことがあるんだ」

「な、なに？」

「まずは、ここから抜け出す。みんなにはわからないようにね」

「う、うん。わかった」

　それから、どうするか……。

　きっと、鈴火はひどく驚くことになるだろうし、その後のことを考えれば頭も痛い。

　大事に抱えていないといけない秘密がこうも簡単に漏れてしまうのはやはり、問題だ。

　だけど、ここは開き直ろう。

　きっと鈴火さんは大丈夫だ。

　そう信じて、いまはこの選択をしよう。

　鈴火が驚く顔をちょっとした楽しみにしつつ、二人は姿を消した。
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　そうして、黒こく衣いはそこに降り立つ。

　魔道館の屋根の上だ。

　突如現れた黒衣に魔道館の周囲からざわめきと悲鳴が響き渡る。風紀委員たちがどよめき、血気盛んな何人かが黒衣を捕らえようと動こうとして、教師たちに慌てて止められ、黒衣に向かって伝心の魔法を行ってくる。

　もちろん、その場所から退避させるためにだ。

　聞く気のない織音はそれらの声を遠ざけ、自分の感覚に集中した。

　足下にある鎖の感触は本物だ。

　だが、織音の目を通して鎖を見れば、それが魔法によって作られた偽りの鎖であることは明白となる。

　溢あふれ出す魔法文字が織音を取り囲む。

　視覚からのイメージが残りの感覚に影響を与え、全身が刺激される。魔法文字に込められた刺々しさが織音を苛さいなみ、視覚遮蔽が施された帽子の陰で表情を歪ゆがませる。

　魔法文字の悪意が空気を汚し、周囲を暗くする。

　織音は、ゆっくりと両手を前に上げる。

　グリモアコートより『魔バ犬イ縛ン鎖ド』の魔法陣を選択、発動。

　織おり音ねの纏まとう黒こく衣いのグリモアコートが光を走らせる。それは織音の意識の光だ。グリモアコートに装そう塡てんされた魔法陣を選び出し、この世にその効果を発現させる。

　なにかを捧ささげ持つかのように上げられた手の先に、それは現れる。

　それは、鎖だ。

　細い銀の輪で繫つなげられた鎖が、手を覆う革手袋から溢あふれてくる。

　鎖には鎖。そんな意図が込められたかのように鎖の出現は止まらず、黒衣の足に届き、さらに伸びてくる。

　鎖は伸び続ける。爪先でとぐろを巻くでもなく、魔道館を覆う鎖の上を這はい進むでもなく……。

　織音の手から伸びた鎖は、魔道館の鎖を透過して伸び続ける。




　織音の意識は鎖の先の一つにあった。魔道館に侵入した鎖を通して内部の様子を窺うかがう。

　鎖で覆われた通路は、魔獣の臓ぞう腑ふのような奇怪な光景に塗り替えられていた。

　取り残された生徒たちが生気のない様子であちこちに座り込み、すすり泣きの声を漏らしている。

　奇怪な状況が彼女たちの心を折っているのかと思ったが、すぐにそれだけではないとわかった。

　鎖の音だ。

　ひっきりなしに聞こえてくる鎖の擦る音に魔法が込められている。それが、閉じ込められた生徒たちの心を暗い方向に引きずっているのだ。

（なんのために？）

　魔法の解析は進行中だが、まだ意図までは摑つかめていない。加虐的な悪意だけは吐き気がするほど感じられるのだが。

　このどこかに環たまきはいるのか？

　織音は伸長を続ける鎖を移動させる。

　いた。

　環だ。

　羽良と寄りそうようにして座り込んでいるその姿に、織音は安あん堵どで足から力が抜けそうになった。

　そのときには織音の鎖は他の生徒たちの目にとまっている。彼女たちは新しい変化に顔を引きつらせ、声を殺して様子を窺っている。

（どうしよう）

　この状況で環になにかを知らせるべきか？　織音はわずかの間、悩んだ。

　意思を伝える方法はあるが、近くには羽良もいる。まだ魔道館を包む魔法の解析も終わっていない。外のことを考えれば、ここはなにも伝えず、魔道館の状況を解決させる方が先だ。

（とにかく、無事なのはわかった）

　いまはそれで満足しよう。

　そう思った、そのときだ。

　二人が鎖に気付き、こちらを見た。羽良は怯おびえた様子で環たまきに体を寄せ、環は羽良を庇かばうようにして鎖を見る。

　その目は、大きく見開いていた。

　それは、危険を警戒する顔ではない。なにかに気付き、そして喜んでいる顔だ。

　そんな表情も一瞬で消える。

　環はすぐに厳しい顔に戻ると、口を動かした。

　音はない。隣の羽良に気付かれないよう、口だけを動かして織おり音ねになにかを伝えようとしている。

　織音は、その短い言葉を読み取った。




　バ・ク・ハ・ツ・シ・マ・ス。




　環の口は、たしかにそう動いた。




　コ・ワ・ガ・ラ・セ・テ・バ・ク・ハ・ツ・シ・マ・ス。




　続けて、環はそう口を動かし、織音は鎖の速度を速めた。

　それこそが、環への了解の合図だ。

（爆発。怖がらせて爆発……）

　環の言葉を頭の中で繰り返す。

（感情を爆薬に変えて爆発させるつもりか？）

　そこまで理解して、織音は怒りで頭がまっ白になりそうになった。

（なんて嫌なことを考える）

　あんな追いつめられた状況で、嘆くなという方が無理な注文だ。

　それがわかっていて、犯人はこの魔法をそういう風に調節したのだ。止めようがない感情を引き金にさせて、絶望をより深くさせるために。

（そんなこと、させるか！）

　織音の意思は、その手から放たれた銀鎖に満遍なく伝わり、進行速度が上がっていく。

　魔道館を覆う鎖の上を銀鎖は駆け抜けていく。接触した瞬間に、銀鎖は魔法の情報を織音に届ける。

　広範囲から取得した情報を元に、織音はこの魔法の正体をさらに明確にしていく。

（ここら辺にあるのは、精神波を吸収する装置だ。送り先……爆薬製造を担当するのは、やはり……）

　奥だ。

　織おり音ねの銀鎖は通路を駆け抜け、試合場を目指す。銀鎖は出入り口を塞いだ鎖を突き破り、内部へと侵入することに成功した。

　二人の宮は無事なのか？

　擬装牛頭はどうなった？

　避難させられる前のことを思い出し、現在を確かめる。

「あら？」

「なんだ？」

　二人の宮は出入り口のすぐそばにいた。戦う姿勢は崩れてはいないが、精神的な疲労が顔色によぎっている。

　他にいる生徒たちは、二人の宮の背後、塞がれた出入り口に寄りそうようにして固まっていた。彼女たちはすでに抗う気力を失い、すすり泣きを漏らしている。

　それを見れば、疲れた表情を見せるだけで戦う姿勢を崩していない二人の宮の精神力の凄まじさもわかる。

　それで、擬装牛頭は……？

　織音は意識を生徒たちから離し、擬装牛頭に向けた。

　その姿は試合場の中央にあった。

　姿も変化している。

　避難する前よりも、擬装牛頭は巨大になっていた。

　それだけではなく、全体的に色がおかしい。鎧よろいにしても牛の頭にしても残りの人身にしても、表面の色が赤く淀よどんでいる。

　まるで怒りで全身を紅潮させているかのような雰囲気に織音は、爆発が近いことを悟った。

（のんびりしてられないな）

「おい、もしかして外からの応援か？　それなら、そいつは爆発するぞ！」

　紅宮が銀鎖に向かって声を張り上げる。

（わかってますよ！）

　心の中で答え、織音は鎖の先を擬装牛頭に差し向ける。

　差し向けたのは出入り口を割って入ったものだけではない。

　織音の銀鎖は他にもあった。そちらが魔道館の屋根を突き抜け、擬装牛頭に迫る。

　擬装牛頭が咆ほう哮こうし、手にした斧おのを振るう。

　だが、銀鎖は斧の刃部分を避け、柄に巻き付く。

　さらには腕に足に首にと全身に巻き付いていく。

　それらは全て、屋根から伸びた銀鎖の仕業だ。

　出入り口から伸びた銀鎖は、擬装牛頭の下半身に集中した。

　目的は、そこから伸びた鎖だ。

　魔道館に取り残された生徒の精神波を吸収し、集めているのはどう考えてもこの鎖であり、集積場は擬装牛頭で間違いない。

　まずは、擬装牛頭と鎖を切り離す。出入り口側の銀鎖は刃となって襲いかかり、鎖を次々と断つ。

　鎖との繫つながりが断たれた擬装牛頭は、今度はそれよりも細い銀鎖の群に縛られ、宙へと持ち上げられていく。

　一方で出入り口側の銀鎖は、周囲の鎖を破壊し、魔道館の壁を破り、脱出口を作る。

　二つの作業を並行させつつ、さらに黒こく衣いの織おり音ねは魔道館の屋根から空へと自分の体を移動させた。

　織音の下には大穴の開いた魔道館の屋根がある。

　左手から伸びる銀鎖はその大穴に伸び、そして張り詰めている。

　右手から伸びた銀鎖が、魔道館を覆う鎖を破り、壁を砕く。

　突如始まった黒衣による魔道館の破壊に、周囲を取り巻く生徒たちの悲鳴が響き渡っている。

　だが、壁に穿うがたれた穴から取り残されていた生徒たちが飛びだしてくると、また別の声が周囲の空気を震わせた。

「爆発するぞ、逃げろ！」

　穴から退避した生徒の中に紅宮がいた。

　彼女の一声でさらに別の悲鳴が起きる。

　いつでも動けるように待機していた風紀委員などの一部の上級生が魔道館から脱出した生徒たちをたすけに向かい、残りは教師の先導で避難を開始する。

　織音は……。

「爆発なんて、させるか」

　ゆっくりと上昇を続けていた黒衣の織音は左手の銀鎖を引く。

　その先には、銀鎖で出来た球があった。包まれているのは、もちろん擬装牛頭だ。

　巨大な擬装牛頭をものともせず、織音は飛行魔法を維持して上昇を続ける。

　あっというまに魔道館を小さく感じるぐらいまで高度が上がった。

　ここまで来ると、積み重なるようにある浮テ遊ー大ブ地ルもない。

「ここなら、ゆっくり解体できるな」

　ふと、織音がそう呟つぶやく。学長のところへと行った魔法はきっと取り逃がすだろう。

　しかし、ここにだって奴の魔法があるのは変わりない。解析防止策はうんざりするほどされているだろうが、時間をかければそれだって……。

「まったく、鬱陶しいな」

　そのときに、その声が響いた。

「っ！」

　織おり音ねは銀鎖の球を見る。

　ゆらりと、銀鎖の隙間から一筋の煙のようなものが漏れ出てきた。

　擬装牛頭の動きは銀鎖によって完全に封じられている。それは、単純な力任せということではない。擬装牛頭の運動能力に関わる魔法陣の解析が終了し、無力化に成功しているということだ。

　その上で銀鎖は結界化し、擬装牛頭を包んでいる。

　本来なら、煙一筋とて、銀鎖の球から漏れ出てくるということはありえない。

　それはこの場にいない魔法使いには対策を立てようがない。捕らえられた魔法は、信管を抜かれた時限爆弾のように、解体を待つだけの存在となったはずだ。

　だが、この魔法は対策を立てた。

　まるで、魔法自身が意思を持ち、自らを邪魔する存在に対して策を講じようとしているかのごとくに。

「おれの楽しみを邪魔する奴がいるな。そいつはまったく、鬱陶しい話だ」

　男の声は、言葉ほどに怒りを滲にじませているという様子はなかった。

　むしろ、状況を楽しんでいる。

　次の策はもうあるぞと、その言葉は語っている。

　だが、それよりも……。

「……………………くっ」

　その声に、織音は体が凍り付くかと思った。

　あるいは、全身が溶けてなくなるかと思った。

　過去の恐怖と、そして現在の怒りが、織音の内側で荒れ狂っていた。

「やっぱりか、やっぱりそうか……」

　ランドセルを卒業したその日に、世界は変わった。

　父は血だまりに沈み、母は子供たちの命を懇願し、死んだ。

　姉は重傷を負い、織音は未来を見失った。

　たった一人の男が、やってきたばっかりに。

「それがお前だ。やっぱり、お前だ」

　姉の推測は正しかった。今日までの努力は無駄ではなかった。

　いま、この場に、ここにいることは、その選択は、決して、間違ってはいなかった。

「だがな、それはまったく無駄なことだ。こいつの爆発を止めようと思っているな、それは完全に無駄な努力だ」

　織音の反応など無視して、煙は言葉を紡ぐ。

　これはただの再生だ。

　擬装牛頭の罠わなをくぐり抜け、無力化しようとする何者かに向けた、魔法使いからのメッセージだ。

　織音の言葉も、意思も、怒りも、届かない。

　いまは、届かない。

「こいつは、どうやったって爆発する。そういう仕掛けだ。この言葉を聞いていることがその証拠だ。おおっと、爆発の影響圏から逃げたからって安心すんなよ。こいつには毒も仕込んである。あいにくとこの毒はおれが作った奴じゃないが、まっ、だからおれの魔法の癖を見抜いても、そう簡単に解毒はできないってわけだな」

「…………」

「魔力を媒介して拡散する増殖型の毒だ。魔法で作られた亜空間のこの学院にとっては、まさしく致命的な毒ってやつだ。解毒法を見つけるまでに何人死ぬかな？　あるいは、学院の結界を維持していられるかな？　はっは！　まったく楽しみだ」

「ああ、そうかい」

　織おり音ねは焦らなかった。

　焦るという感情が焼き切れていた。

　心はむしろ静かになり、織音はそっと、銀鎖を断った。

「それじゃあ、さようならだ」

　嫌な笑みが頭に浮かんだ。姉の命を盾に母にグリモアコートの秘密を迫ったときの笑みが浮かんでいた。

「いいや、必ず見つけ出す」

　その笑みを嚙かみ潰すように、織音は言葉を吐き出す。

　繫つながりを断たれた銀鎖の球が静かに落下を開始する。

　その隙間から光が漏れようとしていた。

　爆発のときが、すぐそこに来ている。

「見つけ出して、償わせてやる、恐怖と、後悔を刻んでやる」

　あのときの自分たちと同じように。

「必ずだ！」

　織音の意思が、グリモアコートを疾走する。

　魔法陣を選択する。

　グリモアコートより『光槍スピア』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』×『光槍』…………。

　織音の周囲で魔法陣が多重起動する。幾つも連なり、幾つも連なり……魔法陣は次から次へと発生していく。

　グリモアコートはその機能上、同じ魔法や、あるいはまったく別の魔法を同時に発動させることは可能であり、そうすることによって相乗効果を狙うことも可能だ。

　だが、いかに魔法の発動を簡易にすることがグリモアコートの最大の特性であったとしても、魔法を使うために必要な、根本的なものまでもが省略されたわけではない。

　それは、魔力だ。

　魔法を行うための動力源たる魔力は、自然界にも発生するが、大和魔女の多くは体内で生産される魔力を使用する。

　選び出された魔法陣に魔力を注がなければ魔法は発動せず、そのために必要な魔力とは、すなわち魔法陣の数だけ必要であるということになる。

　故に、魔法陣の多重起動は誰にでも可能ではあるが、そこから生まれる魔法を発動することは、誰にでも可能なわけではない。

　だが、織おり音ねは魔法陣を次から次に発動する。

　……『煉獄フアイア』×『煉獄』×『煉獄』×『煉獄』×『縛鎖バインド』×『断裂カツト』×『断裂』×『断裂』×『風獄ウインド』×『風獄』×『風獄』…………。

　さらに別の魔法陣も混じり合い、積み上げられ、組み合わされ……そしてついに、織音の頭上に巨大な積層型魔法陣が完成する。

　黒こく衣いのグリモアコートを駆け巡る織音の意思が一つの終結を刻む。

　以上の魔法陣を選択、『轟極光炎牢スピア・バインド』を発動！

　その瞬間、眼下で落下していた銀鎖の球が弾けた。

　中から炎が溢あふれ出る。衝撃波が銀鎖を千切り、内部にある圧力を解放する。

　それは紅ぐ蓮れんに染まった擬装牛頭の姿に見えなくもない。燃え上がる炎から逃げ出す哀れな被害者の姿に見えなくもない。

　だが、それこそが毒を含んだ炎そのものだ。

　それが爆発四散することで、内部に秘められていた猛毒の魔法が開封され、学院全土にその猛威を振りまくことになる。

　もしも、魔法が開封されれば……だが。

「させるか」

　すでに、織音の魔法は完成した。

　織音の頭上にあった積層型魔法陣が四散する。

　次の瞬間、燃え上がる擬装牛頭の姿が消えた。

　正確には、より激しいものによって、その姿が塗り固められた。

　白光に包まれたそれは、炎だ。白色の炎が擬装牛頭を包み込み、そして瞬く間に飲み干してしまった。

　炎の熱は外部には漏れない。そのための結界措置が何重にも施されている。

　強固な結界の内側で白色炎が燃え上がる。

　その炎は擬装牛頭に侵しん蝕しよくし、燃やし尽くしていく。魔法で生まれた白色の炎を燃やすのは、魔力だ。故に、炎は自らの存在を維持するため、そこら中から魔力を吸い上げ、燃え続けようとする。

　だが、結界に閉じ込められた炎が求めることの出来る魔力は、結界の中にしかない。

　つまりそれは、擬装牛頭ということになる。

　擬装牛頭の存在を維持し、その内部で開封を待っていた猛毒の魔法の魔力までも根こそぎ食い荒らし、白色の炎は燃焼する。

　瞬く間に結界の内部は魔力的な空白地となる。

　こうなれば、たとえ猛毒の魔法が生きていたとしてもその毒素を活かすことは出来ない。

　擬装牛頭から始まる罠わなの連続を封殺することに成功したのだ。

　だが、織おり音ねの顔色は優れない。

「…………」

　織音は無言で炎の消えた結界を縮小させ、掌に収めた。

　次の瞬間、織音はどこかへと飛んでいく。

　向かう先は、決まっている。
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「来ると思いました」

　にこやかにそう言われた瞬間、織音は凄まじい脱力に襲われた。

　魔力を大量使用したツケを払わされたような倦けん怠たい感かんに、膝を付きそうになる。

　だが、織音は堪えた。

　なにより、この人を前にして、弱味を見せたくはなかった。

　学長室に、織音は来ていた。

　もちろん、黒こく衣いのままだ。

「ここに来ているはずの魔法は、どうしました？」

「ちゃんと推測できていましたね。立派です」

　脅しの使者がここに来ると読んだ織音の思考を学長は笑顔で称賛するが、もちろん嬉うれしくはない。

　辺りを見回しても、怪しい様子はない。

　学長室に入ったのは初めてだが、調度類などから職員室よりも格上の雰囲気を感じはするものの、事務的な空気が漂い、特に違和感はない。小学校や中学校で覗のぞいた校長室と同じ雰囲気だ。

　使者の放った破壊的な魔力によって、ほんのわずか前まで荒らされていたなどとはとても思えない。

　織音がその違いに気付くことが出来ないほど、完璧なまでに学長室は元の空気を取り戻している。

「あの人にはお帰りいただきました。こちらからの伝言を添えて」

「……なんて言って、帰したんですか？」

「あなたは、外交のことには興味がないのではありませんでしたか？」

「…………」

「お母様の仇かたきを取ること以外、興味がないのでしょう？」

　そう言われた瞬間、織おり音ねは身構えた。

　無遠慮に記憶を刺激された怒りで、学長に襲いかかってしまいそうだ。

「あのときに、あなたがそう言ったのですよ」

「そうだ」

「ならば、私の答えを気にすることはありませんね。彼らは諦めることはないでしょう。これからも、学院に対してなんらかの策を弄してくるに違いありません。あるいは、すでに仕掛けられたなにかが、いつか作動するときが来るかもしれません」

　ここに来ても、もうなにもない。

　きっとそういうことになっているだろうと、わかってはいた。

　だけど来てしまったのは、わずかでも可能性があるかもしれないと思ったからだ。

　まだここに、使者が残っているかもしれないという可能性にかけてみたくなった。

　だけどそれは、学長の実力を甘く見ているということになるのかもしれない。結果はご覧の通り、使者はすでになく、学長の態度も変わる様子はない。

「常夜坂女学院は、変わらず大和魔女のための学校であり続けます。今日も、そして明日も、これからもずっと」

　静かな微笑みをたたえる学長に、織音は全身を強ばらせた。

　その笑みに宿る強さを否定することは出来なかった。

「この学院がそうであり続ける限り、彼らはやってくる。そしてそれこそがあなたの望み。そうなのでしょう？」

　そう言ったときの学長の真意はなんだったのか。

　織音にはわからなかった。

「そしてあなたは、この学院の生徒なのです。それを忘れないように」

　そう言って、またも織音を無条件に解放する学長の意図は読めない。

　読めない…………けど。

「もう、やるしかないんだ」

　外界の魔法使い勢力は、変わらずに大和魔女の持つグリモアコートの秘密を求めてやってくる。

　織音は、自分たち家族の仇かたきを見つけ出すために、ここで戦わないといけない。

　そして……。

「友達を守るためにも」

　今回のあいつだけが特別だったのか、それともグリモアコートの秘密を狙う勢力の方針が変わったことで、あいつが出てきたのか。

　どちらにしろ、学院は決して平和な場所ではないことがわかった。

（環たまきさんや、鈴すず火びさんたちが危ない目に遭うかもしれないし、それを無視するなんてできない）

　ここで出来た友達を守るためにも織音は戦わなければならない。

　なんだか、余計なものを背負い込んでしまったような気もする。

　だけど……

（きっと、これでいいんだ）

　織おり音ねの姿を認めて笑顔を浮かべてくれる環たまきたちを見ると、織音はそんな気持ちになれる。

　だからきっと、織音の選択は間違っていない。





エピローグ




　あの事件から数日経った。

　織音の姿はとある建物の前にあった。

「へぇ……」

　その建物の雰囲気に織音は声を漏らした。

　レンガ造りの六角形の建物だ。

　背の低い門があり、そこには「若宮寮」と書かれてある。

　そう、今日は織音の若宮寮への引っ越しの日なのだ。

「ああ、でも、いいのかなぁ？」

　織音の言い方にはそこはかとない罪悪感が漂っていた。

　その手には学院に来たときの荷物が握られている。

「いいのよ、気にしないで」

　そう言ったのは鈴すず火びだ。

「でも、鈴火さん」

「……ルカ」

　織音の言い方に、鈴火は顔をしかめた。

「もう友達なんだから、ルカでいいの」

「あ、うん。じゃあ、ルカさん」

　織おり音ねがそう言うと、鈴すず火び……改め、ルカの顔がみるみると紅潮していく。

　それを隠すように、ルカはそっぽを向いた。

「あの決勝戦、どう見たってわたしが負けてたんだから、あれでいいの」

「うーん」

　そう。

　織音が問題視しているのは、若宮杯の決勝戦だ。

　擬装牛頭の襲撃でうやむやになってしまっていたが、実は決勝戦の勝敗はまだ付いていなかったのだ。

「いや、まぁ……なんか、『勝った』みたいな気持ちになったからあんなこと言ってたんだけど、そうだよね、審判さん、なにも言ってなかったもんね」

　騒動の後で若宮杯を運営していた生徒会の人たちに呼び出されて、そのことを報されたのだ。

　思い出すと、拍手でいっぱいになった魔道館の中で、そういえば審判だけは困ったような顔をしていた。

　そう思うと、すごく恥ずかしい。

　自分がやったことも、勝ったと早とちりしてしまったことも。

「まぁ、いいじゃない。みんな、織音さんが若宮だって認めてるんだから」

　生徒会の人たちに再試合をするかと聞かれたとき、ルカが自分の負けを認めたので自動的に織音の勝利ということになった。

　こうして、織音は若宮となって、今日、若宮寮に引っ越すためにやってきたのだ。

「それに、わたしが勝ってたって、どうせ一緒に住んでくれる人いなかったし」

「ははは……」

　返事に困る内容に、織音は笑うしかなかった。

「そんなことより、あの人をどうにかした方が良いんじゃないの？」

　ルカにそう言われて、織音はあえて思い出そうとしないでいたことに頭を抱えた。

　背後にはもう一人いる。

　そう、環たまきだ。

　なんでだか知らないが、彼女はとても不機嫌そうに頰ほおを膨らませていた。

「どうしよう？」

「わたしにわかるわけないじゃない」

　織音がたすけを求めると、ルカはあからさまに慌てた。

「織音さん……若宮の方が付き合いが長いんだから、若宮がなんとかして」

「そんなぁ」

　ルカに逃げられて、織音は気が進まないまま環の前に移動した。

「…………」

「あの、環たまきさん？」

「…………」

「あのぅ……？」

　俯いている環は、なにかを呟いているようだった。

「わたしと織おり音ねさんだけだと思ってたのに思ってたのに思ってたのに」

「え？」

「なんでもありません！」

　いや、少しは聞こえていたのだけれど、ここは聞こえない振りをしておくことにした。

　若宮寮は若宮杯の優勝者が住むことを許された寮だ。

　そして、ここには若宮と彼女に招かれた者だけが住むことができる。

　だからこそ、織音も自分の秘密を守りやすくするために若宮杯に出場したのだ。

「でも、ルカさんも知っちゃったから」

　決勝戦のドタバタでルカも織音の秘密……黒こく衣いであることを知ってしまった。

　幸いにもルカも秘密にしてくれることを誓ってくれた。

　その代わりに、若宮寮に一緒に住まわせてくれと言ってきたのだ。

「友達なんだから、色々協力したいし」

　そう言ってもらえればありがたいので、織音には断る理由もない。

　ただ、環は気に入らなかったようだが。

「ほら、機嫌を直して、環さん」

　織音があえて軽い調子で彼女の肩を揉もむ。

「た・ま・き、です」

「え？」

「織音さんは若宮様になられたのですから、一年生の筆頭です。なのでわたしたちのことも呼び捨てにしていいのです」

「や、ややこしいなぁ。いままで通りでいいよ」

「そういうわけにはいきません」

「わかったよ。じゃあ、環、いい加減、機嫌を直して」

「わたしは機嫌悪くなんてありません」

　そんなことを言っているが、織音が彼女を『環』と呼んだとたん、不満げな表情が晴れている。

　ただ、本人は自分の表情の変化に気付いていないようだ。

「ただ、心配をしているだけです」

「……なにを心配しているの？」

「……鈴すず火びさん」

「ルカでしょ？」

　織おり音ねが口を挟む。

「二人も同じ寮に住むんだし、仲良しになって欲しいから、二人とももっと名前で呼び合うのがいいんじゃないかな？」

　織音がルカを側に呼ぶ。

「そういうわけで、はい」

「……ええと、環たまきさん」

「よろしくお願いします。ルカさん」

「よ、よろしく」

　環にも下の名前を呼んでもらえて、ルカはさらに機嫌がよくなった。

「大丈夫だよ。わたしも、ちゃんと若宮の秘密は守るよ」

「若宮様です」

「若宮様」

　環の訂正に、ルカが素直に従う。

　その邪気のなさに環が脱力した。どうやら、いつまでも怒っているのに疲れたのだろう。

「もういいです」

　諦めた様子の環に、織音はほっと息を吐いた。

「それじゃあ、荷物を中に入れようか？」

　織音は生徒会に渡された若宮寮の鍵を取りだした。

「中って掃除してあるのかな？」

「いまの紅宮様が去年は使っていたのでしょう？　ずっと無人だったわけではないので、きっときれいですよ」

「そっか」

「それより、色々当番を決めないといけませんね。掃除とか」

　そんなことを話しながら二人が玄関に向かっていく。

「若宮様、早く」

　ルカがはやく中が見たいと織音を手招く。

「はいはい。でも、できたら前と同じ呼び方の方がいいなぁ」

「ええ？」

　二人ともに、嫌な顔をされてしまった。

「なんでそんな反応？」

「若宮様だから無理です」

　二人の反応にがっかりしつつ、織音はドアに鍵を差し、回す。

　ちょっとした感慨が織音の胸を満たした。

　自分の秘密を守るために若宮杯を戦い抜いたのだ。わずか三戦しただけだけれど、その間の寮での緊張した日々を思えば、長かったという気持ちになってくる。

　このドアの先には、緊張感だらけの学院生活で唯一許された自由な空間があるのだ。

　そう考えれば、織おり音ねの心も躍る。

　ドアが開くと、広いロビーがまず目に入った。

「すごい！」

　嬉うれしそうにルカが入っていく。

　その姿が微笑ましくて表情が緩む。

　彼女の後を追って入ろうとしたのだが、その背を引っ張られた。

「織音さん」

　小さな声で名前を呼ばれた。引っ張ったのはもちろん環たまきだ。

「ルカさんが知っているのは、黒こく衣いのことだけですよね？」

「え？　うん」

　いきなりの質問に、織音はなんの疑問もなく頷うなずく。

「そうですか」

　織音の答えに満足したのか、環は手を放すとさっさと寮に入っていった。

「……………………え？」

　環が行ってしまって、織音はようやく彼女の質問の意味がわかった。

　ルカは、黒衣のことは知っている。

　だけど、もう一つの秘密は知らない。

「あれ？　これって……」

　ルカにもう一つの秘密を話さないのなら、秘密を守るための努力をしないといけないわけで。

「あれ？　このままだと若宮寮を手に入れたの、意味なくない？」

　いや、そんなことはないのだけど、そんなことはなくはないような……

「あれ？　あれ？」

　どうであれ、のびのびとしたプライベート空間が手に入れられていないのは確かなようで、織音はその場で膝を突きそうになってしまったのだった。
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あとがき（偽）




　ハロー。はじめましてみなさん。常とこ夜よ坂ざか女学院の乙女の代表、白宮こと鍵かぎ崎ざき沙さ南なんです。

　本編後のご挨拶を作者の前にするようにと、この場に呼ばれてしまいました。

　決して一巻目からあとがきのネタがないからではないと、とりあえずは信じてみると幸せになるかもしれませんね（にっこり）。

　さてさて、呼ばれてみたもののわたしだってなにを話せばいいのかなんてわかりませんし、困りましたね。

　ああ、そうそう。

　この世界が読者のみなさんの世界とどう違うのか、それを説明するのもいいかもしれませんね。

　わたしたちの日本は、みなさんの日本とは『似ているけど違う歴史を歩んだ』日本です。

　戦国時代の種子島に魔女が流れ着いたことで、魔法や法術というものが歴史の表舞台で注目されることになってしまいました。戦国時代が終わり江戸幕府の時代になっても魔法発展の歴史は止むことなく、鎖国で世界情勢から隔絶したことでその傾向が続いてしまったことによって、世界的には誰にも注目されていませんでしたが、実質的には魔法大国と呼ぶに相応しいまでに発展していました。

　その後は世界的な魔法使いのムーブメントが起きたり、みなさんもご存じの二度の大戦などをこちらでも経験した結果、魔法使いは物質社会と、なんというか、良いバランスを保てるようになったといいますか……。

　簡単に言うと『なぁなぁの関係』ですね。

　そういう風になってしまいました。

　作中でも説明していますが、定番の占いやお祓いから、魔○の宅急便なんて当たり前、魔女お決まりのお薬の販売から民間警備会社を経営しておられる方もいらっしゃいますし、公の機関に所属しておられる方もいらっしゃれば、公なのに非公開な機関で働いておられる方もいらっしゃいます。

　こんな感じで魔法と魔法使いは一般的な存在として受け入れられています。

　もちろん、人が生み出したもので、全人類から全肯定で受け入れられているものなんてほとんどないと思いますけどね。

　それでは、本日はここまで、よければ次巻もここでお目にかかれたらいいですね。ではバイビー。





あとがき（本物）




　はじめましての方もご存じの方もよろしくお願いします。

　雨あま木ぎシュウスケです。

『グリモアコートの乙女たち』をお送りします。




　今作は魔女をベースにしたお話です。

　ただし、単純に魔女ではなく、日本に流れ着いて独自に発展した大和魔女というものを修める学校に主人公たちは通っています。

　そんな大和魔女たちが開発した万能魔法具グリモアコートが本作の問題の中心となっています。

　どうかこれからも織音と乙女たちの物語をよろしくお願いします。




　素敵なイラストを描いていただいたかわく様、この本ができあがるまでに関わっておられる全ての方たちに感謝を。

　それではまた、次巻でお目にかかれることを願いつつ。





雨木シュウスケ
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本作品は、二〇一五年六月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







グリモアコートの乙女おとめたち




二〇一五年七月一日発行

雨あま木ぎシュウスケ

©Syusuke Amagi  2015


発行者　清水保雅

発行所　株式会社講談社
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